
ほんにん じゅん び かい ぎ

○本人のための準備会議
９：００～１１：００
アクセシブルレベル AAA
つうやく

通訳 あり

かい ぎ

＜ プレ会議ってなに？ ＞
かい ぎ まえ ほんにん じゅん び かい ぎ おこな かい ぎ たいかい

会議をはじめる前に、「本人のための準備会議」が行われました。この会議は、大会がはじま
ぜんじつ さん か しゃ しょうがい ほんにん こんかい たいかい たいかい なが

る前日に参加者である障害のある本人が、今回のドイツ・ベルリン大会のテーマ、大会の流れ
り かい ぜんたい さん か しゃ に ほん

などを理解するためのものです。全体の参加者はドイツ、カナダ、日本、ニュージーランドなど
めい

５０名ほどでした。

たいかいまえ

＜ 大会前のコミュニケーション ＞
かい ぎ さん か くに ひと ま にん

まずはじめに、この会議に参加しているさまざまな国の人たちが混ざって、７～１０人くらいの
わ な まえ じ ぶん くに き たいかい さん か り ゆう はっ

グループに分かれ、名前、自分がどこの国から来たのか、ベルリン大会に参加した理由などを発
ぴょう じ こ しょうかい ちが くに

表しました。こうした自己紹介をすることで、違った国
さん か ひと どう し

から参加した人たち同士でコミュニケーションをとり、こ
ほんにん じゅん び かい ぎ たいかいぜんたい

の「本人ための準備会議」が、ドイツ・ベルリン大会全体
すす もくてき しゃしん みぎ

がスムーズに進むことを目的にしています（写真・右）。

はな あ ぎ ろん

話し合いのなかでは、たとえばこんな議論がおこなわれ
ます。

おな しょうがい ほか くに ひと はなし き

・同じような障害をもっている、他の国の人の話を聞き
たい
こんかい に ほん ゆた い くに ひと さん か おお さ

・今回は、ドイツやカナダ、日本など、豊かなと言われている国の人の参加が多いけれど、差
べつ ぎゃくたい おな もんだい かか き

別や虐待など、どこも同じような問題を抱えている気がする
しょうがい ひと じ ぶん い けいざいてき ゆた ゆた い

・障害のある人が自分らしく生きられない、経済的に豊かでも、ほんとうに豊かって言える
のだろうか

みつつか

＜ 三塚さんがスピーチ ＞
つぎ じ ぜん き おも さん か こく だいひょうしゃ ほんにん じゅん び かい ぎ さん

次に、事前に決められていた主な参加国のなかの代表者が、「本人のための準備会議」の参
か しゃぜんいん じ こ しょうかい に ほん だいひょう ほっかいどう さっぽろ さん か みつつか

加者全員のまえで、自己紹介をしました。日本の代表は、北海道・札幌から参加した三塚さん
みつつか じ ぶん や はたら ぜんかい

です。三塚さんは自分が「スワンベーカリー」というパン屋で働いていること、前回のメキシコ

たいかい そくほう
ねん がつ にちベルリン大会・速報① ２０１０年６月１６日

かい ぎ ほうこく げん ち たいかいそくほう

４．会議報告：１）現地における大会速報
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たいかい さん か なか ま たいかい さいかい しゃしん した

大会に参加していた仲間とベルリン大会で再会できてうれしいとスピーチしました（写真・下）。
し

コラム フェイスブックって知ってる？
せ かいじゅう よ
世界中で「フェイスブック」と呼ばれるインターネッ

りゅうこう じ ぶん
トのサイトが流行しています。そこでは、自分のプロ

かおじゃしん じょう
フィールや顔写真をインターネット上にのせることが

おとず ひと こうりゅう
でき、そのページに訪れる人たちと交 流することがで

しょうがい ひと にん き たか
き、 障 害のある人たちにも人気が高いそうです。

ほんにん せんりゃくかい ぎ

○本人のための戦略会議
つうやく

アクセシブルレベル AAA 通訳 あり

＜ ワークショップのルール ＞
さん か しゃぜんいん な まえ くに き せ かいたいかい なんかいさん か ひ と り かん

参加者全員、名前やどこの国から来たのか、世界大会に何回参加したのか、など一人ひとり簡
たん じ こ しょうかい さん か しゃ なか こんかいはじ さん か ひと ひ こう き の はじ

単に自己紹介をしました。参加者の中には、今回初めて参加する人で飛行機に乗ったのも初め
ひと せ かいかい ぎ かい さん か ひと たいかい まな い

てだった人から、世界会議に４回も参加している人、この大会で学んでこれから生かしていきた
おも つた

いなど、それぞれの思いを伝えていました。

き

＜ みんなどこから来たの？ ＞
さん か ひと

このワークショップの参加した人は・・・。

＜ セルフアドボカシー ＞
たんとう し えんしゃ ほんにんかつどう

ワークショップを担当していたオランダの支援者が、「セルフアドボカシー（本人活動）」のこ
はな あ まえ じ ぜん さん か しゃ はな あ き き

とを話し合う前に、事前に“参加者で話し合うときの決まりごと（ガイドライン）を決めよう”
ていあん

という提案がありました。
けいたいでん わ でんげん き ひ と り そんちょう はつげん て し

・携帯電話の電源は切る ・一人ひとりを尊重しよう ・発言するときは手をあげて知らせよう
ひと はつげん お き たが たす あ じ かん じゅうぶんあた

・人の発言は終わりまで聞こう ・お互い助け合い ・時間を十分与えよう
・しっかりしゃべろう

コロンビア ニュージーランド
きょう わ こく

カナダ エクアドル共和国

アイルランド
きょう わ こく

コスタリカ共和国

メキシコ
に ほん

日本

ポーランド

フランス

レバノン

オランダ
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ぜんたいかい かいかいしき

○全体会１・開会式
ひと こくれん しょうがいしゃ けん り じょうやく ちょうせん

「すべての人にインクルージョンを 国連の障害者の権利条約の挑戦」
１０：００～１２：３０
アクセシブルレベル AA
つうやく

通訳 あり

たいかい

＜ ようこそ！ ドイツ・ベルリン大会へ ＞
たいかい

まずはじめに、ダイアン・リッチラーさん（カナダ）から、大会のあいさつがありました。
ぜん せ かい しょうがい ひと きょうつう じ ぶん い ひつよう

「全世界の障害のある人たちが、共通に自分らしく生きていくためのレシピが必要です。
しょうがいしゃけん り じょうやく おも じょうやく せ かい ひと けん り ほ しょう

それが『障害者権利条約』なのだと思います。この条約は世界の人たちの権利が保障され
やくそくごと ひと うった

るための約束事です。いろいろなところへ、人たちへ、訴えていかなくてはなりません」
しょうがい ほんにん ほんにんかつどう か

また、障害のある本人であり、本人活動家であるミア・ファラーさん（レバノン）などから
もあいさつがありました。

しょうがいしゃけん り じょうやく おお ひと か ぞく

「障害者権利条約について、より多くの人たち、その家族
いっしょ かんが つた せ かいかい ぎ

と一緒に考え、伝えあい、わかりあう世界会議にしていきたい
おも わたし こころ こえ せ かい か

と思っています。それらは私たちの心の声なのです。世界を変
おも い けん り

えていきたいと思っています。生きていくうえで、権利がどれ
じゅうよう わたし はっぴょう

だけ重要なのかを私たちは発表することができます。ですが、
みな いっしょ かんが はな あ

それよりも、ぜひ皆さん一緒に考え、話し合ってほしいのです。
ねが おお ひと で あ たが くに

ぜひお願いします。多くの人たちと出会い、お互いの国のこと
わ

を分かりあいましょう」

じ ぶん くに はた

＜ 自分たちの国の旗をふろう！ ＞
こんかい たいかい くに ひと さん か

今回のドイツ・ベルリン大会は７４の国の人たちが参加してま
さん か しゃぜんいん じ ぶん くに はた

す。そして、参加者全員に自分の国の旗がくばられ、それぞれ
さん か しゃ はた に ほん はた ふ に ほん かたがた とお

参加者が旗をふりました。「日本のみなさん！ 旗を振ってください！！ 日本の方々は遠かっ
はた ひ まる はた

たですね。さあ、旗をふりましょう！」みなさん、日の丸の旗をふりましたか？

しゅしょう

＜ ドイツ首相からのビデオメッセージ ＞
しゅしょう じょうえい

ドイツの首相であるアンゲラ・メルケルさんからビデオメッセージが上映されました。
しょうがい ひと けん り まも じ ぶん い じゅうよう

「障害のある人の権利が守られ、自分らしく生きていくことが重要です。また、そのために
しょうがいしゃけん り じょうやく じゅうよう しょうがい ほんにん か ぞく た あ

は障害者権利条約がとても重要なのです。そして、障害のある本人、家族が立ち上がらなけ

たいかい そくほう
ねん がつ にちベルリン大会・速報② ２０１０年６月１７日

かい ぎ ほうこく げん ち たいかいそくほう

４．会議報告：１）現地における大会速報
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しょうがい ひと しょうがい ひと じゅうよう

ればなりません。それは障害のある人だけでなく、障害のない人にとっても重要なのです。わ
ほん き かんが わたし

たしが本気でそう考えているからこそ、私はこうしてみなさんにメッセージをおくっています」
おさな しゅしょう じ たくちか ち てきしょうがいしゃ し せつ かのじょ ち てきしょう

幼いころ、首相の自宅近くに知的障害者の施設があったそうです。つまり、彼女は知的障
がい ひと そだ しょうがいしゃけん り じょうやく たいせつ

害のある人とともに育ってきました。だからこそ、障害者権利条約の大切さがわかっているの
です。

ひと しょうがいしゃけん り じょうやく ちゅうしん

そのほかにもさまざまな人たちから「障害者権利条約」を中心に、スピーチがありました。
げんざい しょうがいしゃけん り じょうやく せ かいじゅう ちゅうもく ひんこん

現在、障害者権利条約が世界中で注目されているのがよくわかります。また、「貧困」という
つよ う しょうがいしゃ ひんこん ふか かんけい

テーマもより強く打ちだされていました。そして、「障害者と貧困はどうやら深い関係がありそ
せ かいきょうつう もんだい

うだ」ということがわかってきました。これは世界共通の問題のようです。
に ほん きょう み

日本ではどうなのでしょうか？？ ぜひ興味をもってみてください。
…………………………………………………………………………………………………………………

ご ご ぶん か かい かくかいじょう わ ひら

午後は分科会・ワークショップが各会場に分かれて開かれました。
に ほん ご つうやく き ぶん か かい しょうかい

ここでは、日本語の通訳が聞くことのできる分科会・ワークショップを紹介します。

ぶん か かい

○分科会
２．１

けん り じょうやく ひつよう

「どのような権利があるのか、なぜ条約が必要なのか」
１４：００～１５：３０
アクセシブルレベル AAA
へ や めい

部屋名 ニューヨーク

２．２
じ ぶん す まち むら

「自分たちが住んでいる町や村レベルで、
くに ひつよう

また国レベルでどのようなことをする必要があるのか」
１４：００～１５：３０
アクセシブルレベル AA
へ や めい とうきょう

部屋名 東京

○ワークショップ
じょうやく ぶん か かい つづ

２．P１ 「条約について（２．１ 分科会の続き）」
１６：００～１７：３０
アクセシブルレベル AAA

ち いき く

２．P１ 「地域でどのように暮らしたいか」
１６：００～１７：３０
アクセシブルレベル AAA
へ や めい

部屋名 ニューヨーク

お づる たいにん き

コラム 「折り鶴」が大人気!?
に ほん だれ お お づる

日本のブースで誰かが折りはじめた「折り鶴」。
とお す かいがい ひと

しかし、これがブースを通り過ぎる海外の人たち
め ま ひと

の目にとまり、いつの間にかブースに人だかり

が！！
お づる て さき き よう

「折り鶴」は手先が器用な
に ほんじん とく ぎ

日本人ならではの特技ですね。
とお

ブースを通りがかったら、
わ お

みなさんもぜひ一羽折ってみ

てください。

さん か しゃ しつもん はっぴょうしゃ こた ば めん み

参加者の質問に発表者が答える場面がたくさん見られました
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ぜんたいかい かいかいしき

○全体会２・開会式
か ぞく ほんにん いっしょ かつどう しょうがいしゃ けん り じょうやく じつげん

「家族と本人が一緒に活動して、障害者の権利条約を実現しよう」
１０：００～１２：３０
アクセシブルレベル AA
つうやく

通訳 あり

おや い しき か たいせつ

＜ 親の意識が変わることの大切さ・レバノン ＞
しょうがい ほんにん じ ぶん じ しん のぞ

障害のある本人は自分自身がエンパワーメントすることを望ん
き も かんじょう おや し えんしゃ おも こ ふ あん しんぱい

でいます。しかし、その気持ちや感情のまわりには、親や支援者の「思い込み」「不安」「心配」
かべ

という壁があります。
おや じ ぶん しゅう い ひと しょうがい こ そだ じゅうよう

親は自分だけでなく、周囲の人たちとともに障害のある子どもを育てていくことが重要です。
こうどう まわ ひと おや こ どく り かい じゅうよう し えんしゃ

それを行動にうつすために、周りの人たちは、親の孤独を理解することが重要です。支援者も、
おや い しき か じゅうよう

親も、意識を変えることが重要なのです。
ふ あん しんぱい む あ し えん じゅうじつ たい

不安や心配にふたをするのではなく、それらに向き合うための支援を充実させていくのが大
せつ こ し せつ と こ

切です。子どもを施設へ閉じ込めることをしてはなりません。
けってい だれ おや くに せい ど ひと

決定は誰がくだすのでしょうか。親？ 国？ 制度？ まわりの人たち？
おや じ ぶん き のぞ こ きょ ひ ほんにんかつどう

親は自分で決めることを望みます。しかし、子どもはそれを拒否しています。本人活動をして
ひと じ ぶん じ ぶん き のぞ しょうがい ひと

いるような人たちはとくに“自分のことは自分で決める”ことを望みます。障害のある人から
おや い しき か うった わたし おや たい

「親の意識を変えてほしい」と訴えられることもしばしばです。だから、私たちは親に対して、
こ こえ みみ かたむ うった

子どもの声に耳を傾けてくださいと訴えます。

しょうがい ひと か ぞく ひつよう

＜ 障害のある人、その家族に必要なこととは？・アルゼンチン ＞
しょうがい ひと じ りつ せいかつ おく おや み らい

障害のある人がどうやったら自立した生活を送ることができるのでしょうか。親が未来をど
のぞ

のようにつくりだしていくのが望ましいのでしょうか。
み らい おも あゆ

やはり、未来がよりよいものになると思って歩んでいか
ふ あん しんぱい げんじつ

なければなりません。不安や心配をするとそれが現実に
まな

なってしまうことを学ばなければなりません。そして、
しょうがい ひと こえ き

障害のある人の声をしっかりと聞きましょう。どういっ
み らい あゆ みみ かたむ

た未来を歩んでいきたいのかに耳を傾けましょう。
しょうがい ひと し てん し えん

また、障害のある人にはさまざまな視点からの支援が、
り かい ひつよう ほうりつてき きょういくてき い りょうてき せい

理解が必要です。法律的に、教育的に、医療的に、生
かつ ち いき てき しょうがい ひと そんちょう

活（地域）的に、すべての障害のある人が尊重されるこ

たいかい そくほう
ねん がつ にちベルリン大会・速報③ ２０１０年６月１８日

に ほん ひと おとず

日本のブースにはこうしてたくさんの人が訪れています

かい ぎ ほうこく げん ち たいかいそくほう

４．会議報告：１）現地における大会速報
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しゃかい たいせつ

とが、よい社会をつくりだすために大切なパズルのピースです。
か ぞく こ たす しょうがいしゃけん

家族は子どもをサポートすることをがんばってきました。それらを助けるための「障害者権
り じょうやく せい ふ じ ち たい もんだい いっぱんせいかつ

利条約」でなければなりません。これは政府や自治体だけの問題ではなく、一般生活のレベル
しょうがいしゃけん り じょうやく ひょうげん ないよう じつげん ちょう さ

において、「障害者権利条約」で表現されている内容が実現できているのかを調査することも
ひつよう

必要でしょう。
しょうがい ひと き も し えんしゃ おや きょうせい

障害のある人の気持ちは、支援者や親からの強制によってつくられるべきではありません。
つね ちゅうしん しょうがい ほんにん こころ そこ り かい

常に中心にあるのは、障害のある本人のニーズであることを心の底から理解しましょう。
しょうがいしゃけん り じょうやく ないよう じつげん おお くに

「障害者権利条約」の内容が実現できるように、多くの国でさまざまなことがチャレンジさ
しょうがい ひと けん り しょうがい ひと しゃかい まえ む

れています。障害のある人にとっての「権利」とはなにか。障害のある人が社会に前向きなこ
はっしん しん きょうりょく あ ち いき くに せ

とを発信できることを信じ、協 力し合わないとなりません。これは地域レベル、国レベル、世
かい じつげん ひつよう

界レベルで実現することが必要です。
…………………………………………………………………………………………………………………

ご ご ぶん か かい かくかいじょう わ ひら

午後は分科会・ワークショップが各会場に分かれて開かれました。
に ほん ご つうやく き ぶん か かい しょうかい

ここでは、日本語の通訳が聞くことのできる分科会・ワークショップを紹介します。

ぶん か かい

○分科会
３．１

ほんにんかつどう

「本人活動のエンパワーメント
じ ぶん こえ だ ちから え

自分で声を出す力を得よう」
１１：００～１２：３０
アクセシブルレベル AAA
へ や めい

部屋名 ニューヨーク
３．２

か ぞく

「家族のエンパワーメント」
１１：００～１２：３０
アクセシブルレベル AAA
へ や めい とうきょう

部屋名 東京

○ワークショップ
ほんにんかつどう

３．P１ 「本人活動のエンパワーメン
トについて

ぶん か かい つづ

（分科会３．１の続き）」
１４：３０～１５：３０
アクセシブルレベル AA
へ や めい

部屋名 ニューヨーク
しょうらい せいかつ

３．P３ 「将来の生活は？」
１４：３０～１５：３０
アクセシブルレベル AAA
へ や めい とうきょう

部屋名 東京

コラム
とみ た

スピーカーズコーナーに富田さん、ワークショップに
そでやま とうじょう

袖山さんが登場！
じ

１４時からスピーカーズコーナー（ロ
とみ た はっぴょう はじ

ンドン）で、冨田さんの発表は始ま
じ ぶん お た か ぞく

りました。自分の生い立ち、家族と
かっとう びょう き つうやく

の葛藤、病気のことなど、通訳をま
はな

じえて話してくれました。
はっぴょう けいけん

「こういう発表をした経験はありま
きんちょう

せんが、緊張はあまりしませんでし
じ ぶん い しき かいがい ひと つた おも

た。自分の意識が海外の人に伝わるかな、と思いました
つた はな とみ

が、伝わったのがわかったのでよかったです」と話す冨
た ひと

田さん。カナダのピープルファーストの人たちがおおく
おとず とみ た ねっしん しつもん

訪れ、冨田さんへ熱心に質問していました。
つづ じ はん しょうらい せいかつ

続いて、１４時半からのワークショップ「将来の生活
は？」のシンポジストとして、
そでやま はっぴょう

袖山さんが発表しました。
ち いき ひと で あ きょう

地域の人の出会いによって協
りょく え こ そだ おや

力を得ながらの子育て、親の
かい かつどう ひと

会の活動をはじめとした人と
で あ

の出会い、サポートブックを
ち いき ひろ

きっかけにした地域コミュニティの広がりなど、よりよ
み らい で あ たいせつ

い未来をつくっていくには出会いが大切だということを
はな

話してくれました。
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ぜんたいかい

○全体会４
か ぞく ほんにん いっしょ かつどう しょうがいしゃ けん り じょうやく じつげん

「家族と本人が一緒に活動して、障害者の権利条約を実現しよう」
９：００～１０：３０
アクセシブルレベル AA
へ や めい

部屋名 ニューヨーク
つうやく

通訳 あり

もど

＜ むかしに戻ってはならない ＞
しょうがい さ べつ ひんこん ふくざつ しゃかいもんだい ひつよう へん か

障害、差別、貧困など、複雑にからみあった社会問題において必要なことは「いい変化をく
しゃかいてき せい じ てき せいさくてき りん り てき せいしんせい

りかえしていく」ことです。社会的、政治的、政策的、倫理的、精神性もふくめて、すべてのレ
たたか ひと き ぼう はんえい しゃかい

ベルにおいて戦うことです。あらゆる人の希望が反映されるような社会でなくてはなりません。
た ようせい しゃかい い

それを多様性のある社会と言ってもいいでしょう。
こと ば つか い み じ ぶん じ しん きょういく

インクルージョンという言葉を使っているだけでは意味がありません。自分自身を教育し、
たが て むす こうどう わたし め ざ たっせい

お互いに手を結び、行動にうつすことによって、私たちが目指しているビジョンが達成できる
のです。
むかし もど さいしょ なみ おも の つ なみ かい め

昔に戻ってはなりません。最初の波をチャンスだと思って乗りこえましょう。津波は１回目よ
かい め なみ ほう こんなん は かいりょく も わたし おそ

り２回目の波の方が困難なのです。破壊力を持って私たちに襲いかかってきます。
こんなん たたか

＜ 困難と戦っていくために ＞
しょうがいしゃけん り じょうやく あたら イーユー きょう

障害者権利条約はこれまでになかったまったく新しいアプローチです。 EU（ヨーロッパ共
どうたい くに じょうやく じつげん む じゅん び すす しょう

同体）のすべての国はこの条約の実現に向けて、準備を進めているところです。そして、障
がいしゃけん り じょうやく しゃかいぜんたい か ち かん か か のうせい イーユー か めい くにぐに

害者権利条約は社会全体の価値観を変える可能性をもっていることを、 EUに加盟してる国々
かん

は感じています。
せ かい せま わたし たが し まな

世界が狭くなっている（グローバリゼーション）ことによって、私たちはお互いを知り、学
き かい めぐ とお くに に ほん こうれい か

びあう機会に恵まれています。たとえば、ヨーロッパからもっとも遠い国・日本が高齢化という
ひ じょう もんだい かか わたし し

非常にむずかしい問題を抱えていることを、私たちは知ることができます。
こ よう しょうがい ひと はたら かんきょう ととの はたら じゅうよう

「雇用」については、障害のある人が働きやすい環境を整えること、働くことが重要なの
はたら つづ し えん ととの しょく ば ごう り てきはいりょ てってい ひつよう

ではなく、働き続けることに支援を整えること、職場のなかで合理的配慮が徹底される必要も
あるでしょう。

きょういく げん ば しょうがい ひと と のこ しょうがい ひと

「教育」の現場において、障害のある人は取り残されています。たとえば、障害のある人
だいがく せんもんがっこう こうとうきょういく ば まな きょういく う

は大学や専門学校（高等教育）などの場で学ぶことができません。また、教育を受けること、
こ よう むす ぶんせき せんりゃく た

それが雇用に結びつかないのはなぜなのでしょうか。しっかり分析し、戦略を立てなければな
りません。

たいかい そくほう
ねん がつ にちベルリン大会・速報④ ２０１０年６月１９・２０日

かい ぎ ほうこく げん ち たいかいそくほう

４．会議報告：１）現地における大会速報
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ひんこん いってい せいかつすいじゅん たも しゅうにゅう ひつよう イーユー きょう

そして、「貧困」です。一定の生活水準を保つための収 入が必要です。 EUにおいては、共
つう つう ひんこん かいけつ のぞ かんが ぎ じゅつてき せいしんてき

通のプログラムを通じて、貧困を解決していくことが望ましいと考えます。技術的、精神的に
イーユー くにぐに こうりゅう ひつよう おも

EUとほかの国々がもっと交流する必要があると思います。
ぶ き

＜ ほほえみを武器に ＞
もんだい やま づ かいけつ はや ひつよう

問題は山積みです。それらを解決するスピードをさらに速めていく必要があります。そのため
む あ つよ き も ひつよう ゆた い

には、ネガティブなことに向き合う強い気持ちが必要なのです。バラバラではなく、「豊かと言
くに ゆた い くに へい わ てき へん か

われている国」「豊かでないと言われている国」が平和的なつながりをもちながら変化していく
ひつよう おも

必要があると思います。
ぶん か かい ひんこん たたか ひょうげん つか

この分科会では「貧困と戦う」という表現がたくさん使われました。そこでみなさん、「ほほ
ぶ き たたか しょう り

えみ」という武器をもってください。そうすることで、この戦いに勝利することができます。
ふ だん せいかつ みな

みなさん、それができますか？ ぜひ、普段の生活のなかで、ここにいる皆さんの「ほほえみ」
た ねが

が絶えないことを願っています。

ぜんたいかい

全体会５
かんぜん し みんけん む

完全な市民権に向けて
１４：００～１５：３０
アクセシブルレベル AAA
へ や めい

部屋名 ニューヨーク
つうやく

通訳 あり

おお へん か せ かいじゅう お

＜ 大きな変化が世界中で起こりつつある ＞
せ かいじゅう しょうがい い りょう しゃかい へん か おも

世界中で「障害」が医療モデルから社会モデルへと変化しています。ゆっくりかと思うと、
きゅう はや ま すす ま まえ すす

急に速くなったり、真っすぐ進むことはほとんどなく、くねくねと曲がりながら、でも前へ進
んでいます。

しゃかい か ほんにんかつどう か い み てんさいてき かくめい か しゃ

社会を変えていかなければなりません。本人活動家はそういった意味では、天才的な革命家（社
かい か にんげん か のうせい かれ くうかん ば しょ え

会を変える人間）である可能性があります。彼らはあらゆる空間、場所からアイデアは得ること
ができます。

おも しょうがい ひと なに かんが り かい おも

重い障害がある人が何を考えているのか。このすべてを理解することはむずかしいと思われ
かれ かんじょう き も てんさいてき さいのう ぎ じゅつ

がちです。しかし、彼らの感情・気持ちをキャッチすることは、なにも天才的な才能や技術を
ひつよう じ かん あい て き も し じゅんすい おも

必要とするわけではありません。たしかな時間と、相手の気持ちを知りたいという純粋な思い
か のう

があれば、それは可能なのです。
い りょう もんだい かいけつ

＜ 医療の問題をどう解決するか ＞
しょうがい ひと たい い りょう しつ ひく

どうして障害のある人に対する医療サービスの質は低いのでしょ
い しゃ しょうがい ひと ひょうげん う と

うか。医者が障害のある人の表現を受け取るスキルがないのです。
い しゃ かれ しょうがい め む かれ かん いた

医者は彼らの「障害」にだけ目を向けて、彼らの感じている痛みに
め む ち めいてき ま ちが お

目を向けようとしません。だから、致命的な間違いが起こるのです。
い りょう い かれ

あるとき、医療サポートをするワーカーはこう言いました。「彼は
いた わたし せんもん か かあ かれ

痛がってはいません。私は専門家なので、お母さんより彼のことがわ
ま ちが こうぞうてき さ べつ

かるのです」と。こういった間違いから「構造的差別」がつくりださ
さ べつ くに せ かい おな こうぞう

れます。この差別は国レベル、世界レベルで同じ構造であり、そのな

ぶん か かい とうじょう なが せ ちゅうおう まつ い ひだり

分科会に登場した長瀬さん（中央）と松井さん（左）

はつげん たてもり

ワークショップで発言する館森さん

―31―



おお ひと くる し ひつよう

かで多くの人が苦しんでいることを知る必要があるでしょう。
…………………………………………………………………………………………………………………
ご ご ぶん か かい かくかいじょう わ ひら

午後は分科会・ワークショップが各会場に分かれて開かれました。
に ほん ご つうやく き ぶん か かい しょうかい

ここでは、日本語の通訳が聞くことのできる分科会・ワークショップを紹介します。
ぶん か かい

○分科会
４．１

まず たたか きょうりょく

「貧しさと戦うために、どのように協 力するか」
１１：００～１２：３０
アクセシブルレベル AA
へ や めい

部屋名 ニューヨーク
○ワークショップ

しょうがいしゃ けん り じょうやく わたし

５．P１「障害者の権利条約が、どのように私たちを
たす ぜんたいかい つづ

助けてくれるか（全体会５の続き）」
１６：００～１７：３０
アクセシブルレベル AAA
へ や めい

部屋名 ニューヨーク

たいかい へいかい つか

ドイツ・ベルリン大会が閉会しました。みなさん、ほんとうにお疲れさまでした。
へいかいしき たいかい ばんかんどう じ しん じょうきょう

閉会式でダイアン・リッチラーさんが「この大会で一番感動したのは、地震でたいへんな状 況
かた はっぴょう くるま だんせい さ かね

にあるパナマの方の発表がおわったあと、ある車いすの男性が５ユーロ差しだし『このお金を
つか こと ば こうどう こんかい せ かいじゅう ひと あつ

パナマのために使ってください』という言葉とその行動です。今回のような世界中の人が集ま
たいかい い み かん はな

る大会の意味を感じたのです」と話していました。
たいかい ば しょ ひと で あ い み かん

みなさんも大会のさまざまな場所、人との出会いのなかで、“この意味”を感じとったのでは
ないでしょうか。

まい

３枚のカード（アクセシブルカード）
たいかい ぜんかい

ドイツ・ベルリン大会では、前回のメキシコ・
たいかい おな まい

アカプルコ大会と同じように、３枚のカード（ア
つか

クセシブルカード）が使われました。カードは３
まい みどり き あか しょく

枚あり、それぞれ「緑」「黄」「赤」の３色があ

ります。
たいかい つか

ドイツ・ベルリン大会でこれらのカードが使わ
に ほん しょう しゃせい

れたことをきっかけに、日本でも「障がい者制
ど かいかくすいしんかい ぎ そうごうふく し ぶ かい

度改革推進会議」「総合福祉部会」などでこのカー
つか こん ご ち てきしょう

ドが使われることになりました。今後、知的障
がい ほんにん まじ はな あ ば

害のある本人を交えた話し合いの場で、このカー
つか もと

ドが使われることが求められています。

い み

＜カードの意味＞
みどり い けん さんせい どう い

緑 意見に賛成・同意します
き むずか こと ば ひょうげん

黄 難しい言葉や表現があってわかりにくい、
あか ひ じょう むずか はな

赤 非常に難しい、話すのをストップしてほし

い

４．２
ち いき じ りつ く

「地域で自立して暮らすために」
１１：００～１２：３０
アクセシブルレベル AAA
へ や めい とうきょう

部屋名 東京

ち いきづく

５．P２ 「インクルージョンのための地域作り」
１６：００～１７：３０
アクセシブルレベル AAA
へ や めい とうきょう

部屋名 東京

赤黄緑

かい ぎ ほうこく げん ち たいかいそくほう

４．会議報告：１）現地における大会速報
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たいへいよう けいざい き き

◆アジア太平洋の経済危機
がつ にち ぶん か かい じょうやく ゆた くに

６月１６日：分科会 条 約は豊かな国にも
まず くに ひつよう

貧しい国にも必要です
たいへいよう ち いき へいせい ねん

アジア太平洋地域での２００８（平成２０）年９
がつ い こう けいざい き き えいきょう しょうがい

月以降の経済危機の影響が、障害をふくむ
しゃかい ほ しょう えいきょう あた

社会保障にどのように影響を与えてきてい
しょうかい とうしょ ほうこくしゃ は

るのかを紹介しました。当初、報告者を派
けん よ てい こくれん たいへいようけいざいしゃ

遣する予定だった国連のアジア太平洋経済社
かい い いんかい エスキャップ こく たいしょう

会委員会（ESCAP）の１７カ国を対象とする
ちょう さ もと ほうこく おこな

調査に基づいて報告を行いました。
おお くに きんきゅうてき そ ち どうにゅう しゃ

多くの国は、�１緊急的措置の導入、�２社
かい ほ しょうせい ど かくじゅう ふた かたち たいおう

会保障制度の拡充、という二つの形で対応
あき たん き てき

していることが明らかになりました。短期的
きんきゅうてき そ ち いち じ てき て あ し きゅう

な緊急的措置には、一時的な手当ての支給、
じゅうたくたいさく しょくぎょうくんれん ふく

住 宅対策、職 業訓練などが含まれていま
ちょう き てき えいきょう しゃかい ほ しょう

す。もっと長期的な影響をもつ、社会保障
せい ど かくじゅう ねんきんせい ど どうにゅう ひんこんそう

制度の拡充には、年金制度の導入や貧困層
しょとく ほ しょう しつぎょう ほ けんせい ど ほ けんせい ど どう

の所得保障、失業保険制度・保険制度の導
にゅう

入があります。

せいかつ ほ ご せい ど ねんきんせい ど と じょうこく

生活保護制度や、年金制度のない途上国
おお たいへいよう ち いき か だい ひ じょう おお

が多いアジア太平洋地域の課題は非常に大
じったい なか とく よわ たち ば

きいのが実態です。その中でも特に弱い立場
お しょうがい ひと

に置かれているのが障害のある人です。

とうきょうだいがく

◆東京大学とインクルージョン
がつ にち ちゅうとうきょういく しょうがいきょういく じ れい

６月１８日：中等教育と生涯教育の事例
とうきょうだいがく ち てきしょうがい ひと

東京大学が知的障害のある人たちとどの
きょうりょく しょうかい

ように協 力しているのかを紹介しました。
ひと ち てきしょうがい ひと こう ぎ

一つは、知的障害のある人を講義のゲス
しょうたい

トスピーカーとして招待することです。こ
わたし たんとう きょうようがく ぶ ぜんがく じ

れは、私が担当している教養学部の全学自
ゆうけんきゅう しょうがいがくにゅうもん けいざい

由研 究ゼミナール「障 害学 入 門」や経済
がく ぶ しょうがいがく おこな

学部での「障害学Ⅱ」で行っているもので
はな ないよう ち てきしょうがい

す。話していただく内容は、知的障害のあ
ひと ほんにんかつどう こくさいきょうりょく き こう ジャイカ

る人の本人活動や、国際協 力機構（JICA）
せんもん か かいがい は けん

の専門家やボランティアとして海外に派遣さ
かつどうないよう ち てきしょうがい

れたときの活動内容です。知的障害のある
ひと こ そだ かん まん が

人の子育てに関する漫画『だいすき！！』の

がつ にち ぶん か かい じょうやく ゆた くに まず くに ひつよう

６月１６日 分科会２．３．条約は豊かな国にも貧しい国にも必要です
がつ にち ちゅうとうきょういく しょうがいきょういく じ れい

６月１８日 ワークショップ５．P６．中等教育と生涯教育の事例
がつ にち ぶん か かい せ かい こくさい き かん きょうりょく とうろん

６月１９日 分科会６．２．世界の国際機関との協 力についての討論

たいへいよう けいざい き き とうきょうだいがく

アジア太平洋の経済危機、東京大学とイン
こくさいてき

クルージョン、国際的なパートナー
こくさいいくせいかいれんめい り じ ぜん に ほん て いくせいかいこくさいかつどう い いんちょう

国際育成会連盟理事・全日本手をつなぐ育成会国際活動委員長
なが せ おさむ

長瀬 修

かい ぎ ほうこく に ほん はっぴょう
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ちょしゃ あいもと まね とき

著者・愛本みずほさんをお招きした時にも、
ち てきしょうがい ひと さん か

知的障害のある人に参加してもらい、『だい
かんそう つた

すき！！』の感想を伝えてもらいました。
ぜん に ほん て いくせいかい

ほかには、全日本手をつなぐ育成会が２００９
へいせい ねん がつ かんこう

（平成２１）年３月に刊行した『わかりやすい
しょうがいしゃ けん り じょうやく さくせい きょうりょく

障害者の権利条約』の作成への協 力です。
とうきょうだいがく とうしょ へんしゅう たんとう さ ぎょう

東 京 大学は当初、編 集を担当した作 業
しゃきん し はら かい

チームのメンバーに謝金を支払ったほか、会
ぎ しつ さ ぎょう かいじょう ていきょう

議室を作業の会場として提供しました。ま
さくせい ご がくしゅうかい かいじょう ていきょう

た、作成後、学習会にも会場を提供しました。
へいせい ねん がつ かい し

また、２００５（平成１７）年１１月から開始され
ち てきしょうがい ひと こ よう しょう

た知的障害のある人の雇用についても、紹
かい へいせい ねん がつ しゅう

介しました。２００６（平成１８）年４月からの集
だん こ よう し せつ ぶ かんきょうせい び とうしょ

団雇用である施設部環境整備チームは当初、
ち てきしょうがい ひと めい ほっそく げんざい

知的障害のある人１０名で発足し、現在は１３
めい たいせい けいざいがく ぶ しょうがいがく こう ぎ

名の体制です。経済学部の障害学の講義の
いっかん せいそうじっしゅう ひ ち てきしょうがい

一環である清掃実習の日には、知的障害の
しょくいん がくせい し

ある職員がジョブコーチとして、学生の指
どう あ

導に当たっています。

こくさいてき たいへいようけいざいしゃ

◆国際的なパートナー：アジア太平洋経済社
かい い いんかい きょうりょく

会委員会との協 力
がつ にち ぶん か かい せ かい こくさい き かん

６月１９日：分科会 世界の国際機関との
きょうりょく とうろん

協 力についての討論
たいへいよう ち いき へいせい ねん

アジア太平洋地域では、１９９３（平成５）年
こくれん たいへいようけいざいしゃかい い いんかい エス

から国連のアジア太平洋経済社会委員会（ES-
キャップ たいへいようしょうがいしゃ ねん

CAP）による「アジア太平洋障害者の１０年」
かい し へいせい ねん だい じ

を開始し、２００３（平成１５）年からは第２次の
ち いき ねん すす

地域の１０年を進めています。
こくさいいくせいかいれんめい ぜん に ほん て いくせいかい

国際育成会連盟と全日本手をつなぐ育成会

きょうりょく たいへいようしょうがい

が協 力をしているタイのアジア太平洋障害
しゃ エーピーシーディー たい

者センター（ＡＰＣＤ）は、このアジア太
へいようしょうがいしゃ ねん じっ し き かん し てい

平洋障害者の１０年の実施機関として指定さ
だい じ ち いき ねん こうどうけいかく

れています。第２次の地域の１０年の行動計画

である「びわこミレニアムフレームワーク」
じゅうてん じ こう しょうがい ひと

には、重点事項として、障害のある人とそ
か ぞく じ じょ そ しき いくせい しめ

の家族の自助組織の育成が示されています。
へいせい ねん がつ

２００９（平成２１）年３月のタイでの「ダオルア
ねん がつ

ン」、２０１０年３月のミャンマー（ビルマ）で
ふた くに はじ ほん

の「ユニティ」という二つの国での初めての本
にんかつどう たんじょう たいへい

人活動グループの誕生も、このアジア太平
ようしょうがいしゃ ねん かつどう い ち

洋障害者の１０年の活動に位置づけられます。
げんざい へいせい ねん しゅうりょう だい

現在、２０１２（平成２４）年に終 了する第２
じ ち いき ねん つぎ ねん

次の地域の１０年の「次の１０年」をどうするの
ぎ ろん おこな ち てきしょう

かの議論がすでに行われていますが、知的障
がい ひと ほんにんかつどうすいしん か ぞく し えん

害のある人の本人活動推進と家族支援をより
めいかく い ち じゅうよう

明確に位置づけていくことが重要です。
とうしょ こくれん じ む きょく かた ほうこく よ てい

なお、当初、国連事務 局の方が報告予定
とうじつ かた つ ごう けっせき

でしたが、当日、その方が都合により欠席の
し かいしゃ かい

ため、司会者であるダイアン・リッチラー会
ちょう きゅうきょ い らい い れい

長から急遽、依頼があったために、異例で
かい め ほうこく おこな

すが、３回目の報告を行うことになりました。

たいかい ほうこく

大会での報告のようす

かい ぎ ほうこく に ほん はっぴょう
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せいかつ ふ かえ

◆これまでの生活を振り返って
こ う こく ち

子どもが生まれてきて、まず告知があり、
ほ けんじょ い りょう はたら う

保健所や医療センターからの働きかけを受
ち いき おな しょうがい こ おやどう

けて、地域で同じ障害のある子どもの親同
し かい た あ い りょう き

士で会を立ち上げました。そして、医療機
かん とお くんれん りょういく う だんかい

関を通しての訓練や療育を受ける段階へと
すす

進んでいきました。
こ さい しょく ば ふっ き

子どもが１才になり、職場復帰のために
ほ いくえん さが とう じ しょうがい じ う

保育園を探しました。当時、障害児の受け
い し てい ほ いくえんせい さいしょ む

入れは指定保育園制をとっており、最初は無
にん か ほ いくえん ねが さい

認可の保育園にお願いしました。４歳になり、
し てい ほ いくえん はい かん

ようやく指定保育園に入れたあとは、よい環
きょう めぐ へいこう じ もと

境に恵まれました。また、平行して地元に
くんれんかい しょうかい う きょうしつ かよ

ある訓練会の紹介を受け、この教室にも通
しん り かい しょぞく

い、心理リハビリテーションの会にも所属し、

か てい ほうほう まな

家庭でもできる方法を学びました。
つぎ し てい ほ いくえん とうごう ほ いく

次に指定保育園での統合保育のようすにつ
しゃしん つか しょうかい ほ いく

いて写真を使って紹介しました。この保育
えん うんどうかい えん ぎ ないよう こ

園では運動会の演技の内容について子どもた
はな あ き

ちが話し合って決めることになっていました。
むす こ とう じ だい す

息子は当時リボンやひもが大好きだったので、
さき しんたいそう

バトンの先にリボンをつけた新体操のような
かんが えん ぎ

ダンスを考えてくれて、ともに演技しました。
はな うた むす こ

また、話したり歌ったりできない息子ですが、
かい いっしょ て

クリスマス会でもクラスのみんなと一緒に手
さん か

をつないで、参加しました。
しょうがっこう ねんさいしょ げつ に ほん とくべつ し

小 学校１年最初の２カ月は日本の特別支
えんがっこう ご ねんかん とくべつ

援学校で、その後の２年間はアメリカの特別
し えんがっこう しょうがっこう ねんせい ちゅうがっこうそつぎょう

支援学校で、小学校３年生から中学校卒業
に ほん とくべつ し えんがっきゅう こうこう

までは日本の特別支援学級で、そして高校
とくべつ し えんがっこうこうとう ぶ かよ

は特別支援学校高等部へ通いました。
に ほん かよ とくべつ し えんがっきゅう しょうがっこう

日本で通った特別支援学級は、小学校・
ちゅうがっこう せいかつこうりゅう き ほん がっこう

中学校ともに、生活交流を基本とする学校
あさ かえ

であったため、朝と帰りのホームルームとお
ひる はん そうごう じ かん

昼ご飯、ロングホームルーム、総合の時間な
ぎょう じ こうりゅうきゅう す

どや、行 事も交 流 級で過ごしました。イ
きょういく に ほん せい

ンクルーシブ教育というとき、日本では正

がつ にち しょうらい せいかつ

６月１７日 ワークショップ３．P３． 将来の生活は？
むす こ むすめ いま ねん ご

息子・娘が今から２０年後には
く はたら

どのように暮らし、働いているか
ぜん に ほん て いくせいかい

全日本手をつなぐ育成会
そでやま けい こ

袖山 啓子

かい ぎ ほうこく に ほん はっぴょう
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現在の状況 現在は誰と 将来は？ 誰と？
仕事 作業所 職員・家族（送迎）
収入 障害年金＋家族

の支援
意思決定 支援を受けて 家族の支援
住居 家族の家 家族 パートナー？
余暇 いろいろ 家族・ボランティ

ア・ヘルパー
友達？

かく てい ぎ ち てき じゅう ど

確な定義がありませんが、知的に重度であ
ちゅうがくせい こうどうしょうがい はげ

り、また中学生となり行動障害が激しくな
むす こ じょうきょう かんが さいだいげんせい

ってきた息子の状 況を考えると、最大限制
げん すく かんきょう きょういく

限の少ない環境での教育でした。

げんざい せいかつ

◆現在の生活
げんざいかよ さ ぎょうしょ しゃしん きんりん

現在通っている作業所の写真で、近隣の
じ ち かい ひと きょうりょく え しん

自治会の人の協 力を得て、ダンボールや新
ぶん し しゅうしゅう し ごと

聞紙を収 集し、リサイクルするという仕事
ほうこく

をしているところを報告しました。
つぎ しゅうかん さ ぎょうしょ じ たく

次に週間スケジュールを、作業所、自宅、
す ば しょ しょくいん

ショートステイなどの過ごす場所と、職員、
おや し えん ひと いろ わ ひょう

親などの支援をする人などで、色分けした表
てい じ

を提示しました。
げっかん まいしゅうかよ

また、月間スケジュールとして、毎週通
たいそうきょうしつ しゅうまつ がいしゅつ

っている体操教室、週末には外 出などを
たの つた

楽しんでいることをお伝えしました。
とく たの がくせい

特に楽しみにしているのが、学生ボランテ
がいしゅつ たいそうきょうしつ こうとう ぶ ざいがく

ィアとの外出や体操教室です。高等部在学
ちゅう とうこうきょ ひ

中には登校拒否になってしまいましたが、
かつどう なん で

この活動には、何とか出かけることができて
ほんにん おや たす

いました。本人はもちろんですが、親も助け
かつどう

られた活動であり、つながりでもありました。

◆これからにむけて
か き ひょう つか さいていげんなに かんが ひつよう

下記の表を使って、最低限何を考える必要
み

があるかを見ました。
げんざい つうしょ そうげい けいやく おお ば めん

現在は通所の送迎、契約など多くの場面で、
か ぞく し えん き ほん

家族の支援が基本となっています。しかし、
しょうらい ひょう くうらん

将 来はどうなるでしょうか。この表の空欄
う ほんらいむす こ ほんにん じっさい

を埋めるのは、本来息子本人です。実際には
むす こ う

息子がすべてを埋められなくても、なるべく
う おや おや かい

埋められるように、親として、親の会として
なに つぎ の

何ができるのかを、次に述べます。

しょうらい む じゅん び

◆将来に向けての準備
こ べつ じゅん び

�１ 個別の準備
ぜん に ほん て いくせいかい かく ち いき と

全日本手をつなぐ育成会の、各地域での取
く ひと し えん て ちょう

り組みの一つである「支援手 帳」について
せつめい て ちょう か こ しき

説明しました。この手帳は書き込み式にな
こ じん ふく し せい ど

っていて、個人のプロフィール、福祉制度な
り ようじょうほう じょうほう

どの利用情報、ライフステージごとの情報、
ち てきしょうがい ひと ち いき あんしん

そのほか知的障害のある人が、地域で安心
く め ざ ひつよう

して暮らすことを目指したときに、必要とな
じょうほう き ろく

る情報を記録するようになっています。
しゃかい

�２ 社会システム
さいしょ がっこう い こ

最初は学校に行くことができない子どもた
なん がっこう い おも

ちを、何とか学校へ行かせたいという思いか

表

かい ぎ ほうこく に ほん はっぴょう
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図　Human relationships
　　本人を取り巻く人間関係
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ほんにん と ま にんげんかんけい

はじ ぜん に ほん て いくせい

ら始まったといわれる全日本手をつなぐ育成
かい うんどう せい か よう ご がっ

会です。こうした運動の成果として、養護学
こう ぎ む か つうきんりょう よ さん か しょう き ぼ さ ぎょう

校義務化、通勤 寮の予算化、小 規模作 業
しょ こ ようそくしん うんちんわりびき

所、雇用促進、グループホーム、運賃割引な
せい ど

どさまざまな制度ができてきました。
し ぜん し えん

�３ インフォーマルで自然な支援
さい ご たいかい なん ど みみ ち いき

最後に、この大会でも何度も耳にする地域
せいかつ ち いき く

生活です。地域に暮らすということは、ただ
たん ぶつ り てき じゅうきょ ち いき

単に物理的に住居が地域にあるということ
ち いき にんげんかんけい

だけでなく、地域に人間関係のつながりがあ
わたし こ おお

るということです。私たちの子どもの多く

つぎ ず か せん ひと

が、次の図にある下線のある人たち、すなわ
し ごと ひと みっせつ

ち仕事でつながっている人たちとは密接につ
どうりょう ち いき ひと ともだち

ながっていても、同 僚・地域の人・友達・
どうそうせい せんぱい ひと

同窓生・先輩・ボランティアなどの人たちと
と

のつながりがどれくらいあるのか、それが問
おも

われていると思います。
じ もと おや かい れんけい

さらに、地元でやっている親の会の連携の
れい しょうかい

ネットワークについて、例を紹介しました。
みんせい い いん たいいく し どういん せいしょうねん し どういん だい

民生委員、体育指導員、青少年指導員、大
がく しゃかいふく し きょう ぎ

学のボランティアサークル、社会福祉協議
かい ち いき とくべつ し えんがっこう

会、地域ケアプラザ、特別支援学校などとの
れんけい おや かいどう し

連携があります。また、親の会同士としては、
し ち てきしょうがいかんけい おや かい く

市レベルでは知的障害関係の親の会が、区
しょうがいしゅべつ こ おや かい れん

レベルでは、障害種別を越えた親の会が連
けい とうがいふく し きょく きょういく い いんかい こう

携し、当該福祉局や教育委員会などとの交
しょう おこな

渉などを行っています。
かつどう せい か ひと れい さい

こうした活動の成果の一つの例として、「災
がい じ よう し えんしゃ さくせい

害時要支援者マニュアル」が作成されました。
ぜんこくかく ち いくせいかい さくせい し えん て ちょう

全国各地の育成会で作成されている「支援手帳」
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じ もと ち いきかつどう た あ

また、地元で地域活動ホームを立ち上げるま
おこな せつめい

でに行ったアンケートについても説明しまし

た。
さい ご ちゅうがっこう じ だい にん

最後に中学校時代のクラスメートとの人
げんかんけい かい ま み しゃしん しょうかい

間関係が垣間見える写真を紹介しました。
きょういく せい か

インクルーシブ教育の成果として、こうし
にんげんかんけい けいぞく のぞ

た人間関係が継続していけば、みんなが望む
ち いきせいかつ か のう

地域生活が可能になるでしょう。
おや かい こ

こうしてみると、親の会としてすでに、子
しょうらい じゅん び はじ

どもたちの将来のために準備を始めている
わたし

ことはたくさんありますが、さらに私たちの
こ ひ と り し えん う ち いき

子ども一人ひとりが支援を受けながら地域で
せいかつ こ じ しん

生活できるように、すなわち子どもたち自身
し ごと く

がどんな仕事をし、どのように暮らすかを、
き

決めることができるようになるためのレシピ
かいかいしき し はなし

（開会式のダイアン・リッチラー氏の話よ

かんが ひつよう

り）を考えていくことが、必要です。
さい ご かいじょう き

最後に、会場からはグループホームの規
ぼ じ りつ め ざ ひと し

模や自立を目指す人にとって、どのような支
えん

援があるのか、またサポートブックについて
しつもん じ りつせいかつ し えん

など、質問がありました。自立生活支援アシ
かんたん せつめい

スタントについて簡単に説明し、サポートブ
しゅうりょう ご じつ

ックについては、セッション終 了後にも実
ぶつ て じょうほうこうかん

物を手にとってもらいながら、情報交換を
おこな

行いました。

たいかい かい ぎ さん か く ふう

大会の会議に参加しやすくするための工夫
たいかい ふたとお よう い

○大会プログラムは、二通り用意されていました。
いっぱんよう

「一般用プログラム」「わかりやすいプログラム」

たいかい かい ぎ

○大会プログラムの中では、会議のわかりやすさ
めい き

を明記しました。

ＡＡＡ 一
いちばん

番わかりやすい会
かい ぎ 

議
わかりやすい言

こと ば 

葉が使
つか

われます
絵
え

や図
ず

を使
つか

った表
ひょう

現
げん

などの工
 く ふう

夫があります

ＡＡ 中
ちゅう

くらいのわかりやすさの会
かい ぎ 

議

Ａ　 あまりわかりやすくない会
かい ぎ 

議
専
せんもん

門用
よう

語
ご

が使
つか

われます

かい ぎ しつ ひょう き く ふう

○会議室の標記にも工夫がありました。
かい ぎ しつ せ かい しゅよう と し な まえ

会議室に世界の主要な都市の名前をつけました。
と し あ ひょう き

また、その都市のシンボルも合わせて標記し、
め み

目で見てわかるようにしました。

部屋名
シ ド ニ ー

Sydney
部屋名
トーキョー

Tokyo
部屋名
ニ ュ ー ヨ ー ク

New York

部屋名
リ オ

Rio
部屋名
ベ ル リ ン

Berlin
部屋名
ロ ン ド ン

London

ぶん か かい お しつもん そでやま

分科会が終わったあと、質問をうける袖山さん。
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こんかい はっぴょう

今回スピーカーズコーナーで発表するこ
じつ かい

とになったいきさつは、実は、むぎのこ会の
きたがわえんちょう

北川園長がこうえんをしたことがきっかけ
ねん がつごろ

で、それにもとづいて、まずは２００８年１１月頃
はったつ しょうがい こ

に、むぎのこ発達クリニックで、障害の子
かあ

どもをもつお母さんたちにこうえんをしたこ
なか

とをきっかけにジャンプレッツの中で、ドイ
たいかい き ふ ぼ

ツベルリン大会を聞いて、父母がげんきなう
すこ おお ひとびと わたし

ちに少しでも、多くの人々に私のけいけんを
はな おも

話したいと思い、もうしこみしたしだいです。
わたし にん い

私をいれて、６人がジャンプレッツから行

たか だ し せつちょう いわ た かん ご し

き、スタッフは高田施設 長と、岩田看護師
わたし あ べ すぎ

さん。メンバーは、私と、阿部さんと、杉
もと みつつか がつ にち ジェイアールさっぽろ

本さんと、三塚さんで６月１３日にＪＲ 札幌
えき わたし くすり やく

駅にしゅうごうしました。私の薬も、約２００
い じょう い

じょう以上トランクに入れました。
たいかい にち め かい ぎ なか

ドイツ大会１日目のプレ会議の中で、グ
とう ぎ たいかい き わたし

ループ討議がおこなわれ、この大会に来た私
もくてき はっぴょう

の目的はスピーカーズコーナーで発表する
はな とうじつ

ことです、と話しました。当日、スピーカー
じ

ズコーナーではイスを「コ」の字のようにな
わたし まえ た はっぴょう

らべて、私がその前に立ち発表しました。
かい ぎ で ひと おお しゅっせき

プレ会議に出ていたカナダの人が多く出席
ひと

してくださって、８０％ぐらいがカナダの人で
ぶ じ お

した。無事に終わりました。
こう

そのかんそう、いけんは、クリニックの講
えん ほんにん

演でのそぼくなしつもんではなく、本人がこ
い

んごどのように生きていき、やっていくのか
ないよう

という内容のしつもんがでました。
せ かいたいかい はじ がいこく はじ

世界大会は初めてで、外国も初めてでした。
わたし せ かい い はじ

私のことばが、世界に行くことは初めての
わたし

ことです。私としてはよいけいけんになり

ました。

がつ にち

６月１７日 スピーカーズコーナー
たいかい

ベルリン大会
はっぴょう

スピーカーズコーナーで発表して
しゃかいふく し ほうじんむぎ こ かい しゅうろう し えん じ ぎょうしょ

社会福祉法人麦の子会・就労支援事業所ジャンプレッツ
とみ た つとむ

冨田 勉

はっ

スピーカーズコーナーで発
ぴょう とみ た

表する冨田さん。

カナダのピープルファーストのメン
おお き き

バーが多く、聞きに来ていました。
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とみ た たい かい

冨田さんとベルリン大会スピーカーズコーナー

しゃかいふく し ほうじんむぎ こ かい

社会福祉法人麦の子会
とうかつ ぶ ちょう ふる や よし え

統括部長 古家 好恵

とみ た つうしょ ねん め さくねん しゅうろう い こう し えん じ ぎょう ちょう り ぶ

冨田さんはジャンプレッツに通所して７年目。昨年からは就労移行支援事業の調理部
もん ちょう り し ごと はじ さん か たいかい

門で、調理の仕事をしています。初めて参加するベルリン大会のスピーカーズコーナー
じ ぶん はな

にて、自分のこれまでのストーリーを話されました。
とみ た み じゅく じ う のう う こと ば きょうしつ かよ

冨田さんは未熟児で生まれ、脳にダメージを受け、言葉の教室に通っていました。ま
しょうがっこう かがみ じ しょう ちゅうがっこう こう

た、小学校では鏡字でした。小・中学校でいじめにあったこともあったそうです。高
こう すす けい り とく い ぼ き きゅう けいさん じ む きゅう きゅう でんたくしょだん

校へ進み、経理が得意で「簿記３級」「計算事務３級」「そろばん６級」「電卓初段」を
しゅとく うんてんめんきょ こ とく い

取得、そのほかにも運転免許をとりました。また、子どものころからスイミングで、得意
たいかい かつやく

でさまざまな大会で活躍しました。
こうこうそつぎょう ご いっぱんしゅうろう けいけん にゅういん あと

高校卒業後、一般就労してつらい経験により入院することになりました。その後は
さ ぎょうしょ かよ さ ぎょうしょ とみ た とう とみ た

作業所へ通いはじめますが、作業所のスタッフから冨田さんのお父さんに「冨田さんは、
て ぶ さ ぎょう むずか れんしゅう いっぱんしゅうろう め ざ

手振れがあり、作業は難しく、練習してもなおるものではありません。一般就労を目指
ふく し しゅうろう たいせつ はな なん ど おな

すのではなく、福祉就労でやっていくことが大切です」と話され、何度も同じようなこ
かえ とう かんが か つうしょこうせい し

とをくり返しながら、お父さんの考えが変わっていったそうです。そして、「通所更生施
せつ かいせつ とみ た じ ぶん じ しん ふく し たんとうしゃ そうだん つうしょ

設ジャンプレッツ」が開設したときに、冨田さんは自分自身で福祉担当者に相談して通所
き

することに決めたそうです。
こうけつあつ とうにょうびょう じ りつしんけいしっちょうしょう じ ぶん じ しん じゃくてん せい

てんかん、高血圧、糖尿 病、自律神経失調 症が自分自身には弱点があり、とくに性
かく わる おな なん ど かえ き

格とてんかんのために、バランスが悪くなると同じことを何度もくり返えさないと気がす
じ ぶん わか なお はっぴょう

まなくなり、自分では解っていてもなかなか直らないことなども発表されました。
ひと ねっしん とみ た

スピーカーズコーナーではカナダのピープルファーストの人たちが熱心に冨田さんの
はなし き とみ た はな いっぱん ひと しょうがい ひと はな

話を聞いてくださり、「冨田さんが話したストーリーは一般の人にも障害のある人にも話
おも とみ た ひろ し たいせつ かんそう の

したらいいと思う。冨田さんのことを広く知ってもらうことが大切」と感想を述べてくだ
こん ご とみ た じ りつ しょうがいしゃ うんどう

さいました。そして、今後冨田さんが自立して、障害者のための運動をすすめることの
たいせつ い けん こん ご せいかつ ひろ き たい

大切さについて、意見がありました。今後の生活の広がりに期待がもてます。
つうやく ほ ご しゃ いずみ

（通訳はジャンプレッツ保護者の泉さんがつとめてくださいました）
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しょうがいしゃ せ かいたいかい けいざいがく はっぴょう

◆障害者の世界大会に経済学の発表？
かいさい せ かいたいかい さん か

ベルリンで開催された世界大会に参加し、
いちけいざいがくしゃ こうえん

一経済学者として講演してきました。「なぜ
けいざいがくしゃ ふ し ぎ おも ひと おお

経済学者が？」と不思議に思う人も多いので
じっさい ふく し けい

はないでしょうか。実際、これまで福祉と経
ざい みず あぶら あつか

済は水と油のように扱われてきました。それ
たい ふく し けいざい あいだ みぞ う しょうがい

に対し、福祉と経済の間の溝を埋め、障害
けいざい がくもんぶん や つく すうねんまえ

と経済という学問分野を作るべく、数年前に
ひと しょうがい けいざい かん

一つのプロジェクト「障害と経済に関する
けんきゅう リ ー ド はじ に

研 究（READ＊）」が始まりました。この日
ほん はっ せ かいはじ こころ たいかい

本から発する世界初めての試みを大会でとり

あげてもらったのです。

けいざいがく し てん じょう ず つか

◆経済学という視点を上手に使うと
けいざいがく たいせつ かんが ひ ようたいこう か

経済学が大切だと考える費用対効果（マイ
さ ひ し てん ふく し せ

ナスとプラスの差し引き）の視点は福祉の世
かい ひょうばん かいちょうこうえん

界では評判がよくありません。会長講演で
むかし すうがく きょう か しょ しょうがいしゃ つか

は、昔の数学の教科書に、障害者に使って
ひ よう ゆうえき とう し まわ

いる費用をほかの有益な投資に回したらどの
こう か もんだい の

くらいの効果があるか、という問題が載って
はなし ひ ようたいこう か し てん ひ はん

いた話もされ、費用対効果の視点が批判され

ていました。

ひょうばん ひ ようたいこう か

評 判のよくない「費用対効果」ですが、う
つか はなし ひと り くるま

まく使うと、こんな話もできます。一人の車
い す しゃかいさん か

椅子ユーザーの社会参加のためにスロープを
い やくしょ

つけてほしいと言っても、役所はなかなかつ
にん

けてくれません。しかし、１００人のためにス
ひつよう い やくしょ うご

ロープが必要だと言えば、役所も動きます。
かい し しゅつ にん ひと おんけい

たった一回の支出で１００人の人がその恩恵を
う

受けられるからです。
ち てきしょうがいしゃ よ

知的障害者とひとまとめにして呼ばれる
ひとびと にんやと し ぜん あらわ

人々も１０人雇えば、自然とリーダーが現れ、
め かがや か し ごと かれ

眼の輝きが変わり、仕事もはかどります。彼
はたら ほんとう はたら ひと かね

らが働くことで、本当に働けない人にもお金
まわ

が回るようになります。
わたし はたら ひと

もっとも、私たちは「働けない人」とい
き ちょうせん

う決めつけにも挑戦していかなくてはいけ
とうきょうだいがく さくねん なつ いえ はたら

ません。東京大学でも昨年の夏、家で働く
ざいたくしゅうろう せい ど どうにゅう めい

「在宅就労」という制度を導入し、３名の
ぎ じゅつしゃ はたら

コンピュータ技術者が働きはじめました。
し ごと ば じ たく のうりょく たか

仕事場はそれぞれの自宅です。能力が高い
ひ ようたいこう か たか

うえ、費用対効果も高いです。オフィススペー
せつやく し ごと

スも節約できますし、仕事をしているかどう
かくにん いま でん し でん わ

かの確認も、今や電子メールやウェブ電話な

がつ にち ぶん か かい まず しゃかいてき かね つか

６月１８日 分科会４．３．貧しさと社会的エクスルージョンなくすために、どのようにお金を使うか

ふく し けいざい はし

福祉と経済のかけ橋に
とうきょうだいがくけいざいがくけんきゅう か けいざいがく ぶ きょうじゅ

東京大学経済学研究科・経済学部 教授
まつ い あきひこ

松井 彰彦
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つか む りょう

どを使えば、ほぼ無料でできます。
げんだい けいざいがく ほんとう ちから ひ ようたい

しかし、現代の経済学の本当の力は費用対
こう か ぶんせき ひと ひと

効果の分析にあるのではありません。人と人
かんけい ぶんせき り ろん どう ぐ て

の関係を分析するゲーム理論という道具を手
けいざいがく し じょう ひと かんけい ひ よう

にした経済学は、市場と人との関係や費用
たいこう か し てん はな じ ざい にんげんしゃかい ぶん

対効果の視点を離れて、自在に人間社会を分
せき

析できるようになりました。
じ りつ こと ば げんだい

たとえば、「自立」という言葉も、現代の
けいざいがく じ ぶん じ ぶん き

経済学からすれば、「自分のことは自分で決
けいざいがく き ほんてき かんが かた い がい

める」という経済学の基本的な考え方以外の
てい ど もんだい でんしゃ

ことは、程度問題でしかありません。電車に
の ひと ざいたくしゅうろう じ りつ

乗れない人も、「在宅就労」ならば自立でき
かんが しょく

ます。それに、考えてみれば、ひとりで職
ば い ひと けっ おお でんしゃ

場に行ける人は決して多くありません。電車
の うんてんしゅ うご

に乗っても運転手がいなければ動きません。
かね かせ ひと かね なに こう

お金をたくさん稼ぐ人でも、お金を何かと交
かん い

換できなければ、生きていくことはできませ
たが ささ あ じ りつ

ん。みんな、お互いに支え合って自立してい

るのです。

けいざいがく しょうがいしゃけん り じょうやく

◆経済学と障害者権利条約
じ ぶん じ ぶん き けいざい

「自分のことは自分で決める」という経済
がく き ほん わたし ぬ わたし

学の基本は、「私たち抜きに私たちのことを
き こくれん しょうがいしゃけん り じょうやく

決めないで」という国連の障害者権利条約
かんが かた に しょうがいしゃ ふく し

の考え方とも似ています。障害者は福祉の
たいしょう じ ぶん ものごと き しゅ

対 象ではなく、自分で物事を決めていく主
たい リ ー ド めい こ しょうがい

体です。READでも、１０名を超える障 害の
ひと ちゅうしん けんきゅう じょうほう

ある人が、中心メンバーとして研究や情報
はっしん たずさ

発信に携わっています。
けいざいせいさく ざいせい きんゆう

経済政策というと、つい財政・金融といっ

くにぜんたい おお せいさく め む

た国全体の大きな政策にばかり目が向いてし
けいざい なか

まいますが、あまり経済がよくならない中で
まんにん こ しょうがいしゃ しょうがいしゃせい ど

は、６００万人を超える障 害者、障 害者制度
い りょうせい ど すき ま こま なが あいだびょう

と医 療制度の隙間で困っている長い間 病
き ひと いく じ し ごと や え

気の人、育児のために仕事を辞めざるを得な
ははおや ふ つづ とし よ しゃかい う

い母親、増え続けるお年寄りなど、社会に埋
ひとびと ゆうこう り よう こ こ じん

もれている人々を有効利用するための個々人
み し さく め む

を見つめた施策にこそ、もっと目を向けるべ
わたし ひと い

きでしょう。私たちは、人を活かすための
とう し し てん じ りつ ささ あ

投資という視点、そして自立のための支え合
ふた し てん と すこ

いという二つの視点を採りいれながら、少し
おお ひと しゃかい なか つつ こ

でも多くの人を社会の中に包み込んでいかな

くてはならないのです。
わたし はっぴょう あと

私の発表の後、ドイツのビーレフェルド
まち き

という街から来たおばあさんが、コメントを
じ りつ ささ あ かんが

くださり、自立のための支え合いという考え
かた さんせい しょうがいしゃ けんじょうしゃ

方に賛成してくれました。障害者と健常者
いっしょ く なか しょうがいしゃ

が一緒に暮らす中で、障害者だけではなく、
けんじょうしゃ げん き わたし

健常者も元気になったというのです。私が
い けいざいがく がっかい はな あい て ちが

いつも行く経済学の学会とは話す相手が違う
きんちょう

ので、とても緊張しましたが、そのおばあ
き

さんのコメントを聞いて、ようやくほっとし
いくせいかい かたがた

ました。育成会の方々にもごあいさつができ
じゅうじつ じ かん す

て、とても充実した時間が過ごせました。

ありがとうございました。

リ ー ド

*READ : Research on Economy And Disabil-

ity

かい ぎ ほうこく に ほん はっぴょう
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あお そら ひろ だい かいこくさいいく

青い空が広がるベルリンで、第１５回国際育
せいかい せ かいかい ぎ ひら

成会世界会議が開かれました。

ひろ ほんにんさん か しゅちょう ば

◆さらに広がる本人参加と主張できる場

ハーグ（オランダ）、メルボルン（オース
つづ

トラリア）、アカプルコ（メキシコ）に続き、
ひっしゃ せ かいかい ぎ さん か かい め

筆者がこの世界会議に参加するのは４回目で
たいかい ほんにん

す。ハーグ大会では、本人はまるでパーティ
はな ひと はな

の花のようでした。ほとんどの人は話さず、
だま

黙っていました。
たいかい かいかいしき だんじょう ほん

メルボルン大会では、開会式の壇 上に本
にん なら かれ し せつ びょう

人たちが並んでいました。彼らは、施設や病
いん く もんだい うった

院での暮らしの問題を訴えました。アカプル

たいかい ほんにん きょうだい し まい

コ大会では、本人ばかりでなく、兄弟姉妹
かた たいかい

も語りました。そしてベルリン大会では、ミ
めい ほんにん

ア・ファラーさん（レバノン）ら３名の本人
しょうがいしゃけん り じょうやく き たい かた

が、障害者権利条約への期待を語りました。
じ ぶん じ ぶん ぬ

また、「自分たちのことは、自分たち抜きで
き しゅちょう せ かいじゅう ほん

決めないで」と主張しました。世界中の本
にん ねが ち いき く はな

人の願いは、地域での暮らしであるとも話し

ました。

ひら い み

◆ドイツで開かれた意味
じ だい すうじゅうまんにん ち

ドイツでは、ナチス時代に数十万人の知
てきしょうがい ひと ころ ねんまえ

的 障害のある人が殺されました。７０年前の
ころ かれ なん つみ

ことです。殺された彼らには、何の罪もあり
ち てきしょうがい

ませんでした。知的障害があるいうだけで
ころ ねんまえ たいかい

殺されたのです。１２年前のハーグ大会では、
か こ つよ ひ なん

ドイツの過去が強く非難されました。
かいかいしき しゅさいしゃ か こ かた

開会式では、主催者よりこれらの過去が語
せ かいたいかい ひら い

られました。ドイツで世界大会が開かれた意
み じ だい しょうがいしゃぎゃくさつ

味ですが、ナチス時代の障害者虐殺を、二
ど かえ かくにん い

度とくり返してはいけないことを確認する意

たいかい かいかいしき

ドイツ・ベルリン大会・開会式
ひと

すべての人にインクルージョンを
こくれん しょうがいしゃけん り じょうやく

「国連の障害者権利条約」
しゃ に ほんはったつしょうがいふく し れんめい

（社）日本発達障害福祉連盟
わ せ だ だいがくきょういくがく ぶ きゃくいんきょうじゅ

早稲田大学教育学部 客員教授
ゆ くみ えい し

湯汲 英史

かいかいしき

開会式のようす。

かい ぎ ほうこく ぜんたいかいほうこく
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み

味があります。

ちゅうもく しょうがいしゃけん り じょうやく

◆注目される障害者権利条約
かいかいしき こんかい おも わ だい こくれん

開会式をはじめ、今回の主な話題は国連の
しょうがいしゃけん り じょうやく

障害者権利条約でした。ハーグ、メルボル
ふた たいかい ほんにん い し そんちょう じ

ンの二つの大会では、本人の意思尊 重、自
こ けってい わ だい たい

己決定がメインの話題でした。アカプルコ大
かい けん り じょうやく い み ほうこく

会では権利条約の意味が報告されました。
たいかい けん り じょうやく

ベルリン大会では、権利条約によってすべ
ひと おな あつか けん り しょうかい

ての人が同じに扱われる権利をもつと紹介
けん り しょうがい

されました。その権利ですが、障害がある
かんけい

とかないとかは、まったく関係ありません。
かいかいしき こくれん じ む そうちょう せ かいかい ぎ

開会式では、国連事務総長の世界会議への
しょうかい

メッセージが紹介されました。そのなかで、
けん り じょうやく やくわり ちからづよ かた

権利条約の役割が力強く語られています。
けん り じょうやく かっこく ほうりつ ふく しゃ

権利条約をもとに、各国の法律も含め、社
かい し く か あき

会の仕組みを変えるべきことが明らかです。

た ようせい みと そんちょう しゃかい

◆多様性を認め、尊重する社会
しょうがい はだ いろ ちが こと ば

障 害とはさまざまな肌の色、違う言葉を
つか ひと おな ひ と り

使う人たちがいるのと同じです。一人ひとり
ちが あた まえ だれ

は違っていて当り前です。もちろん、誰もが
ひと り い しょうがい ほんにん

一人では生きられません。障害のある本人
しゃかい とくべつ し えん ひつよう

には、社会からの特別な支援が必要です。
しゃかい ひと た

社会は、人はさまざまであること、その多
ようせい みと

様性を認めなくてはいけません。これこそが、
たいかい しめ じゅうよう かんが かた

大会で示された重要な考え方です。

せ かい どう じ すす

◆世界は同時に進んでいる
ぶん か かい すうねんまえ さ ぎょう

ある分科会で、３０数年前のドイツの作業

しょ はなし で はってん げんざい

所の話が出ました。そして、発展した現在の
すがた しょうかい に ほん おな

姿が紹介されました。それは、日本と同じ
みち けん り じょうやく かんしん

道のりでもありました。権利条約への関心
せ かい どう じ すす

もそうですが、世界は同時に進んでいます。
どう じ すす せ かい あゆ ほうこう し

同時に進む世界だから、歩むべき方向を知
たいせつ たいかい

ることが大切です。ベルリン大会には、７４の
くに やく めい あつ まな はな あ

国から約２５００名が集まり、学び、話し合いを
さん か しゃ まな

しました。参加者は、学んだことをそれぞれ
くに も かえ せ かいじゅう ほん

の国に持ち帰ります。それが、世界 中の本
にん か ぞく しあわ じつげん

人や家族の幸せの実現につながるはずです。

こくれん じ む そうちょう

パン・ギムン国連事務総長からのメッセージ

こんかい たいかい

今回の大会はインクルージョン・ヨーロッパ、
いくせいかい しゅさい せ かい こく い じょう

ドイツ育成会が主催し、世界７０カ国以上から
さん か しゃ こくれんしょうがいしゃ けん り じょうやく もく

の参加者が国連障害者の権利条約という目
ひょう む こうどう お ば

標に向かってさらなる行動を起こす場となっ

ています。
げんざい けん り じょうやく こく しょめい こく

現在、権利条約は１４５カ国が署名、８７カ国が
ひ じゅん

批 准しています。これがユニバーサル・スダ
し みんしゃかい せい ふ だんたい

ンダードとなり、市民社会、政府、団体などが
けいぞくてき かか ふ か けつ しょうがい

継続的に関わることが不可欠です。障害のあ
ひと しょうがい う む かか

る人がエンパワーされると、障害の有無に関
ひと す しゃかい

わらず、すべての人にとって住みやすい社会に

なるのです。
しゃかい しゃかい しん ぽ はってん

インクルーシブな社会が、社会の進歩と発展
ふ か けつ こくさい

のために不可欠であることをテーマとする国際
いくせいかいれんめい しゅうねん き ねん あらた せ かい

育成会連盟の５０周年を記念して、改めて世界
なか ま けん り げんじつ

の仲間とともに権利を現実のものにするという
たい かか

ことに対して、われわれが関わっていくことを
ひょうめい こくれん もくひょう む こく

表明します。国連のこの目標に向けての、国
さいいくせいかいれんめい こうけん かんしゃ たいかい

際育成会連盟の貢献に感謝するとともに、大会
せいこう き ねん ほんやく そでやまけい こ

の成功を祈念します。 翻訳：袖山啓子

かい ぎ ほうこく ぜんたいかいほうこく
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たいかい じ む きょく はっぴょう たい

大会事務局の発表によると、ベルリン大
かい さん か にん にん ち てきしょうがい

会に参加した２７００人のうち８５０人が知的障害
とう じ しゃ けん り じょうやく げんじつ

当事者でした。「権利条約を現実のものに」
ひら たいかい

のスローガンのもとに開かれたこの大会が、
しょうがいとう じ しゃ ゆう い ぎ じゅうぶん

障害当事者にとって有意義であり、十分に
さん か じっかん ば たい

参加できたと実感できる場にすることは、大
かいじっこう い いんかい か おお

会実行委員会に課せられた大きなテーマです。
たいかい く ふう し

そのためにこの大会にはいくつかの工夫と仕
か

掛けがありました。
だいいち ぜんたいかい ぶん か かい なん

その第一は、すべての全体会と分科会を難
い ど かい ぎ かい ぎ

易度（むずかしい会議か、わかりやすい会議
だんかい

か）によって「AAA」「AA」「A」の３段階
わ か さん

に分け、それをプログラムに書きました。参
か しゃ じ ぶん あ かい ぎ えら

加者が、自分に合った会議を選ぶことができ
だい に

るためです。第二は「アクセシブルキット」
かつよう さん か しゃ あか き みどり

の活用です。参加者に赤、黄、緑のカード
くば さん か しゃ かか

が配られました。参加者はこのカードを掲げ
はな かた むずか

ることで「ストップ！ あなたの話し方は難
あか すこ

しくてわからない（赤）」「もう少しゆっくり
はな き ちょう し

話して（黄）」「よくわかる、その調 子でつ
みどり ほうこくしゃ つた

づけて（緑）」というように報告者に伝え、

はな かた か

話し方を変えてもらうことができます。これ
たい き て し えん

はスピーカーに対する聞き手からの支援です。
ぜんかい たいかい

このどちらも、前回のメキシコ大会からすで
おこな とく あたら

に行われており、特に新しいことではありま
いっぽうてき き て

せんが、わからないことが一方的に聞き手の
ちから ぶ そく

力 不足のせいにされるのではなく、わかる
たいせつ あたら

ようにすることこそが大切なのだという新し
かんが かた た じゅうよう じっせん

い考え方に立った重要な実践です。

ほんにん じゅん び かい

◆本人のための準備会
ご ぜん たいかい り かい

午前：大会を理解しよう
たいかいぜんじつ ほんにん かい ぎ じゅん び

大会前日に本人のためのプレ会議（準備
かい ご つか くに ひと ほか

会）が、ドイツ語を使う国の人たちとその他
くに ひと かいじょう わ ひら

の国の人たちの２つの会場に分かれて開か

かい ぎ ほんにん じゅん び かい

プレ会議・本人のための準備会
たいかい きょうせい ば

－大会そのものが「共生の場である」ことを
めざして－

ぜん に ほん て いくせいかいほんにんかつどうすいしん い いんかい

全日本手をつなぐ育成会本人活動推進委員会
はなざき み ち こ

花崎 三千子

じゅん び かい くに ひと まざ ぎ ろん

準備会ではさまざまな国の人が混って議論がすすみました。

かい ぎ ほうこく ぜんたいかいほうこく
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ご かいじょう にん い じょう

れました。ドイツ語会場には２００人以上、そ
ほか くに ひとびと かいじょう

の他の国の人々の会場にはカナダ、ニュー
に ほん ちゅうしん

ジーランド、オーストラリア、日本を中 心
にん さん か ご ぜん かい ぎ

に５０人ほどが参加しました。午前の会議はカ
ひと しんこうやく

ナダのピープルファーストの人たちが進行役

でした。
かい ぎ もくてき さん か しゃ たが

この会議の目的は、１．参加者がお互いに
し あ たいかい もくてき なが り かい

知り合うこと、２．大会の目的や流れを理解
ふた さいしょ しょう わ

することの二つです。最初に小グループに分
じ こ しょうかい たいかい さん か

かれて自己紹介。「なぜこの大会に参加した
ひと り はな おな たち

のか」を一人ひとりが話しました。「同じ立
ば ほか くに ひと はなし き く

場の他の国の人の話を聞きたい」「ここに来
けいざいてき ゆた くに ひと

ることができたのは経済的に豊かな国の人た
しょうがい ひと い くに

ちだ。でも、障害のある人が生きにくい国
ほんとう ゆた

が本当に豊かといえるのだろうか」など、す
い けん で つぎ ぜんたい あつ

るどい意見が出ました。次に全体で集まり、
たが れんらく と あ きょうりょく

お互いに連絡を取りあい合い協 力していく
かくにん あと さん か こく だいひょう みじか

ことが確認された後で、参加国の代表が短

いスピーチをしました。
に ほん ほっかいどう さっぽろ さん か みつつか

日本からは北海道の札幌から参加した三塚
ゆう た じ ぶん せいかつ ほうこく

勇太さんが自分の生活について報告し、メキ
たいかい で あ なか ま さいかい よろこ

シコ大会で出会った仲間との再会を喜んでい
の さか はくしゅ

ると述べると、盛んな拍手がおくられました。
つづ たいかい かいじょう せつめい

続いて、大会のプログラムや会場の説明が
はな あ かい ぎ え えが

あり、話し合いの会議だけでなく、絵を描い
ちょうこく ひろ ば

たり彫刻ができるアート広場、ごちそうが
よう い かんこう

たくさん用意されるパーティー、観光ツアー
しょうかい たいかい たの

などが紹介されると、「この大会で楽しいこ
き あい

とをたくさんしよう！」とみんなの気合がい
あ

っそう上がりました。

ほんにん じゅん び かい

◆本人のための準備会
ご ご せんりゃくかい ぎ

午後：「戦略会議」
ご ご じゅん び かい せんりゃくかい ぎ い ち

午後の準備会は「戦略会議」という位置

づけです。デイビッド・コーナー（ニュージー

ランド）、ミア・ファラー（レバノン）など、
たいかい じゅん び い いん とう じ しゃ しん

この大会の準備委員をつとめた当事者が進
こう さいしょ はな あ かくにん

行しました。最初は話し合いのルールの確認
はつげん けい い

です。「むだな発言などない」「敬意をもって
き はな じょうほう わ

聞こう」「はっきり話そう」「情報を分けあ
かくにん つぎ ほんにんかつ

おう」などが確認されました。次に「本人活
どう はな あ

動とはなにか」について話し合われました。
じ ぶん じ ぶん はつげん ひと

「自分のために自分で発言する」「ほかの人
じ ぶん こえ つた

をサポートする」「自分たちの声をどう伝え
かんが たす おお はつげん

るかを考え助けあう」など多くの発言があり
はつげん しんこうやく わき

ました。すべての発言を進行役の脇にいるサ
かみ

ポーターがカラフルなマジックで紙にかき、
ぶんるい ぜんたい かくにん しゅほう

それを分類して全体で確認するという、手法

がとられていました。
さい ご かい ぎ

最後にデイビッド・コーナーが「この会議
しょうがいしゃけん り じょうやく はな

は障害者権利条約について話すためのもの
たいせつ せいさく うった ちから

である。大切なのは政策に訴えることだ。力
あ おこな ご ご かい ぎ

を合わせよう！」とまとめを行い午後の会議
お

を終わりました。

しょう わ ぎ ろん

小グループに分かれ議論。

かい ぎ ほうこく ぜんたいかいほうこく

４．会議報告：３）全体会報告
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わたし じんせい

◆私の人生

（ペトロビッチさん：クロアチア）
わたし ちい にゅうしょ し せつ い

私は小さいときに入所施設に入れられて
じんせい だい ぶ ぶん にゅうしょ し せつ く

人生の大部分を入所施設で暮らしてきまし
く わたし おお

た。そこでの暮らしはみじめで、私は多く
けん り うば にゅうしょ し せつ

の権利を奪われてきたのです。入所施設の
そと ゆうじん つ し ごと つ

外の友人はつくれず、就きたい仕事にも就く
がっこう い

ことができませんでした。学校にも行きたい
ねが し せつ しょくいん

と願いましたが施設の職員から「あなたの
い い き ぼう かな

行くところではない」と言われ希望は叶いま

せんでした。
し せつせいかつ おお し ごと

施設生活では多くの仕事をしてきましたが
きゅうりょう いち ど

給 料をもらったことは一度もありません。
しょくいん つ そ がいしゅつ

職員が付き添い、グループでしか外出はで
ひと り がいしゅつ ゆる

きませんでした。一人では外出も許されな

かったのです。
わたし な よ

私たちのことをひどいあだ名で呼び、しつ
しょう し う う き

けと称してひどい仕打ちも受けました。着て
ぬ なん

いるパジャマを脱がされ、そのパジャマで何
ど

度もぶたれたこともあります。
こいびと つく けっこん

恋人を作ることはもちろん、結婚すること

こ う か ぞく ゆる

も子どもを産み家族をもつことさえも許され
しょくいん わたし こと ば

ませんでした。職員たちは、私たちの言葉
みみ かたむ

にまったく耳を傾けてようとはしませんでし
し せつ わたし ねんかんにゅうしょ

た。こうした施設に私は２５年間入所してい

たのです。
わたし し せつ で ち いき く はじ

私が施設を出て地域で暮らし始めたときは、
ち いき じ りつ ち しき ほうほう

地域で自立するための「知識」や「方法」を
まな き かい にゅうしょ し せつ

学ぶ機会が入所施設ではまったくなかった
ひと り く

ので、一人では暮らせませんでした。しかし、
おお まな

そこでは多くの学ぶべきことがありました。
し えんしゃ おお し えん

支援者（アシスタント）が多くの支援をして
りょう り

くれました。そのおかげで料理ができるよ
ひと り がいしゅつ

うになり、一人でも外出ができるようにな
かのじょ ゆうじん

りました。彼女たちは友人でもありました。
かつどう し ごと み

そして、インクルージョンの活動の仕事を見

つけてくれました。
しょく ば いっしょうけんめいはたら せいかつ

職場で一生懸命働いて生活することは、
ほか ひと おな たいせつ しょく ば

他の人と同じく大切なことです。職場では
かずおお ゆうじん し あ はじ きゅう

数多くの友人と知り合い、そして初めて給
りょう

料をもらうことができました。
おお き ぼう かな がっこう い

大きな希望も叶いました。学校に行くこと

がつ にち すい ち いき く

６月１６日（水）ワークショップ２．P２．地域でどのように暮らしたいか

ち いき く

地域でどのように暮らしたいか？

エヌピーオーほうじん ち いきせいかつ し えん

NPO 法人 地域生活支援ネットワークサロン
は た の こう

波多野 耕

かい ぎ ほうこく ぶん か かい ほうこく
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しょうがっこう か てい そつぎょう

ができたのです！ 小学校課程を卒業して
ちょう り し がっこう すす そつぎょう ご

調理師学校に進みました。卒業後はホテル
じょしゅ はたら

のレストランで助手としてフルタイムで働き
はじ

始めました。
はたら はじ で

働き始め、コミュニティハウスから出るこ
かんが ち いき し えん そ しき し えん

とも考えはじめました。地域支援組織の支援
しゃ じょうほう ていきょう けいかく

者がサービスの情報を提供してくれて計画
た て だす ねんまえ

を立てる手助けをしてくれました。２年前に
じ りつ ひと り ぐ ゆめ かな

ついに自立して一人暮らしをする夢が叶いま

した。
にゅうしょ し せつ へい さ ほか ひと

すべての入所施設が閉鎖され、他の人と
どう ひと く き ぼう

同じようにすべての人が暮らせることを希望

します。

しゃかい く

◆社会で暮らすこととは？

ヒグマ―さん・ドイツ
ち いき く けん り

地域でどのように暮らしたいか？ 権利
じょうやく なか だい じょう しょう

条約の中では第９条において「すべての障
も ひと だれ く く

がいを持つ人は、誰と暮らすか、どこで暮ら
く じ ぶん き

すか、どのように暮らすかを自分で決められ
うた

る」と謳っています。
けん り じょうやく ひ じゅん くに せい ふ

この権利条約を批准した国の政府はこの
じょうぶん じつげん てきせつ かいじょしゃ し えん

条文の実現のために適切な介助者や支援を
ていきょう

提供しなければなりません。
つぎ ち いきせいかつ か のうせい せんたく し

次にドイツでの地域生活の可能性＝選択肢
つた か ぞく く ひと

について伝えます。家族と暮らす人もいます。
にん にん く ひと

８人から１０人くらいのホームで暮らす人もい
ひと り べ や ば あい

ます。ホームでは一人部屋か場合によっては
ふた り べ や く

二人部屋で暮らしています。キッチンもあり
い ま

居間もあります。

べつ にん にん く

このホームとは別に４人から８人で暮らす
じょうちゅう

ホームもあります。アシスタントが常 駐し
し えん う

ているのでいつでも支援が受けられます。
く ひと り く

このほかカップルで暮らすことや一人で暮
じ ぶん じ ぶん く

らすこともできます。自分で自分の暮らしが
き じ ぶん いえ かぎ も じ

決められるのです。自分で家の鍵を持ち、自
ぶん き せいかつ

分で決めて生活することができるのです。
わたし そう じ せんたく か じ し えん う

私は掃除や洗濯などの家事支援を受けてい
さいきん し えん おお ひつよう ひと

ます。最近、支援を多く必要とする人のホー
し えん おお ひつよう ひと

ムもできています。支援を多く必要とする人
ち いき く

も地域で暮らせるようになってきたのです。
よ か かつどう し えん う もっと おお

余暇活動にも支援が受けられます。最も多
し えん ひつよう ひと にん く

くの支援を必要とする人は３人くらいで暮ら
じ かん し えん

しています。２４時間の支援がついています。
く ひと

アパートメントタイプで暮らしている人も
ひと り ぐ か ぞく す

います。一人暮らしや家族と住んでいます。

アパートメント（マンション）ではキッチン
せいかつ ひつよう じ ぶん きょじゅう ば

をはじめ生活に必要なものが自分の居住場
しょ じ ぶん ちょう り

所にそろっていますので、自分で調理する

こともできます。
しょう も

アパートメントには、障がいを持たない
ひと く しゃかい ふ つう く

人も暮らしています。社会の普通の暮らしな

のです。アパートメントタイプにはみんなで
あつ ば しょ ちゃ の

集まれる場所があり、お茶をのんびりと飲ん
よ か かつどう はな あ

だり、余暇活動などの話し合いをすることが
ば しょ じ かん

できます。この場所は２４時間オープンなので
し えん う

アシスタントの支援を受けることができます。
わたし し えん ひと か ぞく しんせき ほうてき

私たちを支援する人は、家族、親戚、法的
こうけんにん こうてき かん ご かい ご

な後見人、公的アシスタント、看護や介護の
し かく も ひと びょういん つ そ

資格を持つ人などがいます。病院に付き添

かい ぎ ほうこく ぶん か かい ほうこく
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せんもんてき

ってくれるアシスタントもいます。専門的な
し えん おこな ひと にちじょうてき し えん おこな ひと

支援を行う人と日常的な支援を行う人がい

るのです。
だれ じ こ ふ たんがく はら はな

誰がその自己負担額を払うのかを話します。
し さん きゅう よ ひと じ ぶん し はら

資産や給与のある人は自分で支払います。
か ぞく し はら こうてきねんきん なか し はら

家族が支払ったり、公的年金の中から支払わ
ば あい

れている場合があります。
か だい じ こ ふ たんがく へ

課題もあります。自己負担額を減らすため
じ ぎょう へ ひつよう し えん う

にサービス事業を減らし必要な支援が受け

られないということです。
おどろ くに じ こ ふ たん

驚いたことに、国によっては自己負担がで
にゅうしょ し せつ い

きないからといって入所施設に入れられて

しまうこともあるようです。そういうことは
ひと

あってはならないのです。すべての人、そし
だんせい じょせい じ ぶん えら

てすべての男性もすべての女性も自分で選ん
く

で暮らせるのです。
ほんにん にゅうしょ し せつ き ぼう

たとえば、本人が入所施設を希望したと
てきせつ ば しょ

しても、そこは適切な場所でなくてはなりま
わたし にゅうしょ し せつ わるもの

せん。私は入所施設を悪者にするつもりは
にゅうしょ し せつ で

ありません。「入所施設から出たくない」と
い ひと にゅうしょ し せつ なか

言う人もいます。ですから入所施設の中で
ほんにん せいかつ せいげん ほんにん

も本人の生活を制限してはいけないし、本人
い し そんちょう

の意思を尊重しなければいけません。
ほんにん こと ば ひょうげん ば

本人が言葉などでうまく表現できない場
あい ほんにん い し ひょうげん てき

合は、本人が意思の表現をできるような適
せつ しつ たか し えん ひつよう

切で質の高い支援が必要になります。
わたし し もん い いんかい おや

私たちは諮問委員会をもっています。親や
か ぞく し せつ しょくいん せい じ か はな

家族、施設の職員、政治家やマスコミと話
あ ようきゅう しゅちょう

し合い要求を主張します。

けん り じょうやく まも しゅちょう

◆権利条約は守るための主張です
けん り じょうやく つく せっきょく

ドイツはこの権利条約を作るために積極
てき とく

的でありました。だからこそ、特にドイツで
けん り じょうやく にちじょうせいかつ なか じつげん

は権利条約が日常生活の中で実現しなけれ

ばならないのです。
わたし びょうどう す

私たちは平等がほしいのです。どこに住
びょうどう びょうどう

むかという平等などです。また平等ではな
じょうきょう と のぞ

い状 況は取り除かなければなりません。
せいかつ さまざま ていきょう

生活は様々であり提供されるサービスも
ひろ ひつよう ていきょう

広がっていく必要があります。サービス提供
しゃ ひと なに

者はその人のニーズが何か、フィーリングを
かん ほんにん はな あ ひつよう

感じるためにも、本人と話し合う必要がある

のです。
か こ わたし ぬ はな あ

過去には私たち抜きで話し合われました。
わたし かん わたし まじ はな

「私たちに関することは私たちを交えて話
あ じょうしき

し合う」これがスタンダード＝常識になる

べきです。
ひと のぞ く ひつよう し えん

その人が望む暮らしのために必要な支援が
ていきょう じゅうぶん よ さん

提 供され、そのための充分な予算がつくべ

きです。
かんぜん しゃかい わたし

完全にインクルージョンな社会となり私た
じ ぶん けってい

ちが自分のことを決定できるようになること
のぞ

を望みます。ありがとう。

かい ぎ ほうこく ぶん か かい ほうこく
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ぶん か かい めい かた じ しん けいけん

この分科会では、４名の方がご自身の経験
はなし とうじょう

をもとにお話をしてくださいました。登場

したのは、デビット・コーナーさん（ニュー

ジーランド）、リチャード・ラストンさん（カ

ナダ）、スチュアート・リッグさん（イング

ランド）、アリエル・ウェイスラダーさん（コ

スタリカ）です。

じ ぶん いえ

◆自分の家とは？
ひと り め はっぴょうしゃ

一人目の発表者は、スチュアート・リッ

グさん（イングランド）です。イングランド
ア ド バ ン ス エヌピーオー そ しき

では、「ADVANCE」（ＮＰＯの組織）とい
だんたい ち いき なか じ りつ い

う団体があって、「地域の中で自立して生き
し えん

ていく」ための支援をしています。
ア ド バ ン ス だい じ

「ADVANCE」が大事にしていることは、
ユ ア オウン ホ ー ム アンド ザ ラ イ ト サ ポ ー ト

“Your own home and the right support”（あ
いえ もと し えん

なたの家とあなたが求める支援）です。つま
じ しん えら けん り

り、あなた自身に選ぶ権利があるのだ、とい
いえ す ば しょ き とき

うことです。「家＝住む場所」を決める時に、
だれ す えら

まず「どこで、誰と、住むかを選べなければ
だれ し えん

いけない」そして、「誰のサポート（支援）

う き

を受けるかを決められなければいけない」と
たいせつ

いうことが大切になります。
ち いき なか じ ぶん いえ も

地域の中で自分の家を持つということは、
いえ はい いえ はい ひと

① 家はノックをして入る（＝家に入る人
えら

を選べる）
なに た なん じ た

② 何を食べるか、何時に食べるか
か ぐ

③ インテリア（家具やカーテンなど）を

どうするか
おんがく き

④ どんな音楽を聞くか
だれ し えん う

⑤ 誰の、どんなサポート（支援）を受け

るか
じ ぶん き

ということを、すべてが自分で決められると
かね た ば あい

いうことです。そして、お金が足りない場合
なんにん いっしょ いえ も

でも、何人かで一緒に家を持つことで、その
もんだい かいしょう シェアード オ ー ナ ー シ ッ プ いえ

問題は解消します（shared ownership＝家
しょゆうけん わ あ

の所有権を分かち合う）。
にんげん だれ もっと てきせつ えら

人間は誰にでも、「最も適切なものを選ぶ
けん り ち いき たいおう

権利があって、地域もそれに対応していくべ
つよ い

き」だと、スチュアートさんは強く言ってい

ました。

がつ にち ぶん か かい ち いき じ りつ く

６月１８日 分科会 ４．４．地域で自立して暮らすために

ち いき じ りつ く

地域で自立して暮らすために

しゃかいふく し ほうじん かい えん

社会福祉法人あひるの会 あかね園
なか まさひろ

中 真宏

かい ぎ ほうこく ぶん か かい ほうこく
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し ごと い み

◆仕事をする意味

コスタリカのアリエル・ウェイスラダーさ
りょこうだい り てん でん わ おうたい

んは旅行代理店でオペレーター（電話応対）
し ごと カ デ ィ マ

の仕事をしています。また、「KADIMA」と
だんたい はい

いう団体に入って、メキシコやアメリカなど
かつどう

でずっと活動してきました。
カ デ ィ マ せいじん じ りつ い

「KADIMA」は「成人として自立して生

きる」ことや「みんなをインクルージョンす
もくてき しゅうろう もくひょう

る」ことを目的としていて、就労を目標に

しています。

そのために、
のう りょく かい はつ たと ご ぜん ちゅう

① 能 力 開 発（例 え ば、午 前 中 は
カ デ ィ マ し ごと れんしゅう ご ご

KADIMAで仕事の練習をして、午後
し ごと い

から仕事に行くなど）
けんこうめん

② 健康面のケア
と く

などに取り組んでいます。
さいしゅうもくひょう しゅうろう しゅうしょく

最終目標を就労にしているのは、「就 職
きゅうりょう そんげん え

して給 料をもらうことは、尊厳を得ること
せいじん じ りつ かんが

（成人として自立すること）」と考えている

からです。
でん わ おうたい

さすがオペレーター（電話応対）のプロ！
どうどう はな

という堂々とした話しぶりでした。

ひと り こた

◆一人ひとりの答えがあること
ぶん か かい なか ば めん

分科会の中で、おもしろい場面がありまし
き ひと

た。スチュアートさんが、聞いている人たち
みな いえ き ちか なに

に「皆さんは、家を決めるときに近くに何が
しつもん

あってほしいですか？」と質問したのです。
かいじょう い けん で

会場からはいろんな意見が出ました。「コン
でんしゃ えき ほん や

ビニ！」「電車の駅！」「スーパー！」「本屋

さん！」「マック！」などなど。
こた

たくさんの答えがありましたが、そのどれ
せいかい にんげん この ちが しゅ

もが正解なのです。人間は、好みも違えば趣
み ちが お じ かん ちが た

味も違う、起きる時間も違えば食べるものも
ちが ひ と り ひと こた も

違う。一人ひとりがその人の答えを持ってい
し ごと おな おも

ます。仕事も同じだと思います。「あなたは
し ごと えら なに だい じ

仕事を選ぶときに何を大事にしますか？」と
しつもん い けん で

いう質問があったら、いろんな意見が出ると
おも し ごと す

思います。「その仕事が好きだから！」とい
ひと すく

う人は、もしかしたら少ないかもしれません。
す し ごと で あ しあわ

好きな仕事に出会えることは幸せなことだと
おも し ごと かいしゃ き とき きゅう

思います。仕事（会社）を決める時に、お給
りょう だい じ かんが ひと

料を大事に考えた人もいるでしょうし、ま
きん む じ かん なん じ なん じ はたら だい

た勤務時間（何時から何時まで働くか）を大
じ かんが ひと

事に考えた人もいるでしょう。
ひと り こた おお

一人ひとりの答えがあること、それを多く
ひと し

の人が知らないといけません。そして、そん
ひと り こた だい じ り かい

な一人ひとりの答えが大事にされて、理解さ
そんちょう

れて、尊重されることが、インクルージョ

ンにつながるのではないでしょうか。

とうきょう と ほんにん かんこう

東京都の本人と観光したときのようす
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こくさいたいかい ゆいいつ い りょう かん わ だい と

国際大会で唯一医療に関する話題が取り
あつか いん

扱われていたワークショップのなかで、印
しょう のこ はっぴょうないよう かんそう

象に残った二つの発表内容について、感想
ふく かんたん しょうかい

を含め簡単にご紹介します。

じ ぶん いた た にん つた むずか

◆自分の痛みを他人に伝える難しさ
さいしょ はっぴょうしゃ き

最初の発表者は、アイルランドから来て
ははおや

いたマンディさんとマンディさんの母親です。
せいかつ

マンディさんはグループホームで生活してい
しょう じょせい

るダウン症の女性で、ボーイフレンドがいて、
げんざいだいがく こくさいてき だい

現在大学で国際的なニュースやいろいろな題
ざい べんきょう かのじょ はっぴょう

材をもとに勉強をしています。彼女は発表
なか けんこう まも ゆうじん か ぞく

の中で、健康を守るうえで、友人や家族やそ
ほかおお ひと かか い

の他多くの人が関わってくれていると言って
とく いんしょう のこ

いました。そして、特に印象に残ったのが、
けんこう まも じ ぶん じ しん てきかく めんどう

「健康を守るうえで自分自身を的確に面倒み
だい じ ないよう

ることが大事！」という内容でした。
ははおや いっしょ はっぴょう

マンディさんの母親も一緒に発表してい
しょう ひと お か れい

ましたが、ダウン症の人に起こりやすい加齢
ともな もんだい とうにょうびょう せいじんびょう い りょう

に伴う問題や、糖尿 病や成人病など、医療
げん ば

の現場でなおざりにされている（ネグレク

うった

ト）と訴えていました。また、もし、マンデ
いた うった いた

ィさんが痛みを訴えたとしても、どこが痛い
ほんにん いた ば しょ さ しめ

のか本人は痛い場所を指し示すことができな
か ぞく ははおや

いし、家族であっても、母親であっても、ど
いた せつめい

のような痛みなのか説明をすることができな
い いた かん

いと言っていました。痛みに関することは二
ばん め はっぴょう せんせい し てき

番目に発表したマーティン先生も指摘して
いた ひょう か

いましたが、どのように痛みを評価するの
むずか もんだい

かがたいへん難しい問題になっています。ま
ははおや おお ひと い か

た、母親はマンディさんが多くの人が入れ替
つ ど たい

わりサポートをしているので、その都度、対
おう じゅうぶん かくにん おこな

応が十分なされているのか確認を行ってい
い たいおう わる ば

ると言っていました。なかには対応の悪い場
あい こころ いた

合もあり心を痛めることもあるそうです。
いんしょうてき こと ば ひと

マンディンさんの印象的な言葉のもう一
とも かあ か ぞく いっしょ

つが、「お友だちとお母さんと家族と一緒に、
けんこう しあわ こと ば

健康で幸せでいたい！」という言葉でした。
こと ば たんじゅん

言葉そのものは単純なのですが、マンディ
す なお ほんとう のぞ すがた ちからづよ

さんが素直に本当に望んでいる姿が力強く、
いんしょうてき

とても印象的でした。

がつ にち けんこう けん り

６月１８日 ワークショップ ５．P４．健康のための権利
けんこう びょうどう い りょう

健康のための平等な（医療）
アクセスについて

かわさき い りょうふく し だいがくだいがくいん

川崎医療福祉大学大学院
キム ス ジ ャ

金 壽子
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かっこく い りょうげん ば げんじょう

◆各国の医療現場の現状
に ばん め はっぴょう ち てきしょう

二番目に発表したのが、ドイツで知的障
しゃ かた い りょう ちょくせつ

がい者の方の医 療に直 接かかわっている
せんせい

マーティン先生です。
はっぴょう なか しょうかい しょう

発 表の中で紹介されていた、ダウン症の
かた へいきん よ めい さいきん けんきゅうほうこく

方の平均余命の最近の研究報告によると、
せい き しょとう ねんだい ねんだい ねん

２０世紀初頭から１９８０年代・１９９０年代・２０００年
ねんだい ほうこく ねんだい へいきん よ めい

の年代ごとの報告では、年代ごとに平均余命
さいぞう か の

が１．７歳増加していると述べていました。
すう ち の み

この数値の伸びを見てすごいスピードだと
に ほんじん へいきん よ めい

びっくりしました。日本人の平均余命でもこ
きゅう ぞう か

んな急には増加していません。
つぎ せんせい しょうかい

次にマーティン先生が紹介していたのが、
ち てきしょう ひと う

知的障がいのある人がヘルスケアを受ける
おお し てき

うえで多くのバリアがあると指摘していまし
ぐ たいてき びょういん しゅじゅつ

た。具体的には、病院へのアクセスや手術
とくしゅ ち りょう い りょうしゃ ほっ さ もんだい

や特殊治療、医療者がてんかん発作や問題
こうどう おそ やくぶつ ち りょう かん とく

行動を恐れていたり、薬物治療に関する特
べつ ち しき けつじょ びょういん しゅじゅつ じ かんかん

別な知識の欠如、病院や手術などの時間管
り しつ けつじょ

理や、ケアの質の欠如などです。
い りょう かん もんだい なか

医療に関する問題の中でも、コミュニケー
もんだい おお せん

ションの問題がとても大きいとマーティン先
せい し てき ち てきしょう ひと

生は指摘しています。知的障がいのある人
おお もんだい かか

の多くがコミュニケーションに問題を抱えて
おお しつ たか ていきょう

いることが多く、質の高いヘルスケアを提供
あし

するうえで足かせになっているということで
けんきゅうほうこく い し

す。オーストラリアの研究報告で、医師が
ち てきしょう ひと かか

どのように知的障がいのある人に関わって
ほうこく なに お

いるかという報告では「何が起こっているの
せつめい なに かれ い

か説明をしない」「何を彼らが言おうとして

き あき

いるのか聞こうとしない」「明らかにそうで
り かい ふ

はないのに、理解している振りをする」など
おお くに お

があげられていました。これは多くの国で起
に ほん れいがい おも

こっており、日本も例外ではないと思います。
いた ひょう か いんしょう のこ じ れい

痛みの評価について、印象に残った事例
さい だんせい ひと

は、２８歳の男性でてんかんもあった人でした。
かれ ふく ぶ いた きゅうきゅうびょう

彼は、腹部の痛みがひどくなって救 急 病
いん い とき じょうたい

院に行ったそうです。その時、状態をしっ
ひょう か たいおう あとまわ

かり評価されずに、対応を後回しにされ、
じ かん ご い し き かれ すで な

３時間後に医師が来たときには彼は既に亡く
げんいん しんぞうほっ さ

なっていました。その原因は心臓発作でした
びん ふた なか なか

が、コカコーラの瓶の蓋がお腹の中にあった
みな じょうきょう はん

そうです。皆さんこの状 況をどのように判
だん るい じ じ れい

断しますか？ もしかしたら類似した事例が
に ほん お せ なか さむ

日本でも起こりうることだと背中が寒くなる
おも

思いでした。
じょうきょう なか なに ひつよう

「このような状 況の中で何が必要なのか」、
せんせい つぎ の

マーティン先生は次のように述べています。
そ しき せいじん ち てきしょう

へルスケアの組織は、成人の知的障がいの
ひと とくべつ い りょう あ

ある人のための特別な医療ニーズに合うよ
じゅうぶん じ かん い し せんもん か とくべつ ち

う、十分な時間、医師や専門家の特別な知
しき ぎ じゅつ ていきょう た よう せんもんてき

識や技術を提供し、多様な専門的なアプロー
ていきょう ひつよう し てき

チを提供する必要があると指摘しています。
せんせい はっぴょう あと しつもん きゅう

マーティン先生の発表の後の質問は、「救
きゅう にゅういん とき たいおう ぐ たいてき せつ

急で入院した時の対応」など、具体的で切
じつ ないよう ばんこくきょうつう もんだい い りょう

実な内容でした。“万国共通の問題を医療
げん ば かか つよ いんしょう

現場は抱えている”と強く印象づけられた
はっぴょう

発表でした。
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こんかい たいかい

今回のドイツ・ベルリン大会では、テーマ
けん り じょうやく しゅじく ぶん か かい

である権利条約を主軸に、いろんな分科会
はな あ おこな ぶん か かい

で話し合いが行われました。どの分科会も、
はっぴょうしゃ ていあん しつ

発 表者からの提案のあと、フロアーから質
もん い けん あつ と か しょうがい ひと

問や意見が熱く飛び交い、「障害のある人の
しあわ ねが き も ばんこくきょうつう かん

幸せを願う気持ちは万国共通なんだ」と感
どう

動しました。

せ かいかっこく きょういく

◆世界各国におけるインクルーシブ教育
わたし しょうがい いっ

さて、私は「障害があってもなくても一
しょ まな きょういく

緒に学べるようにするために」という教育
ぶん か かい ほうこく

の分科会について報告したいさせていただき

ます。
ぶん か かい ち てきしょうがい

この分科会では、どんな知的障害のある
こ とくべつ し えんがっこう

子どもも、特別支援学校ではなくインクルー
きょういく とうごうきょういく ち いき つうじょうがっきゅう

シブな教育（統合教育：地域の通常学級
しょうがい じ けんじょう じ わ きょういく う

で障害児と健常児を分けない教育）を受け
はなし

させるためにはどうすればよいかという話が
おお で

多く出ました。
ち いき がっこう しょうがい こ きょういく

地域の学校で障害のある子どもが教育を
う がっこうがわ

受けるために、学校側からは

たてもの せつ び

・建物をバリアフリーにするなど設備を
ととの

整える
とくべつ し えんがっこう へい さ

・特別支援学校を閉鎖して、いらなくなっ
かね ち いき がっこう まわ

たお金を地域の学校に回す
せんせい ひ と り こ てきせつ

・先生が一人ひとりの子どもたちに適切な
べんきょう ひつよう

サポートができるよう勉強をする必要

がある
おや

親からは
がっこう にゅうがく ことわ じ そんしん うしな

・学校から入学を断られると自尊心を失
い じょう い こ

ってそれ以上言えなくなったり、子ど
しんぱい

もがいじめられはしないかと心配したり

する
う

・セラピーばかり受けさせたりすることも
きょういく

やめて、もっとインクルーシブな教 育
あゆ

へ歩んでいきましょう
い けん で

などの意見が出ました。
はつげん こ

ただ、どの発言からも、すべての子どもの
こた がっこう くに

ニーズに応えられる学校はどの国にもまだま
すく かん

だ少ないように感じました。
に ほん ち いき がっこう つうじょうがっきゅう

日本では、地域の学校でも、通常学級で
べんきょう むずか しょうがい じ がっきゅう

勉強することが難しいときは障害児学級で

がつ にち ぶん か かい しょうがい いっしょ まな

６月１９日 分科会 ６．１．障害があってもなくても一緒に学べるようにするために
しょうがい

障害があってもなくても
いっしょ まな

一緒に学べるようにするために
ひろしまけん て いくせいかい

広島県手をつなぐ育成会
かね こ ま ゆ み

金子 麻由美
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す こ おお おも

過ごす子どもが多いと思います。
わたし べんきょう こ

私も、勉強がわからないのに子どもを１
じ かん が まん せき すわ

時間ずっと我慢して席に座らせているよりは、
むす こ しょうがい じ がっきゅう えら

と息子に障害児学級を選びました。
わたし かいじょう ひと に ほん げんじょう はな

私も会場の人たちに日本の現状を話した
しょうがい おも こ ふ つうがっきゅう

あと、「障害の重い子どもたちも普通学級
す し えん

でずっと過ごすために、どのような支援をさ
かいじょう む ゆう

れているのですか？」と、会 場に向けて勇
き だ しつもん

気を出して質問しました。
ざんねん たいかい さいしゅう び じ かん

残念ながら、大会の最終日で時間がなく、
こた かえ かいじょう

答えが返ってこなかったのですが、会場を
で インクルージョン ポ リ シ ー

出るときにスタッフから「Inclusion policy」
さつ さっ し

という１冊の冊子をいただきました。

しょうがい こ こ

◆障害のある子ども、ない子どもがともに
まな み こう か

学んだときに見られる効果
き こく ご えい ご か さっ し ゆうじん

帰国後、その英語で書かれた冊子を友人に
やく いち ぶ しょうかい

訳していただいたので一部を紹介したいと
おも

思います。
ほか こ と

・他の子どもをなぐったり、おもちゃを取
りょういく

ったりするロバート。そこで療育グルー

い

プに入れられてしまいますが、スタッフ
かれ う い しんらいかんけい

は彼をあたたかく受け入れ、信頼関係を
きず とく い の

築き、ロバートの得意なことを伸ばして
じ しん こ あそ

自信をつけさせ、ほかの子と遊べるよう
し どう もど

指導して、もとのクラスにうまく戻って

いきました
のうせい くるま つか ひと り

・ルイスは脳性まひで車いすを使い、一人
うご たいいく しゅう

で動くことができません。体育は週２
かい かい め がくせいじょしゅ えんじょ

回ありますが、１回目は学生助手の援助
う いっしょ じゅぎょう さん か

を受けてみんなと一緒に授業に参加、
かい め り がくりょうほう し ほか

２回目は理学療法士とするので、他の
せい と はし じゅぎょう

生徒は走るなどの授業をします
わたし こ がっこう

・私の子どもの学校では、すべてのスタ
きょういん じ む いん きゅうしょくいん よう む

ッフ（教 員・事務員・給 食 員・用務
いん しょうがい ひと し えん し かた

員など）が障害のある人の支援の仕方
がくしゅう こ なに ひつよう

を学 習します。子どもが何を必要とし
こうりゅう

ているか、どのように交 流すればよい
がっこうがわ おしえ

かを学校側がスタッフに教えてくれます
こころ じ れい しょうかい

など、さまざまな試みが事例として紹介さ

れていました。
とく め ひ きょう

特に目を引いたのが、インクルーシブな教
いく しょうがい こ しょうがい

育が、障害のある子どもだけでなく、障害
こ えいきょう あた

のない子どもにとってもよい影響を与えて

いるということです。
のうせい こえ だ はな

・ウィリアム（脳性まひで、声を出して話
こ め うご

すことができない子ども）の目の動きだ
しょうがい こ

けで、ナターシャ（障害のない子ども）
かれ のぞ さい

は彼の望みをわかってあげられます。最
しょ こわ

初はウィリアムを怖がっていたナターシ
かれ

ャだけど、彼のニーズをわかることが、
ひょう し

『インフルージョン・ポリシー』の表紙
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じ しん しんらい

ナターシャに自信や信頼をもたらしてい

ます。
きょういく かい

このほかにも、インクルーシブ教 育を改
ぜん えんじょ く ふう よわ たち ば おお せい と

善する援助と工夫が、弱い立場の多くの生徒
すく じ じつ まわ みな り かい せい

たちを救っている事実、周りの皆も理解し成
ちょう

長していくようすがいろいろあげられてい

ました。

きょういく じつげん

◆インクルーシブ教育が実現するために
げんざいおこな しょう しゃせい

ちょうど現在行われている「障がい者制
ど かいかくすいしんかい ぎ しょうがい う む

度改革推進会議」のなかで「障害の有無に
こ ち いき しょう ちゅうがっ

かかわらず、すべての子が地域の小・中学
こう ざいせき げんそく い けん

校に在籍するのを原則とする」という意見が
だ さん ぴ りょうろん しんぶん ほう

出され、賛否両論あることが新聞などで報

じられています。
に ほん ふく し い ぜん くら

日本の福祉サービスは、以前に比べればと
ゆた かん

ても豊かになったように感じます。しかし、
おく かん さ べつ い

いつまでも遅れていると感じるのは、差別意
しき こころ

識や心のバリアフリーではないでしょうか。
かんが こ ころ とうごうきょう

それを考えると、子どもの頃からの統合教
いく たが り かい ひと そんちょう

育でお互いを理解しあい、人として尊重す
こころ そだ あか み らい み

る心が育てば、明るい未来が見えてくるので
さっ し み おも

はないか、と冊子を見ながら思いました。
がっこうがわ しょうがい こ ひ と り

まずは学校側が障害のある子ども一人ひ
う と せい び

とりを受け止められるような整備をしっかり
かんが ひつよう おや ゆう き

考えることが必要ですし、親もまた勇気を
いっ ぽ ふ だ

もって一歩踏み出さないといけないでしょう。
おや き がる そうだん

また、その親が気軽に相談できるコーディ
なか ま そんざい ひつよう おも

ネーターや仲間の存在も必要だと思います。

ドイツのイングリット・コーナーさんが、

せ かい おお くにぐに

「どうしたら世界の多くの国々で、インク
きょういく じつげん かっこく

ルーシブ教育が実現できるのか？ 各国の
ほうこくしょ か かいじょう うった

報告書を書いてください」と会場に訴えま

した。
に ほん せいこうれい しっぱいれい

日本でも、成功例だけでなく、失敗例をど
の こ じょうほうこうかん

のように乗り越えていったかなど情報交換
せ かい はっしん いくせいかい

して、世界に発信していけたらと、育成会の
し めい かん たいかい

使命を感じたドイツ・ベルリン大会でした。
さい ご インクルージョン ポ リ シ ー たいちょう わる

また最後に、「Inclusion policy」を体調が悪
こころよ やく

いのにもかかわらず、 快く訳していただい
とみ た かんしゃ

た富田さんに感謝します。

し な い げん ち ひとびと

パリ市内で現地の人々と。

び じゅつかん

パリのルーブル美術館で。

かい ぎ ほうこく ぶん か かい ほうこく
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ぶん か かい

この分科会では、ノルウェー、クロアチア、
こく はっぴょうしゃ とう じ しゃ

ブルガリアの３カ国の発表者が、当事者、
し えんしゃ たち ば こ かく じ ち いき く

支援者の立場を越えて、各自が地域で暮らす
おこな と く かん ほうこく

ために行ってきた取り組みに関する報告が
おこな ぶん か かい と ちゅう ちか

行われました。また、分科会の途中で、「近
ひと はな あ

くにいる人とこのテーマについて話し合って
よ はっぴょうしゃ ほう

ください」と呼びかけがあり、発表者の報
こく いっぽうてき き かいじょう さん か

告を一方的に聞くだけでなく、会場の参加
しゃ いっしょ かんが じ かん

者も一緒に考える時間があったことが、とて
いんしょうてき

も印象的でした。

ち いきせいかつ か ひとびと かんが かた

◆地域生活を変えることは、人々の考え方を
か

変えること（ノルウェー：ヘレンさん）
はっぴょう いんしょうてき と

ヘレンさんの発表は、とても印象的な問
はじ ちい し

いかけから始まりました。それは「小さな施
せつ く

設とグループでの暮らしは、どこが、どうち
と

がうのでしょうか」という問いです。どちら
かたち み おお たてもの ちい

も、形だけ見れば、大きな建物ではなく小
いえ しょうにんずう く

さな家に、少人数で暮らしています。しか
いえ なんにん く もんだい

し、どんな家に何人で暮らしているかが問題
ていきょう

ではなく、どのようにサービスを提供する

もんだい たい

かが問題なのです。グループに対してサービ
ていきょう し せつ おな

スを提供したら、それは施設と同じであり、
たいせつ こ じん たい ていきょう

大切なことは、個人に対してサービスを提供
しゅちょう

することである、とヘレンさんは主張して

いました。
ち てきしょうがいしゃ し せつ はい

ノルウェーでは、知的障害者の施設は廃
し たい

止されましたが、このグループに対するサー
ていきょう みと かんが かた のこ

ビス提供を認める考え方はまだ残っている

そうです。そこで、ヘレンさんたちは、「よ
れい つた ち いき かんが かた か

い例を伝えていくことが地域の考え方を変え
たいせつ ち いき く にん

るために大切である」と、地域で暮らす８人
とう じ しゃ せいかつ しょうかい ほん つく

の当事者の生活を紹介する本を作りました。
り かい すす ぶ ぶん

ノルウェーでもまだ理解が進まない部分はあ

がつ にち ど ぶん か かい みんな さん か しゃかい

６月１９日（土） 分科会６．３．いつでも、どこでも、皆が参加できる社会をめざす

いつでも、どこでも、
みな さん か しゃかい

皆が参加できる社会をめざして
しずおかえい わ がくいんだいがく

静岡英和学院大学
か の う はる こ

狩野 晴子

かいじょう はな あ さん か しゃ

会場で話し合う参加者

かい ぎ ほうこく ぶん か かい ほうこく
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ひとびと み かた か ふ か

りますが、人々の見方を変えることは、不可
のう

能なことではありません。そのためには、こ
ほん じっせんれい み

の本のように、よい実践例をたくさん見せる
たいせつ の

ことが大切だと述べていました。「どれだけ
かね も ちが

お金を持っているかが違いをもたらすのでは
わたし かんが ちが

なく、私たちがどう考えるかが違いをもた
こと ば はっぴょう し

らすのです」という言葉で発表は締めくく

られました。

ち いきせいかつ かた

◆セルフアドボケイトとして地域生活を語る

（クロアチア：セナダさん）
ふた り め はっぴょう じんせい たいはん し せつ す

二人目の発表は、人生の大半を施設で過
けいけん し せつ

ごした経験をもつセナダさんによる、施設の
せいかつ ち いきせいかつ かん はっぴょう

生活と地域生活に関する発表でした。
こうこうそつぎょう し せつ す

セナダさんは、高校卒業までを施設で過
そつぎょう き か ぞく もと

ごしていたそうです。卒業を期に家族の元
かえ し ごと み

に帰ったものの、仕事を見つけることができ
か ぞく けいざいじょうきょう しんこく か ふたた し せつ

ず、家族の経済状 況も深刻化し、再び施設
はい し せつ で はじ

に入ることになりました。施設から出て、初
しょうがい ひとびと ち いき く

めて障害のない人々がどうやって地域で暮
し じ ぶん みな

らしているかを知り、どうして自分は皆のよ
い おも

うに生きられないのか、と思ったそうです。
し せつ じ ぶん き

施設では、自分のことを決めることができ
し せつしょくいん き

ず、スタッフ（施設職員）が決めていまし
き も はな

た。セナダさんの気持ちをスタッフに話した
く

ところ、「あなたは、いい暮らしをしている
はたら しょく じ で

のよ。働かなくていいし、食事も出てくる
しんぱい く

し、心配することもない。ホテルに暮らして
い

いるみたいじゃない」と言われたそうです。
ほか ひと

しかし、セナダさんはやはり他の人のように

く つよ おも し せつ で ぐ

暮らしたいと強く思い、施設を出ることを具
たいてき かんが はじ しょうがいしゃ し

体的に考え始めました。そして、障害者支
えん だんたい れんらく と し せつ で

援をしている団体と連絡を取り、施設から出
し えん もと

るための支援を求めました。
げんざい ちい か

セナダさんは現在、小さなアパートを借り、
き い し ごと ち いき く

気に入った仕事をして地域で暮らしています。
ち いきせいかつ ねん め とうしょ

地域生活は３年目になりますが、当初はとて
たいへん おお し えん ひつよう

も大変で、多くの支援が必要だったそうです。
げんざい とう じ すく さいていげん

しかし、現在は当時よりずっと少ない最低限
し えん せいかつ

の支援で生活しているそうです。
わたし じんせい か わたし ほんとう せいかつ

「私の人生は変わった。私の本当の生活
し せつ で ひ はじ

は施設を出た日から始まった」というセナダ
こと ば あらわ ほんとう せいかつ

さんの言葉が表しているように、本当の生活
けっ らく せいかつ い み

とは、決して楽な生活を意味するのではなく、
こんなん く ろう ともな じ ぶん き

そこに困難さや苦労を伴いながらも自分で決
だれ じ ぶん じ

めることで、ほかの誰のものでもない自分自
しん じんせい い じっかん

身の人生を生きていると実感できるものなの
かんが はっぴょう

だと考えさせられた発表でした。

ち いきせいかつ たっせい か ぞく やくわり

◆地域生活を達成するための家族の役割

（ブルガリア：マリアナさん）
ねん かいかく い ぜん しょう

１９８９年の改革以前のブルガリアでは、障

はっぴょう

セナダさんの発表

かい ぎ ほうこく ぶん か かい ほうこく
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がい じ う い しゃ びょういん お

害児が生まれると、医者から病院に置いて
い こ こっきょう ふ きん やま

いくように言われ、子どもは国境付近や山
うえ ひと め ば しょ た

の上のような人目につかない場所に建てられ
し せつ い いっしょう す

た施設に入れられて一生を過ごしていたそ

うです。
ねん みんしゅ か おお てんかん き

しかし、１９８９年の民主化が大きな転換期と
おや ときはじ ほか くにぐに

なりました。親たちは、この時初めて他の国々
じょうほうこうかん こ と もど ほうほう

と情 報交換をし、子どもを取り戻す方法が
し い こう ほか くに

あることを知ったそうです。以降、他の国を
ほうもん く

訪問して、もっとよい暮らしができることを

し おお おや じょうほう はっしん

知り、多くの親へとその情報を発信しまし
しょうがい じ

た。そして、ブルガリアに障 害児のための
せつりつ のち お と な

センターを設立、後に大人のためのセンター
せつりつ し せつにゅうしょ い がい みち ひら

を設立し、施設入所以外の道を拓いてきた
じっせん なか ち

とのことでした。これらの実践の中から、地
いきせいかつ たいせつ じょうほう

域生活をするために大切なことは、情報の
きょうゆう か げんざい

共 有化であり、現在もさまざまなヨーロッ
くにぐに おや れんらく しゅちょう

パの国々の親と連絡をとっていると主張し

ていました。

たいへいよう ち く

アジア太平洋地区のミーティング
たいかい にち め こくさいいくせいかいれんめい たいへいよう

大会３日目、国際育成会連盟の「アジア太平洋
ち く おこな ぜん に ほん て

地区」ミーティングが行われました。全日本手を
いくせいかい そえじま り じ ちょう おお く ぼ じょう む

つなぐ育成会からは副島理事長、大久保常務、
かね こ り じ なが せ こくさいかつどう い いんちょう そでやま しゅっせき

金子理事、長瀬国際活動委員長、袖山が出席し
ほか しゅっせきしゃ こん ご かつどう

ました。その他の出席者と、今後の活動につい
はな あ かんたん ほうこく

て話し合われたことを、簡単に報告します。
にち じ がつ にち きん

日時：６月１８日（金）７：３０－８：４５
ば しょ

場所：エストレルホテル
しゅっせきしゃ ご じゅうおんじゅん

出席者（五十音順）
いくせいかいだいひょう

・ガドカリ（インド育成会代表）
べん ご し いくせい

・クラウス・ラシュウィツ（弁護士、ドイツ育成
かい じ む きょくちょう こくさいいくせいかいれんめいかいちょう

会事務局 長、国際育成会連盟会長）
じ む ほ さ

・クリス カナダ・トロント（事務補佐）
いくせいかい こく

・コニー・ローリー・ボーイ（カナダ育成会、国
さいいくせいかいれんめい じ む きょくちょう

際育成会連盟事務局 長）

・ジュリア・ホーキンズ（ニュージーランド IHC
し えんしゃ

支援者）

・デイビッド・コーナー（ニュージーランド IHC、
こくさいいくせいかいれんめい り じ

国際育成会連盟理事）
こく

・ティム・ガッド（イギリス・メンキャップ、国
さいいくせいかいれんめいかいけいこう ほ

際育成会連盟会計候補）
こくさいいくせいかいれん

・ラケル・ゴンザレス（イギリス・国際育成会連
めい じ む きょく

盟事務局）

・ラルフ・ジョーンズ（ニュージーランド IHC、
こくさいいくせいかいれんめい じ む きょくちょうけんかいけい

国際育成会連盟事務局 長兼会計）
こくさいいくせいかいれんめい じ む しょ

・マヌエラ（国際育成会連盟ロンドン事務所）

ぎ だい

議題
たいへいよう ち いき ち いきてき ひろ じんこう おお

・アジア太平洋地域は地域的に広く、人口が多く、
こと ば もんだい そ しき ほか ち く そ しき

言葉の問題もある。組織がない。他は地区組織
つう かっこく し えん おこな

を通じて、各国への支援を行っている。
ねん かく ち いき ち いき かいさい よ てい

・２０１１年、各地域での地域フォーラムを開催予定。
こう ほ ち ちゅうごく に ほん か

候補地として、インドや中国、日本など。可
のうせい ば しょ き ひと あつ

能性として、①場所を決めてたくさん人を集め
こと ば もんだい てき

て、言葉の問題をクリアする、②リーダー的な
ひと たいしょう しょうにんずう かいさい しょうにんずう ひと

人を対象に少人数で開催する、③少人数の人
すう こく は けん ち いき なか わ

を数カ国へ派遣する、④地域の中でグループ分

けをする、など。
ねん じんこうちょう さ よ てい

・インドでは２０１１年に人口調査を予定。パリバー
た だんたい きょうりょく

として他の団体とも協 力していく。パキスタ
きょうりょく

ン、バングラディッシュ、スリランカと協 力
かんけい くわ よ

関係があり、ここにアフガニスタンも加わる予
てい

定。
じょうやくこうどう なか み きょう

・条約行動チームの中身。①インクルーシブ教
いく ち いきせいかつ ほうてきのうりょく か ぞく

育、②地域生活、③法的能力、④家族。e―mail
り よう じょうほうきょうゆう

を利用して情 報 共 有をしているので、この
くわ つぎ せ かいかい ぎ

チームに加わってほしい。次の世界会議はアジ
かいさい き ぼう

アのどこかで開催されることを希望する。

かい ぎ ほうこく ぶん か かい ほうこく
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まちぜんたい かん

◆ベルリンの街全体に感じたホスピタリティ

メルボルン（オーストラリア）、アカプル
いくせい

コ（メキシコ）、ベルリン（ドイツ）と育成
かい せ かいたいかい かいしゅっせき かい ぎ

会の世界大会には３回出席しており、会議
す ば こんかい ほん

はどれも素晴らしかったのですが、今回は本
かい ぎ まいにちふくすう ぶん か かい つうやくしゃ

会議だけでなく、毎日複数の分科会に通訳者
に ほん ご い がい はな

がいてくれたことは日本語以外は話すことの
わたし かぎ

できない私にとっては、うれしい限りでした。
ふくすう つうやくしゃ て はい たいへん おも

複数の通訳者の手配などは大変だったと思い
いくせいかい じ む きょく かんしゃ

ますが、育成会事務局にはとても感謝して
かい ぎ

います。会議だけでなくパーティーにおいて
し かいとう つうやく

も、司会等の通訳してくれたこともまたパー
たの

ティーをより楽しむことができたので、あり

がたかったです。
いんしょう のこ

そして、まず印象に残ったのがベルリン
ば しょ み

はあらゆる場所がホスピタリティに満ちあふ
えき きっ ぷ

れていました。駅のプラットフォームで切符
か かた と まど しょく

の買い方で戸惑っていたとき、デパートの食
どう へいてん じ かん す

堂で閉店時間が過ぎていたのにもかかわらず
たいおう た はじ わたし ふ たん かん

対応してくれ、食べ始めた私たちが負担に感
なに い しょく じ

じないように何も言わずにゆっくりと食事

しんせつ

をさせてくれるなど、さりげない親切はとて

もうれしいものでした。
かい ぎ なか はつげん

会議の中でも発言されていたことですが、
し えん かた

あらためてサービスや支援のあり方というの
だれ

は“誰のためのものなのか”というベースに
い しき ひ じょう たいせつ

あるべき意識、これが非常に大切なもので
かんが

あるのではないか、と考えさせられました。

も あ

◆とにかく盛り上がっていた
にち め もよお

さて、２日目に催されたウェルカムパーテ
よう い た

ィーはテーブルが用意されていましたが、立
ひと おお

ってうろうろとしている人の多いテーブルや、
すわ はな こ ひと

座ってじっくり話し込んでいる人のいるテー

ブルなどがありました。ケーキのサービスや
りょう り も おも

料理を持ってきてくれたのかと思いきや、
きゅう はじ とつぜん て と

急にゲームが始まったり、突然手を取られ
つ い いっしょ おど

て連れて行かれ一緒に踊らされたり、サービ
せいしん おうせい たの

ス精神が旺盛でしっかりと楽しませてもらい
ぶ たいじょう おこな かいじょう

ました。舞台上ではライブが行われ、会場
ない た おんがく なが と ざんすがた

内では絶えずどこかで音楽が流れ、登山姿
すうにん ふ

をした数人がホイッスルを吹いてパフォーマ

しゅうねん き ねん

ウェルカムパーティと５０周年記念パーティ

さかい し しょうがいしゃこうせいそうだんしょ

堺市障害者更生相談所
もり しげ き

森 繁樹

かい ぎ ほうこく こうりゅうかいほうこく

４．会議報告：５）交流会報告
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おも えんそうたい

ンスをしていたかと思えば、ドラムの演奏隊
かいじょう ば しょ えんそう

が会場のいろいろな場所で演奏していたり、
べつ ば しょ

また別の場所ではアコーディオンやホーンを
えんそう ひと かいじょうぜんたい おんがくさい

演奏する人がいたりと、会場全体が音楽祭
ふん い き

のような雰囲気でした。

き ねん よ なか

◆記念パーティは夜中まで
つぎ いくせいかい しゅうねん き ねん かい

次に育成会５０周年の記念パーティーの開
し じ かん よる じ よ なか じ

始時間は夜７時から、なんと夜中の１２時まで
おこな おどろ さいしゅうでんしゃ

行われていたのには驚きました。最終電車
かんけい さい ご ざんねん

の関係で最後までいられなかったのが残念で

した。
かいじょう おこな

このパーティーでも、会場のどこかで行
えんそう おと ひび わた

われているライブ演奏の音が響き渡っていま
えんそう なか おお しょうがいしゃ

した。演奏している中には多くの障害者も
ほんとう たの おんがく かな

いましたが、本当に楽しそうに音楽を奏でて
いっしょ

いました。たまたま一緒になったテーブルに
じん だんせい どうせき じ ぶん

は、ドイツ人の男性が同席しており、自分の
のうりょく

つたないコミュニケーション能力でボツボ
こうりゅう ふか

ツと交流を深めたりもしました。
じ かん た ぶ たいぜんぽう

時間が経つにつれ、舞台前方ではテーブル
かた づ つく はじ

を片付けスペースを作ってダンスが始まって
こと ば こころ かよ

いました。言葉がなくても心を通わせること
おんがく す ば

のできる音楽は素晴らしいもので、プロジェ
か し うつ だ なまえんそう あ

クターには歌詞が映し出され、生演奏に合わ
く ひろ

せていろいろなダンスが繰り広げられていま

した。
くに しょうがい かんけい たの

国や障害に関係なく、みんなが楽しんで

いる、インクルージョンというのはこういう
おも いだ

ことではないか、という思いを抱きつつベル

よる

リンの夜はふけていきました。

おお

大がかりなパフォーマンス

も

盛りあがるパーティーのようす

しんしゅつ き ぼつ

神出鬼没のドラマーたち

たいかい なか

〈大会のパーティーの中から〉

かい ぎ ほうこく こうりゅうかいほうこく

４．会議報告：５）交流会報告
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たいかい しめ あたら うんどう

◆メキシコ大会で示された新しい運動モデル
ひら ぜんかい

メキシコ（アカプルコ）で開かれた前回の
せ かいかい ぎ こくさいいくせいかいれんめい ち てきしょうがいとう

世界会議は、国際育成会連盟が知的障害当
じ しゃ うんどう ちゅうしん す つよ

事者をその運動の中心に据えたことを強く
いんしょう かい ぎ

印 象づけた会議でした。そうすることで、
とう じ しゃ か ぞく せんもん か しん

当事者、家族、専門家が真のパートナーとし
れんたい か のうせい じゅうようせい しめ

て連帯していくことの可能性と重要性を示
とう じ しゃ

しました。当事者はそれほどエネルギッシュ
たし えいきょうりょく かい ぎ あた

で確かな影響 力を会議に与えていました。
さいしゅう び かい ぎ そうかつ ば めん

最終日の「会議総括（まとめ）」の場面で
かっこく とう じ しゃだいひょう じゅん び ほんにんけつ

は、各国の当事者代表が準備した「本人決
ぎ はっぴょう かい ぎ ぜん

議」が発 表され、それがそのまま「会議全
たい もっと じゅうよう せんげん

体の最も重要な宣言」となったのです。は
よ てい かい ぎ なか

じめの予定にはなかったのですが、会議の中
かつやく に ほん とう じ しゃ ちから ちゅうもく たい

で活躍する日本の当事者の力に注目した大

かい じ む きょく ようせい に ほん だいひょう けつ ぎ

会事務局の要請で、日本の代表もこの決議
さくせい はっぴょう くわ

の作成と発表に加わりました。
けっ か てき たいかい こくさいいくせいかい

結果的にメキシコ大会はいわば国際育成会
れんめい あたら うんどう しめ

連盟の新しい運動モデルを示したものとして
ちゅうもく

注目されることとなりました。

じ ぶん たいかい だれ じっかん

◆「自分の大会だ！」と、誰もが実感できた
たいかい

ベルリン大会
たいかい しょうがい

ベルリン大会には、障害のあるなしにか
だれ じ ぶん たいかい

かわらず、誰もが「これは自分の大会だ」と
じっかん き かく

実感できるさまざまな企画（アクセシブルキ
かい ぎ なん い ど ひょう じ す いろ かたち

ットや会議の難易度の表示、好きな色や形
じ ぶん ひょうげん よう い

で自分を表現するアートコーナー）が用意さ
かっこく じ まん さくひん

れていました。各国が自慢の作品やパンフレ
なら てん じ ひろ ば ひろ よう

ットを並べる展示広場は、広いスペースが用
い ひと

意されていたにもかかわらず、いつも人でい
め み て ふ たが り

っぱい。目で見、手で触れながらお互いを理
かい ぜっこう ひろ ば じ ぶん じ ゆう

解する絶好の広場でした。自分のことを自由
はな にん き

に話せる「スピーカーズコーナー」も人気で
ぶん か かい ほうこく き おも

した。分科会で報告するのは気が重いけれど、
だれ い

誰でも言いたいことがいっぱいあるのです。
もう こ ば

あらかじめ申し込んでおけば、そのための場

こくさいいくせいかいれんめい たいかい とう じ しゃ ちから

国際育成会連盟ベルリン大会と当事者の力
とう じ しゃしゅたい なが なか

―当事者主体の流れの中で－
ぜん に ほん て いくせいかいほんにんかつどうすいしん い いんかい

全日本手をつなぐ育成会本人活動推進委員会
はな ざき み ち こ

花 崎 三千子

はつげん とう じ しゃ にゅうしょ し せつ ち いきせいかつ ぶん か かい

発言する当事者。入所施設から地域生活への分科会にて。

ほんにんさん か せ かいかい ぎ ほんにん やくわり

５．本人参加：１）世界会議における本人の役割
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しょ じ かん よう い き かく す ば

所と時間が用意されているこの企画は、素晴
さっぽろ さん か とみ た

らしいものでした。札幌から参加した冨田さ
じ ぶん く か ぞく もんだい ほうこく

んが自分の暮らしや家族の問題について報告
ひと

すると、カナダのピープルファーストの人た
ねっしん き い しつもん い けん つぎつぎ と

ちが熱心に聞き入り、質問や意見が次々に飛
だ となり しろ みんぞく い しょう み

び出しました。隣では白い民族衣装に身を
つつ いちだん とお ひとびと

包んだ一団が、通りかかる人々にアラビア
た かお

コーヒーをふるまっています。立ちのぼる薫
たか ゆ げ あくしゅ ほうよう

り高い湯気をはさんで握手や抱擁。これもま
わす ば めん

た忘れがたいコミュニケーションの場面でした。

み おもて ぶ たい とう じ しゃ かつやく

◆見えにくかった表舞台での当事者の活躍
たいかい こくれんしょうがいしゃ けん り じょうやく

ベルリン大会は、国連障害者の権利条約
ていけつ ご はじ ひら せ かいかい ぎ

締結後初めて開かれた世界会議でした。また、
こくさいいくせいかいれんめいせつりつ しゅうねん いわ しゅくさい ば

国際育成会連盟設立５０周年を祝う祝祭の場
よろこ わ れん

でもありました。その喜びを分かちあい、連
たい ちからづよ かくにん も かえ

帯の力強さを確認し、それを持ち帰ること
くに ち いき か

によってそれぞれの国や地域を変えていこう。
たいかい き ほんてき

これがベルリン大会の基本的なコンセプトで
い ぎ じゅうぶん かくにん かい ぎ

あり、その意義は十分に確認できた会議で

した。
わたし こ じんてき かんそう

しかし、私の個人的な感想かもしれませ
とう じ しゃ ちゅうしん す

んが、そのなかで、当事者を中 心に据えつ
とう じ しゃ か ぞく せんもん か れんたい けん り

つ、当事者と家族・専門家が連帯して権利を
か と たいかい しめ

勝ち取ってゆくというメキシコ大会で示され
あたら うんどう せんめい

た新しい運動モデルは、あまり鮮明ではなか
おも ば めん とう じ しゃ

ったように思います。どの場面にも当事者の
だいひょう おや せんもん か いっしょ あ

代 表が親や専門家と一緒にステージに上が
おこな ちから

ってスピーチを行いました。しかし、その力
ぜんたい こうぞう ざんねん

が全体をリードする構造には、残念ながら、

かん たい

なっていなかったように感じました。この大
かい き ねんたいかい か しきてん

会が記念大会として欠くことのできない式典
ぶ ぶん そうとう ちから さ ねん

部分に相当の力を割いたこと、そして１２年ぶ
ひら たいかい

りにヨーローパで開かれた大会として、ヨー
ちゅうきんとう せ かいじゅう

ロッパ、中近東、アフリカをはじめ世界中か
にん ひと さん か

ら２７００人もの人たちが参加し、これまでにな
き ぼ たいかい おもて ぶ たい

い規模の大会になったことなどが、表舞台
い み とう

でプログラムをリードするという意味での当
じ しゃ ちから み

事者の力を見えにくくしたのかもしれません。

とう じ しゃ ちゅうしん ちからづよ

◆当事者こそが中心、そして力強いパート

ナー
かいじょう み とう じ

しかし、会場のどこを見まわしても当事
しゃ すがた おもて ぶ たい かつやく

者の姿があふれていました。表舞台で活躍
ぶん か かつどう かんこう ふく

しなくても、文化活動や観光プログラムも含
つうさんい つ かかん かい ぎ なか かれ そんざい

めて通算５日間の会議の中で、彼らの存在は
じつ おお そんざいかん

実に大きく、そのトータルな存在感そのもの
かい ぎ ぜんたい おお えいきょう あた

が会議全体に大きな影響を与えていたのは
たしか とう じ しゃ も ちょくせつてき あっとうてき

確かです。当事者の持つ直接的で圧倒的な
ちから ものごと うご かん

力が物事を動かすことがはっきり感じられ
かれ そんざい ちから

ました。彼らの存在こそがそのまま力であり、
へんかく

変革のパートナーなのです。
もんだい おや せんもん か とう じ しゃ も

問題は、親や専門家が当事者の持つこうし
せんざいてき ちから けい い

た潜在的な力にどれだけ敬意をはらい、その
うんどう ちゅうしん い ち

運動の中心に位置づけるかということです。
て だ そ しきへんかく ふく

そして、そのための手立てを組織変革も含め
だいたん く た

てどれだけ大胆に組み立てるかといことです。
に ほん いくせいかいうんどう こん ご

こうしたところに日本の育成会運動の今後の
か のうせい あらた かんが

可能性がかかっていることを改めて考えさせ
たいかい

られた大会でした。

ほんにんさん か せ かいかい ぎ ほんにん やくわり

５．本人参加：１）世界会議における本人の役割
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けん り かんが

どんな権利があるのかを考えよう
とうきょう と ち てきしょうがいしゃいくせいかいほんにん ぶ かい かい

東京都知的障害者育成会本人部会ゆうあい会
たてもり ひさあき

館森 久秋
じ ぶん い

◆自分らしく生きていくためのレシピ
せ かいかい ぎ

世界会議がドイツ・ベルリンでありました。
がつ にち かい ぎ にち にち

６月１５日にプレ会議があり、１６日から１９日ま
かい ぎ かいかいしき

で会議があり、開会式ではダイアン・リッチ
かいちょう ぜん せ かい しょうがい

ラー会長のあいさつがあり、「全世界の障害
ひと きょうつう じ ぶん い

のある人たちが、共通に自分らしく生きて
ひつよう はなし

いくためのレシピが必要です」と話がありま

した。
にち ご ご ぶん か かい しょうがいしゃ けん り じょうやく

１６日午後には分科会「障害者の権利条約
はいけい げんじょう けん り

の背景と現状」（どのような権利があるのか、
じょうやく ひつよう さいしょ

なぜ条約が必要なのか）で、まず最初にニ
し こくれん

ュージーランドのデビット氏から、国連とは
なに こくさいきょうりょく たっせい せつりつ

何か、国際協 力を達成するため設立された
しょこっ か そ しき おお くに か めい

諸国家の組織であり、多くの国が加盟してい
せつめい

ます、と説明がありました。

けん り

◆どのような権利があるでしょうか
ち いき く けん り きょういく う けん り

地域で暮らす権利、教育を受ける権利、
けんこう たい けん り し ごと けん り

健康に対する権利、仕事をする権利。
わたし ち いき なに ひつよう

私たちが地域でくらすには、何が必要でし
す し ごと

ょうか。どこに住み、どんな仕事をして、ど
せいかつ

んな生活をしていけばいいのでしょうか。
もんだい い

問題がおきたらどこへ行けばいいのでしょ

うか。
とき ほんにんかつどう ひつよう おも

そういう時こそ「本人活動」が必要だと思

います。
とも つく

友だちを作り、なやみをうちあけたりして
ゆうこう ふか ひつよう おも

友好を深めることが必要だと思います。

よ

◆そのために、どうしたら良いでしょうか。
よ し えん ひと

まわりに良い支援をしてくれる人がいるで
し えん ひつよう

しょうか。またどのような支援が必要なので
ひつよう し えん うった ひつ

しょうか。必要な支援を訴えていくことが必
よう

要です。
なに ひつよう ち いき す

何が必要でしょうか。地域で住むにはグ
よ し ごと

ループホームがありますが、良い仕事がある

でしょうか、そのためにはどうしたらいいで

しょうか。
し

ニュージーランドのデビッド氏から、ニ
さいていちんぎん い か

ュージーランドは最低賃金以下でした。でも
うんどう つよ い

運動を強めていると、言っていました。
けんじょうしゃ しょうがいしゃ とも ち いき く

健常者も障害者も共に地域で暮らしてい
ひつよう

くことが必要です。

ぶん か かい はっぴょう たてもり

分科会で発表する館森さん。

ほんにんさん か に ほん さん か ほんにん かんそう

５．本人参加：２）日本から参加した本人の感想

―64―



いくせいかい せ かいかい ぎ たいかい

育成会世界会議ドイツ大会
トゥモローくしろ

すぎさわ てつ や

杉澤 哲哉
にち め がつ にち

◆１日目：６月１５日
ご ご ほんにん じゅん び かい ぎ さん か

午後から本人のための準備会議に参加し
わ わたし ユーエーイー ほん

ました。グループに分かれ、私はUAEの本
にん ほんにん おな

人やカナダの本人たちと同じグループになり、
つぎ い けん で

次のような意見が出ていました。
ゆうじん つく せ かい ほんにんかつどう し じ ぶん

●友人を作り、世界の本人活動を知り、自分
ほんにんかつどう い

たちの本人活動に生かしたい。
せいかつ たの こま

●生活していて楽しいことや、困ったことを
し

知りたい。
ほんにんかつどう ないよう し

●本人活動の内容を知りたい。
ひと

●カナダの人たちからピープルファーストの
かつどう まな

活動を学びたい。
ことがら にんげん

●すべての事柄を人間としてあつかわなけれ
にんげん すがた う

ばいけないし、人間はあるがままの姿を受
と

け止めなければいけない。
へい わ いっしょ す こと だい じ

また、「平和に一緒に住む事が大事でもい
しつもん

ためつけられたなら？」という質問があり、
ぼうりょく う じ ゆう

「暴力を受けない自由というのがあるので
い ほうこう い うった こた

違法行為として訴えられる」と答えたり、「ニ
し ごと

ュージーランドでは仕事をするとちゃんと
きゅうりょう しつもん いち

給 料がもらえますか？」という質問に、「一
ぶ さいていちんぎん い か

部では最低賃金以下しかもらえない」など、
くに ひと ぎ ろん

さまざまな国の人で議論しました。
しょうがいしゃけん り じょうやく ふくすう しょう

ちなみに、障害者権利 条 約は複数の障
がい も ひと たいしょう

害を持っている人でも対象になるようにで

つく ぜんぶん か ぞく

きている（作られている）し、前文では家族
やくわり うた

の役割についても謳われています。

また、ザンビアのクインシー・ミウィヤさ

んのプレゼンでは、
か ぞく ほんにん せいちょう

●家族は、本人が成長していくうえでのサ
たが だい じ

ポーターなのでお互いに大事にする
だれ い ほうこう い う ば あい

●誰かに違法行為を受けた場合は、プロト
い ふ ふくもう た

コールと言う不服申し立てができる
はっぴょう さん か しゃ

という発表があり、参加者からは
どくりつ せいかつ

●オーストリアでは独立した生活ができてい

ない
か もの こうけんにん い

●買い物がしたくても後見人がノーと言えば

できない
けっこん こうけんにん い

●結婚したくても後見人がノーと言えばでき

ない
ち いき す けん り だれ

●地域で住む権利は誰にでもあるのに、ドイ
ちゅうおう ぶ す ほんにん さ ぎょう

ツの中央部に住む本人のほとんどは作業
しょ し ごと

所での仕事しかさせてもらえないのはおか

しい
い けん

という意見がありました。

◆レセプションパーティ
がっ き えんそう やまのぼ

まず、楽器演奏があり山登りをするときの
かっこう にんぐみ ふえ ふ かっ

格好をした５人組が笛を吹いて、メイドの格
こう ひと くば こう じ

好をした人がチョコレートを配り、工事をす

ほんにんさん か に ほん さん か ほんにん かんそう
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かっこう ひと ある はな つ や たい

る格好をした人が歩いたり、花を積んだ屋台
ひ き へいたい かっこう こ てきたい こう

を引いたり、騎兵隊の格好をした鼓笛隊の行
しん かっこう しょう

進があったり、ナースの格好をしたダウン症
だんせい きゅうきゅうたい やく

の男性がメイドと救 急隊の役をしていまし

た。
た もの しゅるい

食べ物は、パンが２種類、ミニハンバーグ、
にんじん だいこん に

パプリカと人参と大根のスープ煮、トマトと
くし

パセリとチーズの串、ぶどうとパセリとチー
くし の もの あか しろ あか

ズの串。飲み物は赤ワイン、白ワイン、赤ス
しろ

パークリングワイン、白スパークリングワイ
たんさんすい

ン、炭酸水、オレンジジュースでした。

か め がつ にち

◆２日目：６月１７日
ぜんたいかい か ぞく ほんにん いっしょ かつどう しょう

全体会３：家族と本人が一緒に活動して、障
がいしゃ けん り じょうやく じつげん

害者の権利条約を実現しよう

・ミア・ファラーさん（レバノン）
おや せい ふ きょういくぶん や り かい ひつよう

●親や政府、教育分野の理解が必要
ほんにん のうりょく し やくわり

●メディアは本人の能力を知らせる役割を
にな ほ

担って欲しい
ほんにん のうりょく おや ち いき

●本人の能力、スキル、親のスキルは地域
い じゅうよう

で生きていくのに重要
ほんにん じ ぶん か

●本人が自分のできること、変えたいことを
みずか い

自ら言ってきた
ほうりつ けん り うた

●レバノンの法律は権利についてかなり謳っ

ている

・エレナ・デルボーさん（アルゼンチン）
しょうがいしゃ こえ き だい じ

●障害者の声を聴くことが大事
さ べつ う おな がっこう かよ

●差別を受けずに同じように学校に通えるこ
だい じ

とが大事
ほんにん せきにんのうりょく ないよう

●本人の責任能力によってサポートの内容

か

も変わる

・マル・ドライヤーさん（ドイツ）
こうどうけいかく けん り じょうやく い

●行動計画のなかに権利条約をどう入れる
もんだい

かが問題
せつ び し せつ ていきょう

●さまざまな設備や施設でサービスを提供
だんたい おお

している団体が多くある
じょうやく じっこう

●条約を実行することがゴール

・ローンズ・アゼルマイヤーさん（ドイツ）
しょぞく だんたい かんれんだんたい

●所属している団体の関連団体が６８０もある
ひと しょうがいしゃ たい たいおう か

●どんな人であれ障害者に対する対応を変

えなければいけない
ぶん か かい ほんにんかつどう

分科会３．１．：本人活動のエンパワ一メント、
じ ぶん こえ だ ちから え

自分で声を出す力を得よう
し かい

司会：アンドリュー・ドイルさん（スコット

ランド）

プレゼンター：デビッド・コナーさん（ニ

ュージーランド）、ミア・ファラーさん（レ

バノン）、クインシー・ミウィヤさん（ザン

ビア）、ハイデー・バックス（パナマ）
い けん

・デビッド・コナーの意見
はな まえ

●エンパワメントのことを話す前にセルフ・
せつめい かんたん

アドボカシーの説明を簡単にします
けん り よう ご

●セルフ・アドボカシーは権利擁護のことで、
じゅうよう つた だい じ

みんなの重要なことを伝えるのが大事で

す
けん り しゅちょう

●エンパワーメントは権利主張のことで、
つよ い み こ

もっと強くなろうという意味も込められて

いる
い けん

・クインシー・ミウィヤの意見
じ ぶん しゅちょう

●自分たちのことを主張するのがエンパワ

ほんにんさん か に ほん さん か ほんにん かんそう
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メント
い けん

・ハイデー・バックスの意見
ひと あつ

●パートナーシップとは、いろいろな人が集
とも ぎ ろん さ ぎょう

まり、共に議論、作業すること
だんたい しょぞく じょせい しょう

●いくつかの団体に所属していて、女性の障
がいしゃだんたい しょぞく じょせいしょうがいしゃ

害者団体にも所属していて、女性障害者
けん り うった

の権利も訴えている
さん か しゃ い けん

・参加者の意見
ねん

●１９９４年にハンブルグでピープル・ファース
た あ

トを立ち上げたがうまくいっていない
つか かた はな

●ツールの使い方について話したい
じょうほう つた

●情報をわかりやすく伝えることと、いつ
にゅうしゅ か のう じょうたい だい じ

でも入手可能な状態にするのが大事
へんしん か こう まえ つか ひと

●ルールとして返信、加工する前に使う人を
さんかく か こう わ こと

参画させて加工することと分かりやすい言
ば みじか こと ば

葉、短い言葉でまとめる

か め がつ にち

◆４日目：６月１８日
ぜんたいかい か ぞく ほんにん いっしょ かつどう しょう

全体会４：家族と本人が一緒に活動して、障
がいしゃ けん り じょうやく じつげん

害者の権利条約を実現しよう

・ロベルト・レアル（アメリカ）
けん り そくしん こと しょうがいしゃ ほか ひと おな

●権利を促進する事で障害者も他の人と同
けん り い

じように権利を生かせる
たい こえ あ

●インクルージョンに対して声を上げること
め ざ たっせい

で目指していることを達成するきっかけに

なる

・ヨハン・テンゲゾンダム
たが くに

●グローバライゼーションとはお互いの国が
たす あ

助け合うこと
イーユー しょうがいしゃ もと はんえい

● EUには障害者の求めるものを反映して

だい じ

もらうことが大事
ぶん か かい ち いき じ りつ く

分科会４．４．：地域で自立して暮らせるために

・デビッド・コナー（ニュージーランド）
ほんにん じ りつ

●ニュージーランドの本人は、みんな自立を
め ざ じ りつ ほんにん

目指しているし、自立ができている本人も
おお

多い

・スチュワート・リグ（イギリス）
ア ド ヴ ァ ン ス だんたい ち いき

●「ADOVANSE」という団体があり、地域
じ りつせいかつ

で自立生活のサポートをしている
やく にん しょうがいしゃ いえ しょゆう

●イギリスでは約６００人の障害者が家の所有
けん も

権を持っている

・リチャード・ルソン（カナダ）
しょぞく

●カナダのピープル・ファーストに所属して

いる
せい ふ し せつ い あんぜん おも

●政府は施設に入れれば安全だと思っている
い なに き

が、入れられたら、何もかも決められてし
おや し せつ あ こ

まうし、親も施設まで会いに来られない
じ ぶん この ち いきせいかつ じつげん

●自分の好む地域生活を実現してくれること
おも

が、インクルージョンだと思っている

・アリアル・ワイスナター（アメリカ）
カ デ ィ マ だんたい かつどう

●「Kadima」という団体で活動している
ほんにんかつどう か かつどう かのじょ

●本人活動家としても活動していて、彼女も
ほんにんかつどう か

本人活動家
りょこうだい り てん し ごと

●旅行代理店のオペレーターのような仕事を
りょこう じ こうくうけん はっこう

して、旅行時の航空券の発行もしている
りょうしん

●両親がメキシコにいたため、ヘルプをな
え

かなか得られないのがバリアになっていた
のうりょく

●キャパシティービルディングという能力
かいはつ カ デ ィ マ おこな

開発を「Kadima」では行っている
へ しゅうろう

●このプロセスを経て就労につながる

ほんにんさん か に ほん さん か ほんにん かんそう
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ぜんたいかい かんぜん し みんけん

全体会５：完全な市民権について
し かい

司会：デビッド・コーナー（ニュージーラン

ド）

・スィー・スワソン（アメリカ）
せいかつ なか けん り かんが

●生活をしていく中での権利を考えるのが
じゅうよう

重要
せいかつ けん り けんこう まも し ごと けん り

●生活する権利、健康を守る仕事をする権利
だい じ

なども大事

・マーク・ゴードリング（イギリス）
がくしゅうしょうがい ひと けんこう わる かか

●学習 障害の人は健康が悪いにも関わらず、
てきせつ

適切なサービスがない
がくしゅうしょうがい も

●マーク・ライアンという学習 障害を持っ
ひと にゅういん にち し

ている人が入 院して２６日で死んだ、その
り ゆう しょく じ あた

理由は食事を与えられなかったから
ただ

●「ゲット・イン・ライト（それを正しくし
かか こ とし がつ けん り かん

よう）」を掲げて今年７月に権利に関する
おこな

キャンペーンを行う

・ケニス・エキンドウ
せ かい にん しょうがいしゃ きょういく う

●世界で２５００万人の障害者が教育を受けら

れていない

・ピーター・マーシュ（ドイツ）
けんぽう めいかく

●ドイツでは憲法がどんなものなのか明確に

れていない
きょういく う てきせつ はんだん ひつよう

●教育を受けるための適切な判断が必要

◆コングレイスパーティー
こ てきたい えんそう こうしん うた

鼓笛隊による演奏をしながらの行進と歌、
キ ャ ラ バ ナ バ ン ド おんがく

KARAVANABand というデンマークの音楽
うた

ユニットによる歌。
た もの なま や さい

食べ物は、パン、生野菜、マカロニ、ビー

フシチュー、ゆでじゃがいも、いももち、サー
に

モンのクリーム煮、オペラアイスクリーム。
の もの たんさんすい

飲み物は、炭酸水、オレンジジュース、コー
りょくちゃ あか しろ

ヒー、緑茶、ビール、赤ワイン、白ワイン

か め がつ にち

◆５日目：６月１９日
ぶん か かい みな さん か

分科会６．７．：いつでもどこでも皆が参加でき
しゃかい

る社会をめざす
し かい

司会：クインシー・ミウィヤ（ザンビア）、

ヘレン・ホーランド（ノルウェー）のプレゼ

ン
わたし むす こ しょう

●私の息子はダウン症です
ねんまえ ほうりつ かいせい こ じん じゅう

●２０年前に法律を改正し、個人サービスを充
じつ

実させるようにした
ほうりつ か ひと たい ど か

●法律は変えても人の態度が変わらないのが
いちばん しょうへき

一番の障壁
ていきょう こ

●グループへサービスを提供するよりも個
べつ ていきょう

別にサービスを提供したほうがコストを
ほうほう し

かけないですむ方法をいくつも知っている

・セタナ・ヘリシビック（クロアチア）
じ ぶん なに き

●自分では何も決めさせてもらえず、すべて
き

スタッフが決めていた
ち いき く ひと

●スタッフに地域で暮らしている人よりもい
せいかつ い り ゆう

い生活をしていると言われた。その理由は
し ごと りょう り つく

仕事もしなくてもいいし、料理も作られ
で す

たものが出てくる。まるでホテルで過ごし
い

ているようじゃないかと言われた。
し せつ く ち てきしょうがいしゃ ひと ほんとう

●施設で暮らす知的障害者の人にも本当の
せいかつ し

生活を知ってほしい

・マリアナ・ブランザロバ（ブルガリア）

ほんにんさん か に ほん さん か ほんにん かんそう
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え おお ど め せ かいかい ぎ

得たものが多かった、2度目の世界会議
さっぽろ と けいだいてん

スワンカフェ＆ベーカリー札幌時計台店
みつつか ゆう た

三塚 勇太

にんげん そんげん まも

●ソーシャルケア・ホームで人間の尊厳を守
し ごと

るための仕事をしている
しょうがい こ う びょういん のこ

●「障害のある子が生まれたら病院に残し
い り ゆう しょうがい

なさい」と言われた。その理由は障 害の
こ そだ かた おし じょうほう

ある子の育て方を教える情報がなかった

から
だんたい しょぞく かつどう

●パデックという団体に所属して活動してい

る

へいかいしき

◆閉会式
じょうえいかい たいかいしょにち か め

ビデオ上映会では大会初日から４日目の
じょう

コングレイスパーティーまでのようすが上

えい えいぞう わたし うつ

映されました。その映像に私も映っていてち

ょっとうれしかったです。そのあと、ダイア
むす こと ば

ン・リッチラーさんの結びの言葉があり、そ
ねん はたら はじ とう じ

のなかで、１９７１年に働き始めた当時、グルー
せい ど あたら おも い

プホームという制度が新しいと思ったと言っ

ていました。そのあとにランバ・サンバとい
ち てきしょうがい ひと ひと

う知的障害のある人とない人のバンドによ
うた

る歌がありました、
たいかい つう おお ひと で あ おお じょう

大会を通じ、多くの人と出会い、多くの情
ほう し こと わたし おお しゅうかく

報を知る事ができて私にとって大きな収穫

となりました。

ど め せ かいたいかい

◆２度目の世界大会
がつ にち みな しょく

６月１２日にジャンプレッツの皆さんと、職
いん いっしょ せ かいたいかい さん

員と一緒にドイツ・ベルリンの世界大会に参
か いくせいかい せ かいたいかい ねん いち ど

加しました。育成会の世界大会は４年に一度
ぼく ぜんかい たい

あり、僕は前回のメキシコ・アカプルコの大
かい さん か ぜんかいさん か

会に参加したことがあったので、前回参加し
ひと あ たの

た人たちに会うのがすごく楽しみでした。そ
こんかい ぜんかい おお にんずう い

して今回は、前回より多い人数で行くことが
き さん か しゃ

決まっていて、ジャンプレッツの参加者のほ
はじ かいがい みな

とんどが初めての海外だったので、皆さんの
おも さん か き

サポートができればいいな、と思い参加を決

めました。ジャンプレッツのグループは２グ
さき い ぼく こうどう

ループあり、先に行くグループで僕は行動し

ました。

に ほん ひと ごうりゅう

◆日本の人たちと合流し、ベルリンへ
にち め さっぽろえき しん ち とせくうこう む

１日目は、札幌駅から新千歳空港に向かい
ぜんかい たいかい せ わ

ました。そこで前回の大会でお世話になった
みつます ごうりゅう みつます せんとう

光増さんと合流し、光増さんが先頭になって
ひ こう き なり た くうこう む みな こく

飛行機で成田空港に向かいました。皆さん国
ない りょこう な あんぜん なり た くうこう

内の旅行は慣れていたので、安全に成田空港
とうちゃく ひ なり た いっぱく

に到 着し、その日は成田のホテルで一泊し、
ふ つ か め あさ なり た む

２日目の朝に成田からパリに向かいました。
ひ こう じ かん じ かん ながたび ちい

飛行時間は１３時間の長旅で、小さいトラブ
ぶ じ くうこう つ

ルがありながらも無事にパリの空港に着きま
に ほん ち ほう さん

した。そこで、日本のさまざまな地方から参

ほんにんさん か に ほん さん か ほんにん かんそう
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か ひと りょこうがいしゃ てんじょういん ごうりゅう

加した人たちや旅行会社の添乗員と合流し
ひと ぜんかい たいかい いっしょ

ました。ほとんどの人が前回の大会で一緒だ
ひと せっきょくてき みな こうりゅう

った人だったので、積極的に皆さんと交流
あと ひ こう き

ができました。その後、飛行機でベルリンに
む じ かん い じょう つ

向かい、２時間以上かけてホテルに着きま
ぜんかい おな ごう か かん

した。前回と同じくらいの豪華なホテルに感
どう みな じ さ な

動しながらも、皆さんが時差に慣れていなか
あと ひ

ったので、ミーティングの後、その日はすぐ
ね

寝ました。
み っ か め だい

３日目は、ジャンプレッツの第２グループ
ごうりゅう かい ぎ さん か

と合 流し、プレ会議に参加しました。プレ
かい ぎ こく ひと すう

会議には、１０カ国ぐらいの人たちと数グルー
わ さん か り ゆう はな

プに分かれ、それぞれ参加した理由などを話
あ こうりゅう ふか ぼく

し合い、交流を深めました。そこで僕は、
ない はな あ きんちょう

グループ内で話し合ったことを（かなり緊張
はっぴょう

しましたが）なんとか発表することができ

ました。
かいかいしき やく こく ひと さん か

開会式は、約５０カ国くらいの人たちが参加
かっこく とう じ しゃ ひと じ ぶん くに

していて、各国の当事者の人たちが自分の国
こっ き も にゅうじょう ごう か えんそう あと

の国旗を持って入 場し、豪華な演奏の後、
こくさいいくせいかいれんめい だいひょう かいかいせんげん

国際育成会連盟の代表の開会宣言などがあ
き ぼ おお かいかいしき

りました。規模が大きな開会式でしたが、グ
ひと さん か ふん い き

ループの人たちも参加しやすい雰囲気でした。
よる さん か

その夜、ウェルカムパーティーに参加し、バ
えんそう も あ

ンド演奏やパフォーマンスで盛り上がり、い
くに ひと めい し しゃしん と

ろいろな国の人と名刺や写真を撮ったりと、
こうりゅう

交流しました。

かいがい ひと せっきょくてき こうりゅう

◆海外の人と積極的に交流
よ っ か め い こう ぶん か かい くに な

４日目以降は、分科会はそれぞれの国の名

まえ どう じ おこな に ほん ご

前のフロアで同時に行われており、日本語の
つうやく はい ぶん か かい さん か ぶん

通訳が入っている分科会に参加しました。分
か かい ぜんたいてき たと

科会は全体的にビデオやわかりやすい例えで
おこな さん か

行われていて、とても参加しやすいもので
とく くに ひと い けん い

した。特にほかの国の人たちは、意見を言う
しゅちょう つよ ほん き うった

ときに主張がとても強く、本気で訴えかけ
かん つた

てる感じがすごく伝わってきました。
ぶん か かい みな

分科会のあとは、ジャンプレッツの皆さん
かい ぎ おこな

と「ポツダム会議」が行われたツェツィリン
きゅうでん こうえん かん

エンホフ宮殿やサンスーシー公園などを観
こう

光し、スピーカーズコーナーでジャンプレッ
とみ た み い

ツの冨田さんのスピーチを見に行きました。
とみ た ひ しょくいん ねん い

冨田さんはこの日のために職員さんと念入
う あ れんしゅう ほん

りな打ち合わせと練習をしていました。本
ばん ひと き なか じ ぶん

番では、たくさんの人が来てくれた中、自分
お た はな

の生い立ちをしっかり話していて、スピーチ
ご しつもん

後ではたくさんの質問がありありました。
さいしゅう び ぜんじつ たいかい き ねん さん か

最終日前日に大会記念パーティーに参加
い じょう ごう

しました。そこではオープニング以上に豪
か りょう り げん ち とう じ しゃ

華な料理と、現地の当事者パフォーマンス
おこな おおもり あ よるおそ

が行われ、みなさん大盛上がりで、夜遅くま
つづ

で続いていました。
よくじつ へいかいしき お ちか

翌日、閉会式も終えたあと、近くのデパー
みや げ か い あいだ てん

トでお土産を買いに行きました。その間、添
じょういん み や げ

乗員さんのサポートのおかげでいいお土産
か てんじょういん

をたくさん買えました。そして、添乗員さ
せんとう くうこう む こま

んを先頭にパリの空港に向かい、いろいろ細
ぶ じ なり た つ

かいトラブルもありながらも無事に成田に着
てんじょういん わか あと なり た

きました。添乗員さんと別れた後、成田で
いっぱく みつます せんとう さっぽろ あんぜん かえ

一泊し、光増さん先頭に札幌まで安全に帰れ

ほんにんさん か に ほん さん か ほんにん かんそう

５．本人参加：２）日本から参加した本人の感想
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なか ま たの たび

仲間と楽しい、フランス・ドイツの旅
し ば た し て いくせいかい ほんにん かい

新発田市手をつなぐ育成会・本人の会スマイル
たかやなぎ けん

高柳 健

かいさんしき お

ました。そして、グループの解散式を終えた
ま さき む ほうこく

あと、真っ先に「むぎのこ」に向かい、報告
みや げ わた よろこ

とお土産を渡したらみんなとても喜んでいま

した。

こんかい たび しょくいん はじ

今回の旅では、職員さんを始め、たくさ
ひと なか かいてき りょこう

んの人のサポートの中で快適な旅行ができて、
え たび

得たものがとてもたくさんあったいい旅でし

た。

◆まずはフランスへ
わたし がつ こくさいいくせいかいれんめい せ かいかい

私は６月にあった国際育成会連盟の世界会
ぎ い

議にドイツとフランスに行ってきました。フ
まち おお まち なか ば しゃ

ランスは街が大きくて、街の中に馬車がいま
かんこう か もの けんぶつ

した。観光や買い物、見物をしました。エッ
とう いちばんおも で のこ

フェル塔が一番思い出に残っています。フラ
みつこし かあ くちべに か

ンスの三越デパートでお母さんに口紅を買い
となり みせ た

ました。隣の店でラーメンを食べました。

せ かいかい ぎ かんこう

◆世界会議と観光
せ かいかい ぎ さん か

ドイツでは世界会議に参加しました。いろ
くに ひと きんちょう かい

いろな国の人たちがいて緊張しました。会
ぎ ないよう わたし むずか

議の内容は私には難しかったので、よくわか
くに ひと

りませんでしたが、よその国の人たちがたく
い けん い おも

さん意見を言っていたのですごいと思いまし
さい ご わたし す え えが

た。最後に私の好きな絵を描くことができま
じ ぶん す えが い

した。自分の好きなものを描いてもいいと言
わたし し ば た し

われたので、私は新発田市で「よさこい」
はた なる こ え

のチームで旗をふっているので、鳴子の絵を
えが え よこ は

描きました。絵はステージの横に貼ってもら

いました。

しんごう き よこ

ドイツでおどろいたのは、信号機が横につ
わたし しんごう き なか

いていました。私はドイツで信号機の中の
え えが か ほか

絵が描いてあるTシャツを買いました。他
か の

にビールを買って飲みましたがとてもおいし
た し えん

かったです。ソーセージも食べました。支援
しゃ かばさわ さ とう なか ま つね き

者の樺沢さんと佐藤さんと仲間の常木さんと
いっしょ りょこう たの

一緒の旅行は楽しかったです。

え か たかやなぎ

アートコーナーで絵を描く高柳さん。

なる こ え かんせい

鳴子の絵の完成です。

ほんにんさん か に ほん さん か ほんにん かんそう

５．本人参加：２）日本から参加した本人の感想
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ねん ご さん か

４年後も参加したい
し ば た し て いくせいかい ほんにん かい

新発田市手をつなぐ育成会・本人の会スマイル
つね き だいすけ

常木 大輔

たいかい さん か

ドイツ・ベルリン大会に参加して
しょうなん

湘南にじ
うえまつ

植松 さやか

だいまんぞく たび

◆大満足だった旅
ぼく がつ にち よ う かかん

僕は、６月１３日から８日間、ドイツのベル
い き はじ かいがい こくさい

リンへ行って来ました。初めての海外、国際
いくせいかいれんめい せ かいかい ぎ さん か かいかい

育成会連盟の世界会議に参加しました。開会
しき ぶん か かい たいかい き ねん へいかいしき

式と分科会と大会記念パーティーと閉会式に
しゅっせき ないよう

出 席しました。内容は、むずかしくてあん
べんきょう

まりわからなかったけど、いい勉強になっ
おも せ かい ひと こうりゅう

たと思います。世界の人と交流してうれし

かったです。
つぎ かんこう さいしょ

次に、観光についてです。まず最初に、フ
つ とう がいせんもん けん

ランスに着いて、エッフェル塔や凱旋門を見
がく つぎ ひ はい

学しました。次の日に、ドイツに入り、ブラ
もん かべ じ き ゆうめい

ンデンブルク門やベルリンの壁、磁器で有名
まち み に

なマイセン、ドレスデンの町を見ました。日
ほん ふうけい ぜんぜんちが かんどう

本の風景と全然違って感動しました。あと、
しゃしん と

写真をいっぱい撮りました。ドイツのビール

りょう り た

や料理を食べました。おいしかったです。

◆ドイツのマクドナルド
ぼく はたら

僕はマクドナルドで働いているので、ホテ
ちか い か

ルの近くのマックに行ってセットを買いまし
はじ かいがい い べんきょう

た。初めて海外のマックに行って勉強にな
き ちょう おも で つぎ

りました。貴重な思い出になりました。次
ねん ご さん か おも

は４年後、また参加できたらいいなあと思い
みな さん か

ます。皆さんもぜひ参加してみてくださいね。

ドレスデンにて

わたし せ かいたいかい さん か

私は、はじめて、世界大会に参加しました。
かいかい

さいしょは、きんちょうしました。開会しき
とき くに み

の時、いろんな国のはたを見たときに、これ
おも

からはじまるんだな、と思いました。ドキド

わたし

キしました。私は、けんりについてのべん
じ ぶん かあ

きょうをしました。自分のことは、お母さん
じ ぶん

よりさきに自分できめるとべんきょうしまし
え ジ ャ パ ン

た。絵もかきました。「JAPAN」とかいてう

ほんにんさん か に ほん さん か ほんにん かんそう

５．本人参加：２）日本から参加した本人の感想
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たいかい さん か

ドイツ・ベルリン大会に参加して
とうきょう と ち てきしょうがいしゃいくせいかいほんにん ぶ かい かい

東京都知的障害者育成会本人部会ゆうあい会
なかむら ゆう み

中村 悠未

え

れしかったです。絵をはってもらってしゃし

んをとりました。あとは、ベルリンのところ
い おんがく き

にも行きました。ベンツにのって、音楽を聴
い わたし ね

きに行きました。私は、寝てしまいました。
でんしゃ の いぬ じ てんしゃ

電車にも乗りました。犬や自転車がのってい

るのでびっくりしました。ゲットーやベルリ
かべ い

ンの壁ののこりもみたり、ペルガモンに行っ
きょうかい い

たり教会にも行きました。ホテルでイギリ
じん し

ス人と知りあいになりました。よかったです。

サッカーもおうえんしました。

さくひん まえ

アート作品の前にて。

◆びっくりすることがたくさん
がつ にち ほんにん じゅん び かい ぎ しゅっせき

６月１５日、本人のための準備会議に出席
にん たい

しました。７～１０人くらいのグループで、大
かい はな あ かいかいしき

会について話し合いました。開会式、いろい
ひと はなし

ろな人のあいさつの話はむずかしかったです。
かっこく はた にゅうじょう に ほん はた おも

各国の旗の入 場、日本の旗をもちたいと思
ざんねん

いましたが、ジャンケンでまけてしまい残念

でした。
ひる

お昼ごはんはサンドイッチ・スープ・パス
みず たんさんすい

タみんなおいしかったです。お水は炭酸水ば
た た

かりでした。いつも立って食べていました。
やす じ かん とき

お休み時間の時のコーヒーとプチケーキがと

てもおいしかったです。
い なが

ドレスデン・マイセンに行きました。長い
じ かん はし ふうりょくはつでん しろ ふうしゃ

時間バスで走っても風力発電の白い風車と
はたけ つづ ひろ かん

畑が続いていてドイツは広いと感じました。

はい かね はら

トイレに入るのにお金を払わないといけない
ひろ ば た

のでビックリしました。広場をかこんで建っ
くに しろ

ているので、おとぎの国の城のようでした。
いし みち ある

石の道なので歩きにくかった。マイセンでは、
さら か

ステキなお皿や花ビンがありました。

はな あ ないよう

◆話し合いの内容はむずかしかったけど
に ほん みせばん お づる

日本のブースでお店番をしながら、折り鶴
お がいこく ひと

を折っていたらたくさんの外国の人があつま
つる お がみ て

ってきました。できた鶴の折り紙を手にもっ
み

てジーっと見ていました。
に ほん ご つうやく き なが じ かん

日本語の通訳を聞くイヤホーンを長い時間
みみ

つけていると耳がいたくなってしまいました
いっしょう き

が、一生けんめい聞きました。
たいかい とき おな

大会パーティーの時、同じテーブルのドイ
ひと すこ たの はなし

ツの人たちと少しだけ楽しい話ができました。

ほんにんさん か に ほん さん か ほんにん かんそう

５．本人参加：２）日本から参加した本人の感想
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たいかい い

ドイツ・ベルリン大会に行って
か な がわけんほんにん かい き ぼう

神奈川県本人の会希望
こ なが や ひでたか

小長谷 英高

うけつけ とき

受付の時、もらったカード・レッドカード＝
はっかっけい

八角形（わかりません）・イエローカード＝
し かっけい すこ

四角形（少しわかりません）・グリーンカー
さんかっけい なか わたし

ド＝三角形（わかりました）の中で私はイエ

ローカードかな…？ です。
そでやま はなし なか よ たす あ たい

袖山さんの話で、仲良く助け合うことが大
せつ おも くに ひと

切だと思いました。でも、ほかの国の人たち
はなし き に ほん

の話を聞いて、日本はいろいろなことで、め
おも

ぐまれているかもしれないと思いました。
じ ぶん じ ぶん き じ ぶん

これからは自分のことを自分で決めて自分

い おも

で言えるように、がんばりたいと思います。

たいかいかいじょう

大会会場にて

ぜんかい たいかい さん か しゃ

前回メキシコ大会より参加者がおおかった

のでびっくりしました。
こんかい そでやま はなし しょう

今回は、袖山さんの話をききました。「将
らい せいかつ

来の生活」というはなしがありました。
おも

ぼくは、このはなしをきいて思ったことは、
しょうがい

とてもたいへんだということでした。障害
しゃ ひと がっこう がっこう

者の人たちの学校がすくないために学校にい
ひと

けない人たちがいるというはなしがありまし

た。
ち いき

「地域でどのようにくらしたいか」という
しょうがいしゃ

はなしがありました。障害者たちがくらす、

グループホームがすくないという、はなしが

ありました。
しょうがいしゃ

ぼくは、障害者がくらすためにはもっと
おも

グループホームをたくさんつくればいいと思

ひと

いました。カナダの人たちもグループホーム

をつくればいいとはなしをしていました。

ほんにんさん か に ほん さん か ほんにん かんそう

５．本人参加：２）日本から参加した本人の感想
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かいかいしき に ほん はた も

開会式で日本の旗を持ちました さっぽろ かい

札幌みんなの会
の みや ひろみち

野宮 裕道
おも に ほんだいひょう

◆思いがけない日本代表
ぼく はじ せ かいたいかい い だい かい

僕が初めて世界大会に行ったのは第１４回、
ねん がつ ひら

２００６年１１月にメキシコのアカプルコで開かれ
とき こん ど たいかい あ

たときです。その時「今度はドイツ大会で会
なんにん ひと やくそく

いましょう」と何人かの人と約束をしました。
ねん す こ とし ねん

あれからもう４年が過ぎて、今年２０１０年６
がつ だい かい せ かいたいかい

月にドイツのベルリンで第１５回世界大会があ
こんかい はは いっしょ さん か

り、今回も母と一緒に参加しました。
ひと あ はなし あたら

なつかしい人に会えて話ができたり、新
とも みな がん ば

しく友だちもできてよかったです。皆、頑張
おも

っているんだなあと思いました。
まえ とき み っ かかんなが にちかん たび

前の時より３日間長い１１日間の旅でしたが、
おも で なか

たくさんの思い出ができました。その中でも
いちばん ぼく かいかいしき とき に ほん はた も さん

一番は、僕が開会式の時、日本の旗を持ち参
か ほか くに ひと いっしょ あ

加して、他の国の人と一緒にステージに上が
ぼく

ったことです。どうして僕になったかという
か

と、ジャンケンで勝ってしまった、ただそれ

だけのことなのです。
き い ぼく

「ジャンケンで決めるよ」と言われて、僕
も き はな

が持つ気はぜんぜんないので離れていると、
あつ ぼく ちか ひと よ き

「集まって」と僕の近くに人が寄って来まし
ひと へ

た。ジャンケンがはじまり、人が減っていっ
にん とき こま おも

て３人になった時、困ったと思いました。そ
ぼく か

して、僕が勝ってしまったのです。

ほんばん

◆いざ、本番！
はた も ひと あつ

旗を持つ人が集まってリハーサルをしまし
よくじつほんばん きんちょう

た。翌日本番になり、とても緊 張しました。
はた おも つぎつぎ

でも、旗はあまり重くなかったです。次々に
のぼ はた た しょうめん む

ステージに上り、旗を立てて正面を向いて
ぜんいん お い

全員が終わったらおりてきました。アッと言
ま おわ はは ぼく きんちょう

う間に終りました。母は僕より緊張したそ

うです。
けいけん ほんとう

とてもいい経験をすることができて、本当
じ

にありがとうございました。これからは、自
ぶん すす おも

分で進んでやろうと思うようになりました。
たいかい さん か ほんとう たいかい

大会に参加して本当によかったです。大会
さん か みな げん き ぼく げん き

に参加した皆さんお元気ですか？ 僕も元気
し ごと がん ば

で仕事を頑張っています。
かい め かいさい ち き

１６回目の開催地はまだ決まっていないよう
あ

ですが、またお会いしましょう。

に ほん はた

日本の旗をもってステージにあがりました。

ほんにんさん か に ほん さん か ほんにん かんそう

５．本人参加：２）日本から参加した本人の感想
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たいかい さん か かん

ドイツ・ベルリン大会に参加して感じたこと
とうきょう と ち てきしょうがいしゃいくせいかいほんにん ぶ かい かい

東京都知的障害者育成会本人部会ゆうあい会
みやもと か つ こ

宮本 佳津子
せ かいかい わたし わたし

ベルリン世界会ぎに私は、さんかをして私
おも に ほん わたし

が思ったことは、日本のくには、私たちが

しせつにはいってもおぼんとくれには、いえ
かえ

に帰ってこられるのにアジアのくには、こど
かえ

もがしせつにはいったら、いえに帰ってこら
なか

れなくて、ずっとずっとしせつの中でくらさ
わたし

なければいけないなんて、私はとてもびっ

くりしました。
かい とう かあ

１回でもお父さんやお母さんやきょうだい

にあわせてあげないなんて、なんだかあんま
おも

りにもひどいなと思いました。りょうしんが

びょうきでなくなったならはなしがべつだけ
ひと かい

ど、まだりょうしんがいる人は、１回でもあ
わたし

わせてあげたいとおもいました。私だった

らもっといいしせつをさがして、なかったら
おも

こどもをいえにおきたいと思いました、とて
わたし

もびっくりしました。このはなしをきいて私

に ほん

は、日本にうまれてきてよかったとつくづく
おも かあ

思いました。お母さんにかんしゃしています。
に ほん

がいこくより日本のくにのほうがしょうが
ひと

いしゃの人たちがはたらくところがたくさん

あって、とてもめぐまれているんだな、とつ
おも さ ぎょうしょ

くづく思いました。作業所は、たくさんあ

るし、わかばふくしえんみたいなところは、
に ほん

たくさんあるし、日本のくにのほうがめぐま
おも わたし かあ

れているんだなと思いました。私もお母さ
ふた り

んと２人でくらしています。
わたし いま あ す か さ ぎょうしょ

私は今、飛鳥作業所からしょうがいしゃ
し ごと

センターでせいそうの仕事をしています。で
かあ

もいまは、お母さんといっしょにくらしてい
ひと り

るけれども、いつか一人になったら、せいか

つりょうみたいなところに、はいらないとい
おも さ ぎょう

けないのかと思うときがあります。でも作業
しょ

所のきゅうりょうとセンターのきゅうりょう
まん せんえん

で６万５千円ぐらいで、しょうがしねんきん

をあわせてもとてもたりません。せいかつり
げつ まんえん まんえん

ょうでも１カ月８万円か９万円ぐらいかかる
おも

のかと思います。

なんでも、ものがあがっているからたかい
せんえん せんえん せん ご じゅうえん

し千円では、かえないし千円のが千五十円
わたし わたし

だし私もかんがえてしまいます。私もおね

えさんがいます。おねえさんといっしょにく
みぎはし みやもと

右端が宮本さん。

ほんにんさん か に ほん さん か ほんにん かんそう

５．本人参加：２）日本から参加した本人の感想
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おも で

サイコーの思い出
あか たてやま かい

明るい立山の会
ひろ せ み ほ こ

廣世 美帆子

わたし

らしたいけれども、私がはたらくばしょが

あればいいけれども、しょうがいしゃセン

ターみたいなところではたらきたいです。そ
すこ わたし じ ぶん

こではたらいて、少しでも私は自分のこずか

いほしいです。
わたし

でも私もいっぱいふまんはあるし、なやみ
ひと

もあるし、いっしょにはたらいている人にり
ひと おも

かいしてくれる人がいたらありがたいなと思
わたし

います。私だけふまんやなやみをかかえて

いるわけではないのはわかっているけれど、
いま ひと

今いっしょにはたらいている人みたいに、り
ひと

かいしてくれる人がいたらいいなとおもいま

した。そうしたらおねえさんといっしょにく

らして、いいところがあったらそこではたら
ひと

きたいです。人にみえないところだから、つ
きた く こころ

らいときもあります。北区みたいに心のやさ
ひと おも

しい人がいっぱいいたらいいなと思いました。

とお

◆遠かったベルリン
と やま ジェイアール マックス なり た

富山からＪＲはくたか、MAXとき、成田
の なり た い

エクスプレスに乗り、成田まで行きました。
いっぱく とお とお

フランス・パリで一泊。遠い遠いところでし
とう

た。エッフェル塔はすてきでした。ピンクの
ぼう し か とう

帽子を買いました。エッフェル塔のマークが
はい なま

入っています。チーズ、ヨーグルト、生ハム、

パンとワイン、ブランデー、ビールはおいし
たの たいかい

かったです。サービスが楽しみでした。大会
かいじょう はく に

の会 場があるベルリンに４泊しました。日
ほん た もの て あら

本とちがって食べ物、手洗い、トイレなどの
せいかつ かんが かいかいしき

生活のちがいについて考えました。開会式で
に ほん とお い ほんとう

「日本から遠かったですね」と言われ、本当
とお ところ き おも

に遠い所に来たと思いました。

せ かいじゅう ひと たの こうりゅう

◆世界中の人と楽しく交流
よる じ はん ひる ま あか

夜、９時半でも昼間のように明るくてびっ
おん ど あつ さむ

くりしました。温度も、暑くなったり寒くな
ふく き ほんにん ぶ かい

ったりしてあれこれ服を着ました。本人部会
じ こ しょうかい めい し

では、自己紹介をしたり名刺をもらいまし
うた ゆめ

た。ダンスや歌をうたって夢をもちたいこと
はっぴょう

を発 表しました。パフォーマンスでは、タ
やまのぼ せん ひと

イコでリズム、山登り、洗たくしている人、
りょう り

料 理をしているところなどあり、コーヒー

イングリッド・コーナーさん（インクルージョン・ヨー
ひろ せ おや こ

ロッパ会長）と廣世さん親子

ほんにんさん か に ほん さん か ほんにん かんそう

５．本人参加：２）日本から参加した本人の感想
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たいかい たの

ベルリン大会で楽しかったこと
まつ ど かい

松戸コアラ会
おかもと よしかず

岡本 義和

おかもと さつえい てつどう しゃしん

〈岡本さんが撮影したドイツ・フランスの鉄道の写真〉

タイムには、アコーディオンをひいてくれて
わたし て も

私は「なるこ」を手に持っておどりました。
たの

楽しかった。
に ほん い ひと がいこく かた

日本からいっしょに行った人や、外国の方
わたし し ごと かいしゃ たから や せっけい

に私の仕事、会社のおかし、宝屋の「雪渓」
た

を食べてもらいました。「スイーティー」と

い わたし

言われてにっこりの私でした。ふしぎそうに
ほんにん ふう ふ さん か

たべてました。本人どうしで夫婦で参加して
なか よ か ぞく

いて仲良しでした。家族なかよく、みんな、
せ かいじゅう ひと とも おも

世界中の人とお友だちになりたいと思いま
たの し ごと

した。楽しかった。がんばってお仕事して、
い

また行きたいです。

たいかい い き

ドイツ ベルリン大会に行って来ました。
こうりゅうかい さん か

ワークショップとか、交流会に参加しま
じ ぜん えい ご めい し

した。事前に英語の名刺をつくっていったの
かいがい さん か しゃ めい し こうかん

で、海外の参加者たちと名刺交換もしました。
かい ぎ さん か

会議にも参加しました。
うえまつ し ないかんこう い

植松さんとパリ市内観光に行ったりしまし

た。
とう い

エフエフル塔にも行きました。

はだ いろ ちが ひと ともだち こと ば

肌の色の違う人と友達になりました。言葉
つう ひと

は通じないけれど、みんないい人でした。
てつどう の しゃしん と

鉄道にも乗りました。写真も撮りました。
と てつどう しゃしん まい と

たくさん取りました。鉄道の写真を３３５枚撮

りました。
なか き い しゃしん しょうかい

その中からお気に入りの写真を、紹介し

ます。

ほんにんさん か に ほん さん か ほんにん かんそう

５．本人参加：２）日本から参加した本人の感想
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開いて
みると

ひら

開いて
みると

ひら

たいかい しょうかい し りょう

ドイツ・ベルリン大会で紹介されていた資料
せ かいかい ぎ かっこく きょういく しゅうろう ち いきせいかつ ひつよう じょうほう さっ し

世界会議では、各国の教育、就労、地域生活に必要な情報などが、冊子やパンフレット、
えいぞう かたち きょうゆう

映像（DVD）などの形で、共有されます。
たいかいさん か しゃ し りょう じ こく も かえ しょうがいふく し こうじょう

大会参加者は、こうした資料を自国に持ち帰って、障害福祉の向上につなげることができ
たいかい しょうかい し りょう いち ぶ しょうかい

るのです。ここでは、大会で紹介された資料の一部を紹介します。

いくせいかい

『What is self advocacy?（セルフアドボカシーってなに？）』ニュージーランド育成会

ほんにんかつどう か

本人活動とは、どんなことかわかりやすく書いてありま

す。

かい ぎ いくせいかい

『Rules for Meetings and Conferences（会議のルール）』ヨーロッパ育成会

さん か かい ぎ かい ぎ まえ かい ぎ あいだ かい ぎ

参加しやすい会議のために、会議の前、会議の間、会議
あと か

の後にすることが、書いてあります。

『Information for all（あ
じょうほう

らゆる人にとっての情報）』
いくせいかい

ヨーロッパ育成会

『Plain-e（わかりやすいイン
ターネット）』

ち てきしょうがいしゃきょうかい

フィンランド知的障害者協会

『Achieving Quality（サ ー
しつ こうじょう

ビスの質の向上をめざして）』
いくせいかい

ヨーロッパ育成会
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あら か ち かん れんたい わ

◆新たな価値観と連帯の輪がベルリンに
こくさいいくせいかいれんめい せ かいたいかい

国際育成会連盟ベルリン世界大会は、２０１０
ねん がつ にち にち かいさい

年６月１５日から１９日にかけて開催されました。
とき おな みなみ

時を同じくして、南アフリカでサッカーの
ひら

ワールドカップが開かれていました。ワール
きそ ひとびと むす

ドカップが「競う」ことで人々を結びつけ、
せ かい くにぐに いったいかん ねっきょう

世界の国々に一体感と熱狂をもたらしてい
たいかい しん

たとすれば、ドイツ・ベルリン大会は「信じ
ひとびと むす かいじょう つど ひとびと

る」ことが人々を結びつけ、会場に集う人々
あんしんかん しんらい あじ

に安心感と信頼をしみじみと味あわせてくれ

ました。
こうがい

ベルリン郊外のエストレル・コンヴェンシ
か き せ かいじゅう

ョン・センターを貸し切って、世界 中から
あつ ひと こうりゅう とうろん あら

集まった人たちが交 流し、討論し、新たな
れんたい わ ひろ かい き い つ かかん

連帯の輪を広げていました。会期の５日間、
かいじょう あいだじゅう わたし にちじょうせいかつ けっ

会 場にいる間 中、私は日常生活では決し
あじ へい わ おだ き ぶん

て味わったことのない、平和で穏やかな気分
つつ こ かん

にずっと包み込まれていたように感じます。
き がま は

気構えや恥じらい、てらいもなく、もちろん
さい ぎ しん きょう ふ しん けっ

猜疑心や恐怖心など決してもつことなく、
さん か しゃやく にん い こく ものどう し おな くうかん

参加者約２７００人の異国の者同士が、同じ空間
きょうゆう だ

を共 有している。そこからかもし出される、

ここ ち あんしんかん しんらいかん こっ

とても心地よい安心感と信頼感。これは、国
きょう こ あつ ち てきしょうがい い

境を越えて集まった知的障害をもつと言わ
さん か しゃやく にん ひと

れる、参加者約８００人の人たちがいるからこ
そうしゅつ ひと あたら

そ、創出することのできた、一つの新しい
せ かい おも

世界なのだと思えました。

やわ ここ ち ねっ き

◆柔らかくて心地よい熱気
たいかい しょうがいしゃけん り じょうやく つか

大会のテーマは「障害者権利条約を使っ
じつげん へんかく か だい かくにん

て実現すべき変革の課題を確認すること」で
に ほん ひ じゅん じゅん び すす しょうがい

す。日本でも批准の準備が進んでいる障害
しゃけん り じょうやく い つ かかん ぜん

者権利条約をめぐって、５日間で６つの全
たいかい ぶん か かい おこな

体会、２６の分科会、３６のワークショップが行
かっぱつ ぎ ろん か か ぞく

われ、活発な議論が交わされました。「家族
ほんにん いっしょ かつどう しょうがいしゃ けん り じょう

と本人が一緒に活動して、障害者の権利条
やく じつげん しゅよう ぜんたいかい ち

約を実現しよう」などの主要な全体会は、知
てきしょうがい ほんにん し かいしんこう つと

的障害をもつ本人たちが司会進行を務め、
かいじょう たく い けん ひ だ み

会 場から巧みに意見を引き出しながら、見
ごと しんこう えんしゅつ

事な進行を演出していました。
ほんにんかつどう

ニュージーランドの本人活動のリーダーが、
わたし ち てきしょうがいしゃ ち てきしょうがいしゃ

「私は知的障害者です。知的 障 害者であ
ほんにんかつどう おこな ほこ

ることと本人活動を行っていることに誇りと
じ しん にん い じょう ちょうしゅう

自信をもっています」と２０００人以上の聴 衆

あんしん せ かい む

あけぼの～つながりと安心の世界に向けて
しゃかいふく し ほうじんふじさわいくせいかい

社会福祉法人藤沢育成会
こ ばやし ひろし

小林 博

さん か しゃ こえ

６．参加者の声
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まえ どうどう せんげん つよ いんしょう

を前に堂々と宣言していたのが、強く印象
のこ ほんにん ちから かくじつ せ かい

に残りました。本人たちの力が確実に世界を
うご かくしん ひと

動かしている、そう確信することができた一
まく おも

幕だったと思います。
わたし じ しん かんしん したが ぜん

私 自身は、関心のあるテーマに従って全
たいかい ぶん か かい わた どり

体会、分科会、ワークショップを渡り鳥のよ
と まわ に ほん ご どう じ つうやく

うに飛び回りました。日本語の同時通訳のつ
かいじょう かぎ えい ご どう

いている会場は限られていたし、英語の同
じ つうやく ば あい

時通訳のみ、場合によってはそれもなく、ド
ご かいじょう ふ だん

イツ語だけという会場もありました。普段
おく い かいじょう

なら臆して入れないような会場にも、ため
あし はこ かいじょうぜんたい

らうことなく足を運びました。会場全体に
ただよ ふん い き こと ば かべ

漂う、フレンドリーな雰囲気が、言葉の壁
かろ こ

を軽やかに越えさせてくれたのです。
ひ にゅうしょ し せつ

たとえば、テーマに惹かれて「入所施設
ち いきせいかつ ぶん か かいかいじょう はい

から地域生活へ」の分科会会場に入りまし
えい ご どう じ つうやく ご はっ

た。英語の同時通訳なし、ドイツ語だけの発
ぴょう かいじょう とう じ しゃ ひと て あ

表です。会場にいる当事者の人から手が上
しつもん はじ こと ば

がり、質問が始まり、言葉はたどたどしいで
いっしょうけんめいたず

すが、一生懸命尋ねているようすがわかり
かいとうしゃ せいじつ こた

ます。回答者も誠実に答えています。ドイツ
ご い み ふん い

語だから意味はわかりませんが、でも「雰囲
き い だんげん

気で、言っていることはわかる」と断言して
くうかん つうじょう

しまってもいいくらい、その空間には、通常
こと ば い み り かい こ

の言葉や意味の理解を超えた、つながりがあ
おも

ったように思います。
おな じ こ けってい ほんにん まも

同じようにして、「自己決定と本人が守ら
りょうりつ し えん つ い し

れることとは、両立するか」「支援付き意思
けってい ぶん か かい さん か

決定について」の分科会に参加しました。こ
えい ご どう じ つうやく つ た しょう

ちらは、英語の同時通訳付きなので、多少

り かい とく サ ポ ー テ ィ ッ ド ディシジョン

は理解できました。特に、「supported decision
メ イ キ ン グ し えん つ い し けってい かんが かた

―making（支援付き意思決定）」の考え方は、
けん り しんがいてき だいこうしゅ ぎ もと げんこう せいねんこう

権利侵害的な代行主義に基づく現行の成年後
けんせい ど こんぽんてき ひ はん おも

見制度に根本的な批判をもたらすものに思え

ました。

あたら せ かい

◆新しい世界のあけぼの
せ かいたいかい こっ か みんぞく げん ご しょうへき

世界大会は、国家や民族、言語の障 壁を
こ あんしん くうかん げんじつ

越えた、つながりと安心の空間でした。現実
せ かい ば

の世界がすべて、この場のようであったらど
す ば

んなに素晴らしいことか、とロマンティック
む そう くうかん

に夢想もしました。しかし、こうした空間を
そうしゅつ ほか ち てきしょうがいしゃ

創出していたのが、他ならぬ知的障害者と
よ ひと ひ ち か ち

呼ばれる人たちの「非知の価値」だったとす
はいじょ きんだい い

れば、それを排除することによって、近代以
こう わたし せ かい つく あ

降の私たちは世界のシステムを作り上げてき
い はや せいかく ふ へん

たとも言えます。早くて正確で不変なものに
わたし しゃかい な

すがりつくようにして、私たちの社会は成
た

り立っているのです。
あいまい へんよう わたし

ゆっくりで曖昧で変容するもの。私たち
はん か ち はいじょ いま かがや

が反価値として排除してきたものが今、輝
と もど

きを取り戻そうとしています。ドイツ・ベル
たいかい い つ かかん あけぼの み き

リン大会の５日間に、その曙光を見た気がし

ました。

なか ま ひだり ばん め ひっしゃ

スウェーデンの仲間とともに（左から２番目が筆者）

さん か しゃ こえ

６．参加者の声
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か ぞく あと お

◆家族からの後押し
たいかい さん か さそ う

ベルリン大会への参加の誘いを受けました
しょうがい むす こ いえ か ぞく

が、「障害のある息子が家にいるし、家族に
はんたい い へん じ

反対されるので、行けるはずがない」と返事
ふ ぎ じ もん

をしました。しかし、踏ん切りがつかず自問
じ とう ひ なんにち つづ ひ しゅじん こ

自答する日が何日か続いたある日、主人と子
たいかい さん か

どもたちに「ベルリン大会に参加したい。で
むす こ まよ じ ぶん

も、息子をもいるし、迷っている」と自分の
き も はな い

気持ちを話しました。すると、あっさり「行
ひろしまべん か ぞく くち

ってきんさい（広島弁）」と家族が口をそろ
せ なか お

えて背中を押してくれました。
たいかい さん か はば かべ しょうがい

大会への参加を阻む壁は、障害のあるわ
こ じ ぶん じ しん こころ なか

が子ではなく、自分自身の「心の中」にあ
き か ぞくだん

ったことを、気づかされた家族団らんのひと
とき

時でした。

め ざ

◆目覚める、コミュニケーション
えい ご にが て わたし かいかいしき

英語が苦手な私でしたが、いきなり開会式
かいじょう みんぞく い しょう み つつ ひと

会場で民族衣装に身を包んだアラブの人た
め あ て

ちと目が合ってしまいました。とりあえず手
ふ はな

は振ってみましたが「話しかけられたらどう
に ほん きた

しよう。でも、せっかく日本から来し、なん
あくしゅ て さ の かたこと

とかなるさ！」と握手の手を差し伸べ、片言
えい ご か しょうがい こ

の英語であいさつを交わし、障害のある子
どうこう かあ はな

と同行していたお母さんに話しかけました。
かあ くるま の

そのお母さんからは、どこの車に乗ってい
き へん じ わたし こえ あ

ますかと聞かれ、返事をする私の声に合わせ

るように「トヨタ・ニッサン・マツダ・スズ
かあ いっしょ こえ だ ふた

キ」とそのお母さんも一緒に声を出して、二
り がっしょう かたち ふた り おおわら

人して合唱する形になり、二人して大笑い

しました。
みんぞく い しょう み つつ とう じ しゃ か ぞく かた

民族衣装に身を包んだ当事者・家族の方
こと ば つか

たちは、言葉を使わなくてもコミュニケーシ
ほんとう こうりゅう じょう ず ひと

ョンができる本当に交流が上手な人たちで

した。

お がみ こくさいこうりゅう

◆折り紙で国際交流
わたし とく ぎ お がみ つる お

ちなみに、私の特技は折り紙で鶴を折る

つる ゆめ き ぼう せ かい

鶴よ、夢と希望を世界に…
くれ し て いくせいかい

呉市手をつなぐ育成会
とくなが れい こ

徳永 玲子

さん か お や こ とも

クウェートから参加の父娘と共に

さん か しゃ こえ

６．参加者の声
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さき ひと へい わ

こと。先ほどのアラブの人たちに「平和のシ
ば お つる

ンボル」とその場で折りあげた鶴を、それに
こ おも て わた

込めた思いとともに手渡しました。
あと に ほん わたし つる お

その後、日本のブースで私が鶴を折ってい
なんにん あし と お つる み

ると、何人かが足を止めて折った鶴を見てく
ひと ふ おし うった

れる人が増えてきて、教えてほしいと訴えて
じょせい お がみ おし

くる女性に折り紙を教えました。できあがっ
つる て と かのじょ

たきれいな鶴を手に取り、彼女はうれしそう
ほほ え ま

に微笑んでくれました。そして、いつの間に
ひと あつ そっきょう お がみきょうしつ

か人が集まってきて、即興の折り紙教室を
かいこう

開校していました。
ふつ かかん かっこく ひと に ほん

それからの２日間は、各国の人たちに日本
お がみ おし お つる

のブースで折り紙を教えながら、折った鶴を
も かえ くに ぶん か

持ち帰ってもらいました。やはり国や文化が
ちが もの つく よろこ ばんこくきょうつう かん

違っても、物を作る喜びは万国共通だと感

じました。

おどろ はっけん

◆驚きと発見
こんかい たいかい しょうがいしゃ けん り

今回の大会では、「障害者の権利」という
こと ば い み くに おお こと

言葉のもつ意味が国によって大きく異なるこ
き くに せいめい

とに気づかされました。ある国では、生命の
そんぞく ほ しょう けん り い

存続そのものを保証することを権利と言い、
くに ひと のうりょく おう しゅう

またある国では、その人の能力に応じた就
ろう ば ほ しょう ひと こころゆた

労の場を保証したうえで、人として心豊か
せいかつ し えん う

に生活できるような支援を受けられることを
けん り い かいしゃく し かた

権利と言い、いろいろな解釈の仕方がされ

ていました。
しょうがい こ

また、カナダでは、障害のある子どもと
しょうがい こ たい き ほんてき ぶつ り てき

障害のない子どもに対し、基本的に物理的・
しん り てき ぶん り きょういく ば あた

心理的に分離することなく教育の場を与え、

ひつよう おう こ べつ たいおう

必要に応じ個別に対応する、いわゆるインク
きょういく すいしん に ほん とくべつ

ルーシブ教育を推進するため、日本の特別
し えんがっこう そうとう がっこう はい し よ さん

支援学校に相当する学校を廃止し、その予算
つか きょういく すいしん

を使ってインクルーシブ教育を推進してい
だいたん いま かんが

るそうです。とても大胆で、今まで考えたこ
とり く

ともない取組みでした。

＊
たいかいさん か じつげん けいけん

大会参加が実現し、すばらしい経験をする
まち な

ことができました。ベルリンやパリの街並み
わたし こころ す てき れき し きざ

が、私の心に素敵な歴史を刻んでくれまし
たいかい で あ みな ほんとう

た。大会で出会ったすべての皆さま、本当に

ありがとうございました。

さん か しゃ いっしょ つる お とくなが

参加者と一緒に鶴を折る徳永さん。

きょく しゅざい う

ドイツのテレビ局から取材を受
とくなが

けた徳永さん。

さん か しゃ こえ

６．参加者の声
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ちょうせん たび

◆それぞれにとって「挑戦の旅」
がつ にち にち

６月１３日から２１日まで、ドイツ・ベルリン
こくさいいくせいかい せ かいれんめい せ かいかい ぎ

で国際育成会世界連盟の世界会議に、ジャン
り ようしゃ めい しょくいん めい つうやく

プレッツの利用者６名と職 員４名、通訳１
めい さん か

名と参加することになりました。
たいかい はじ かいがい い り ようしゃ

この大会で初めて海外に行く利用者さん、
たいかい はっぴょう り ようしゃ り ようしゃ

また、大会で発表する利用者さん、利用者
し えん しょくいん

さんを支援する職員と、まさにいろいろな
い み ちょうせん たび

意味で「挑戦」する旅となりました。
たいかい おお しょう しゃけん り じょう

大会の大きなテーマが「障がい者権利条
やく たいかい なか だいじん

約」でした。大会の中で、ドイツの大臣が「す
ひと しゃかい ふく けっていけん ほんにん

べての人は社会に含まれ、決定権は本人にあ
にちじょうせいかつ しょう しゃ く こ

る。日常生活に障がい者が組み込まれるよ
じ ぶん き どう い

うに。自分で決めること、みんなの同意のも

つく じょうやく ほこ おも

とに作られるこの条約を誇りに思ってよい
かんが こ いっしょ まな

と考える。すべての子が一緒に学ぶ、そうす
こ まな ほん まな

ることによって子どもは学ぶ。本から学ぶの
たが まな

ではなく、お互いから学ぶということであ
こころ ひび

る」と心に響くスピーチをしていました。
かい ぎ さん か じっかん とう

また、この会議に参加し実感したのは、当
じ しゃ ふく がいこく かたがた じんけん けん り い しき

事者を含め、外国の方々の人権・権利意識が
ひ じょう たか じ ぶん じ しん けん り い

非 常に高いことでした。自分自身の権利意
しき ひく かん しょう しゃ かたがた まな

識の低さを感じ、障がい者の方々から学び、
き も く じ こ せんたく じ こ けってい

その気持ちを汲んで、自己選択・自己決定で
し えん つうかん

きる支援をしなければと痛感しました。

さん か せいちょう

◆参加メンバーの成長
いっしょ さん か り ようしゃ とみ

一緒に参加したジャンプレッツ利用者の冨
た ほんにん じ ぶん はな

田さんは、本人が自分たちのことを話す「ス
じ ぶん お た

ピーカーズコーナー」で自分の生い立ちにつ
はっぴょう はっぴょう とう

いて発表しました。発表には、カナダの当
じ しゃ あつ はっぴょう ご た すう しつもん

事者たちが集まり、発表後には多数の質問
なか じ りつ

がありました。その中で「自立するのか？」
と ちからづよ こた

との問いかけに、力強く「はい」と答えて
とみ た たび とお せいちょう

いた冨田さんに、この旅を通しての成長を
かん

感じました。

たいかい さん か

ドイツ・ベルリン大会に参加して
しゃかいふく し ほうじんむぎ こ かい しゅうろう し えん じ ぎょうしょ

社会福祉法人麦の子会・就労支援事業所ジャンプレッツ
たか だ りゅういち

高田 隆一

に ほん てん じ し ごと せいかつ

日本の展示ブースにて、ジャンプレッツの仕事や生活の
つた じゅん び

ようすを伝える準備をしているところ

さん か しゃ こえ

６．参加者の声
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いっしょ い り ようしゃ かい

また、一緒に行った利用者さんたちは、海
がい ふん い き き も

外の雰囲気や気持ちもとてもオープンになっ
に ほん つく めい し くば

たようで、日本で作った名刺を配ったり（す
くば お おも ぞんぶん か もの

べてを配り終えました）、思う存分買い物を
たいかい き ねん

したり、レセプションや大会記念パーティな
ほか くに かたがた しゃしん と

どで他の国の方々と写真を撮ったり、とても
せっきょくてき に ほん いっしょ せいかつ

積 極的で、日本で一緒に生活していてもあ
み すがた じ ぶん

まり見ることのできない姿は、自分にとって
いんしょうてき で き ごと

とても印象的な出来事でした。
こんかい たいかい ぜんかい

そして、今回のベルリン大会は、前回のメ
たいかい さん か とうほうじん みつつかゆう た

キシコ大会にも参加した、当法人の三塚勇太
たいへん せ わ ちょう じ かん

さんにも大変お世話になりました。長時間
ひ こう き ない げん ち い どう

の飛行機内やホテル、また現地での移動など、
はじ さん か ふ あん り ようしゃ そっせん

初めて参加し不安だった利用者さんを率先し
ささ

て支えてくれました。

じ かい さん か

◆次回も参加したい
こんかい たいかい とお こくさいかい

今回のベルリン大会を通して、この国際会

ぎ さん か ひ じょう じゅうよう

議に参加できたことが非常に重要であり、
こんかい り ようしゃ すがた み

今回の利用者さんたちの姿を見ても、どんど
そと かいがい じゅう

ん外に（海外）アピールしていくことが重
よう ちょうせん ささ し えん

要であり、その「挑戦」を支えていく支援
あらた かん

をしていかなければならないと改めて感じ、
せ かい はだ かん たいかい

また世界を肌で感じることもできた大会でし
じ かい かいさい ち き

た。次回の開催地はまだ決まっていないそう
り ようしゃ いっしょ さん か

ですが、また、利用者さんと一緒に参加する
おも

ことができればと思います。

に ほん てん じ じゅん び たか だ

日本のブースに展示する準備をする高田さん

たいかいかいじょう

大会会場のようす

たいかい かい ぎ

大会は会議だけではありません。
せ かい ほんにん あつ たの

世界の本人たちが集まって楽しん
よう す いち ぶ つた

でいる様子の一部をお伝えします。
おんがく あ たの せ かい なか ま

音楽に合わせてダンスを楽しむ世界の仲間
たち

ひろ ば

アートの広場
しんけん ひょうじょう と く

みんな真剣な表 情で取り組んでいます

トーキング・ウォール
くに こと ば おも かん か

それぞれの国の言葉で、思ったこと、感じたことを書きました。
だれ み

誰もが見られるように、ロビーにはりだされていました

かいさい

ワールドカップも開催されていました
おうえん

ドイツを応援するフェイス・ペインティング

さん か しゃ こえ

６．参加者の声

―85―



ひつよう けいけん

◆すべては必要な経験
だい かいこくさいいくせいかいれんめい せ かいかい ぎ ねん

第１５回国際育成会連盟世界会議は、２０１０年
がつ にち にち しゅ と かい

６月１５日～１９日、ドイツの首都ベルリンで開
さい

催されました。
こくやく にん さん か たいかい

７４カ国約２５００人が参加したこの大会には、
に ほん めい こ さん か しゃ

日本からも８０名を超える参加者があり、この
なか わたし ふく にいがたけん し ば た し めい さん か

中で私を含め新潟県新発田市から４名が参加

しました。
わたし にいがたぜい なか かいがい はじ つね き

私たち新潟勢の中で海外が初めての常木さ
たかやなぎ はつたいけん

ん、高柳さんにとっては、すべてが初体験、
こと ば つう くうこう ぜいかん

言葉の通じない空港でのチェックイン、税関
けん さ と きんちょう

検査、ホテルのフロントでのやり取りは緊張
れんぞく と ふ

の連続で、コミュニケーションの取れない不
じ ゆう ふ あん おお けいけん

自由さとそれにともなう不安を大いに経験し

しゃかいせいかつ うえ

ました。しかし、これもまた、社会生活の上
ひつよう けいけん べんきょう たの

での必要な経験としてそれなりに勉強し楽

しむことができました。
さいしょ おとず たいかい

最初に訪れたフランス・パリ、そして大会
かいじょう

会 場のドイツ・ベルリン、オプショナルツ
おこな

アーで行ったドレスデンやマイセン、すべて
れき し でんとう まち こと ば

が歴史と伝統の街といった言葉がぴったりの
まち な わたし に ほんじん

街並みでした。私たち日本人へあらためて
ふる でんとう ぶん か たいせつ おし

古い伝統や文化の大切さを教えてくれている
ふん い き かん こん

ような、そんな雰囲気を感じさせてくれた今
かい たび

回の旅でした。

くに ぶん か ちが なや おな

◆国や文化が違っても悩みは同じ
なか い つ かかん おこな

このような中で、５日間にわたって行われ
こんたいかい えい ご ご ちゅうしん

た今大会は、英語かドイツ語を中 心に、そ
た ご ご ま し

の他はフランス語やスペイン語が交じった資
りょう はつげん なか おこな わたし に

料と発言の中で行われ、そのため私たち日
ほんじん どう じ つうやく に ほん ご へんかん

本人には同時通訳で日本語に変換してもらえ
ぜんたいかい ぶん か かい さん か はっ

る全体会か、または分科会に参加するしか発
ぴょう はつげんないよう り かい

表や発言内容を理解することができません

でした。
せ かいたいかい さん か き

せっかくの世界大会も参加して聞くことの

たいかい さん か

ドイツ・ベルリン大会に参加して
し ば た し て いくせいかい

新発田市手をつなぐ育成会
かばさわ ひろし

樺沢 浩

たいかい き ねん

大会記念パーティにて

さん か しゃ こえ

６．参加者の声
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ぶん か かい どう じ つうやく かぎ

できる分科会は同時通訳のあるごく限られた
えい ご り かい

ものだけでした。せめて英語だけでも理解が
すこ せ かい ひと きょ

できていれば、もう少し世界の人たちとの距
り み ぢか かん おも

離を身近に感じることができたと思います。
にち かいかいしき はじ わたし さん

１５日の開会式から始まって、私たちが参
か ぶん か かい いっかん わ だい こくれん そう

加した分科会でも一貫した話題は、国連の総
かい さいたく しょうがいしゃ けん り じょうやく

会で採択された「障害者の権利条約」がと
じゅうよう ぐ たいてき

ても重要であるということ。また、具体的
けん り じょう

にどのような権利があるのか、そしてなぜ条
やく ひつよう

約が必要なのかということでした。
とく きょうちょう さ べつ

特に強 調していたのが、「差別されないこ
ほうりつ びょうどう みと

と」「法律によって平等に認められること」
ち いき なか じ ぶん い ち いき

「地域の中で自分らしく生きること」「地域
がっこう きょういく う けんこう

の学校で教育を受けること」「健康でいられ
し ごと

ること」「仕事をもつこと」などでした。
ち てきしょう かた かか

そして、知的障がいのある方たちが抱え
なや もんだい ほんにん

る悩みや問題は、本人はもちろんですがその
か ぞく くに ちが き ほんてき みなおな

家族も国は違っても、基本的には皆同じとい
おな がっこう

うことがわかりました。「みんなと同じ学校
ひとざとはな し せつ ち いき おや な

へ」「人里離れた施設から地域へ」「親亡きあ
じ ぶん じ ぶん き

と」「自分のことは自分が決める」など、イ
き どう じ つうやく き

ヤホンから聞こえる同時通訳をじっと聴きな
くに こと ば はだ いろ ぶん か ちが

がら、国によって言葉や肌の色、文化の違い
おな なや かか

があっても、みんな同じような悩みを抱えて
はつげんしゃ つよ

いるということが、発言者の強いメッセージ
かん

から感じられました。

◆コミュニケーションができれば
にち おこな たいかい き ねん

１８日に行われた大会記念パーティーは、お
さけ の かっこく さん か しゃ たの ふ あ

酒を飲みながら各国の参加者と楽しく触れ合

ゆいいつ き かい わたし

うことのできる唯一の機会でした。しかし私
に ほんじん みなおな かこ

たち日本人のグループは皆同じテーブルを囲
だんしょう せっきょくてき ほか くに ひと

んで談笑するだけで、積極的に他の国の人
と

たちとコミュニケーションを取ることがあり
ほか くに ひと ぼ

ませんでした。これは他の国の人たちが、母
こく ご くわ えい ご はな ひと おお ちが

国語に加え英語も話せる人が多いのと違って
に ほん ご と

日本語だけでしかコミュニケーションが取れ
に ほんじん とくちょう

ない日本人の特徴でもあります。そういっ
い み に ほんじん えい ご ちゅう

た意味では、日本人はもっともっと英語を中
しん がいこく ご ふ しゅうかん み

心とした外国語に触れる習慣を身につける
ひつようせい おも

必要性があると思いました。そしてコミュニ
と せ かい きょ

ケーションが取れることによって世界との距
り ちか おも わたし

離がぐっと近くなると思ったのは、私だけ
おも

ではないと思います。
たいかい き かんちゅう よ そう しょく

大会の期間中、予想はしていたものの食
じ しゅしょく た

事はすべてパンが主食で、その他ソーセー
ちゅうしん じ もと りょう り

ジやチーズが中心の地元の料理のみ、さす
お い りょう り まいにち いっしゅうかん

がに美味しいドイツ料理も毎日では一週間
げんかい たび さい ご わたし めい にいがた

が限界でした。旅の最後 私たち４名の新潟
けんじん き こく ご とうきょうえき た に ほんしょく

県人は、帰国後の東京駅で食べた日本食（そ
どん に ほんじん

ば、カレー、かつ丼）が「やっぱ日本人はこれが
いちばん こんかい たび し くく

一番だわ！」で、今回の旅を締め括りました。

し ば た し て いくせいかい ほんにん かい

新発田市手をつなぐ育成会・本人の会スマイルの
つね き たかやなぎ

常木さん（左）と高柳さん（右）。

さん か しゃ こえ

６．参加者の声
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かいさい せ かいかい ぎ こんかい こ

ベルリンで開催された世界会議。今回は個
じんてき かい め さん か ぜんかい

人的には２回目の参加でした。前回のメキシ
たいかい ちょく ご さいたく こくれんしょうがいしゃけん り

コ大会の直後に採択された国連障害者権利
じょうやく かっこく しょうがいしゃ と

条約をうけ、各国でどのように障害者を取
ま かんきょう へん か けん り じょうやく じつげん

り巻く環境が変化したか、権利条約の実現
む

に向けどのようなことがされているのかとい
ほうこく おも ないよう げんざい けん り じょう

った報告が主な内容でした。現在、権利条
やく こく しょめい こく ひ じゅん

約は１４５カ国が署名し８７カ国が批准していま
に ほん しょうがいしゃ せい ど かいかく

す。日本では障害者にかかわる制度の改革
はな あ しょう しゃせい ど かいかくすいしん

のための話し合い（障がい者制度改革推進
かい ぎ おこな かい ぎ もくてき

会議）が行われていますが、この会議の目的
しめ ぶんしょう けん り じょうやく そ しょうがい

を示した文章には「権利条約に沿った障害
しゃせい ど かいかく おこな か

者制度の改革を行う」とはっきりと書かれて
だれ う ぶっしつてき

います。誰もがよいサポートを受け、物質的
にんげん じゅうそくかん え

にだけでなく、人間としての充足感を得る
せ かいてきけん り じっこう たっせい

ことができるという世界的権利の実行を達成
くに ひと に ほん あゆ はじ

する国の一つとして、日本もやっと歩み始め

ました。

はたら てん じ

◆働くをテーマにした展示
とうきょう と ち てきしょうがいしゃいくせいかい にん ほん

東京都知的障害者育成会からは６人の本
にんさん か ぜんかい さん か しゃ

人参加がありました。前回は参加者それぞれ

しょうらい ゆめ しょうかい こんかい

将来の夢を紹介しましたが、今回はもっと
ぐ たいてき しょうかい

具体的な紹介をしたいということになり、
けん り じょうやく じょう はたら

権利条約の２７条にある「働く」ことをテー
てん じ ぶつ さくせい さん か まえ

マに展示物を作成しました。参加前のアン
かい ぎ さん か

ケートでは、「この会議に参加できなくても
はたら なか ま

働いている仲間はいっぱいいるよ、そんな
なか ま み い けん で

仲間を見てもらおう」という意見が出ました。

いくせいかい せ かいかい ぎ さん か

育成会世界会議に参加して
とうきょう と ち てきしょうがいしゃいくせいかい

東京都知的障害者育成会
たかはし かおり

髙橋 香

じゅん び とうきょう

準備する東京のメンバー

ぜん に ほん て いくせいかい てん じ り よう

全日本手をつなぐ育成会の展示ブースを利用して
はたら けい じ

「働く」をテーマに掲示しました

さん か しゃ こえ

６．参加者の声
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ふ きょう し ごと うしな なか ま じ ぶん

それから不況で仕事を失った仲間や、自分
し ごと しょうらい ふ あん み ぢか わ だい

の仕事の将来の不安など身近な話題もあり
よ きょうりょく

ました。そこで呼びかけにご協 力いただい
し せつ さくひん はたら すがた しゃしん てん じ

た施設の作品や働く姿の写真を展示しました。
たいへんおお ひと み

大変多くの人たちに見ていただくことができ、
しつもん う みな く

いろいろな質問も受けたようです。皆さん苦
ろう

労しながらもコミュニケーションをとり、ど
つう まんぞく かお ほうこく

うにか通じたと満足そうな顔で報告してくれ
へ や もど たが あつ

ました。部屋に戻ってからは、お互いの熱い
い けんこうかん

意見交換もしたようです。

じつじょう

◆ドイツでの実情
ち じん ざいじゅう しょうがい こ

知人からベルリン在住の障害のある子ど
はなし き ほ ひと あ

もの話を聞いて欲しい人がいるので会ってく
そうだん う

れないかという相談を受けました。ドイツに
ねん す そうだんしゃ に ほんじん ゆうじん

２５年住んでいる相談者（日本人）の友人A
さい しょうがい こ

さんには１０歳になる障害のあるお子さんが
じ じょう りょうしん べっきょ しんけん

います。事情がありご両親は別居、親権の
ははおや びょう き し せつ はい せいじんこうけんにん

ある母親は病気で施設に入り成人後見人（ド
ひょうげん つ

イツでの表現）が付いているそうです。
こ こうけんにん なに

お子さんのことについては後見人には何も
けん り しょうらい おや き

権利がありませんので将来のことは親が決

げんざい こ がっこう りょう

めていきます。現在、お子さんは学校の寮に
はい しゅうまつ た ぼう ちちおや か そ

入っていて週末を多忙な父親の代わりに祖
ぼ す てきせつ りょういく か てい

母と過ごしていますが、適切な療育は家庭
むずか いま がっこう アイキュー き じゅん

では難しいようです。今の学校は IQが基準
たっ かよ に ほん かえ

に達していないので通えなくなる、日本に帰
よ す つづ よ

るのが良いのかドイツに住み続けるほうが良
なや わたし し

いのかといったことも悩みでした。私の知
え はん い に ほん げんじょう はな

り得る範囲で日本の現状を話しながら、ま
ほんにん だれ く

さしくこれが「本人がどこで誰と暮らしたい
かん

のか」ということであると感じました。ドイ
しょうがい こ かよ がっこう かよ

ツでは障害のある子も通いたい学校に通え
おや かく ど りょく

るというのは、親の隠れた努力があっての
じつじょう きび はなし かい ぎ し

ことで、実情は厳しいという話も会議で知
あ じん かあ き

り合ったドイツ人のお母さんから聞かされま

した。
しょうがいしゃ けん り じょうやく しょうがい ひと

障 害者の権利条 約は、障 害のある人の
じ ぶん くに し く

ためだけではありません。自分の国の仕組み
し じっせん じ ぶん

を知り、どのように実践していくか、自分た
くに つく

ちの国でできるメカニズムを作ることがやっ
ある はじ わたし やく め ひと

と歩き始めた私たちの役目です。すべての人
あ まえ も けん り こと ば

が当たり前として持てる権利がそのまま言葉
じょうやく しょうがい う む

にされているのがこの条約で、障害の有無
かか わたし ぜんいん けん り

に関わらず私たち全員の権利でもあるという
おも つよ

思いが強くなりました。
かたがた きょうりょく す ば

たくさんの方々にご協 力いただき、素晴
けいけん ば か

らしい経験ができたことをこの場をお借りし
かんしゃもう あ わか せ だい しょく

て感謝申し上げます。また、若い世代の職
いん き ちょう けいけん つな

員にも、こういった貴重な経験を繋げてい
かん

ければと感じました。

たの なか しゃしんさつえい

楽しいやりとりのあと、仲よく写真撮影

さん か しゃ こえ

６．参加者の声
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せ かいきょうつう もくひょう

◆インクルージョンは世界共通の目標
かいかいしき なか こくさいいくせいかいれん

開会式のメッセージの中で、国際育成会連
めいかいちょう わたし

盟会長の「私たちはインクルージョンとい
きょうつうげん ご たび つう あ

う共 通言語で旅をするので、通じ合えると
おも こくれん

思います」というメッセージ、国連レベルで
かつやく さんにん ほんにん り じ かんげい

活躍する、三人の本人理事からの歓迎あいさ
いんしょうてき とく

つは印象的でした。特にミア・ファラーさ
こと ば つよ いんしょう のこ

ん（レバノン）の言葉は、強く印 象に残り
よくじつ ちょうしょく

ました。翌日の朝 食バイキングで、ミアさ
とな あ せき

んとたまたま隣り合わせの席だったので、「イ
きょういく しつもん

ンクルーシブ教育って？」と質問すると、「イ
か ぞく ファミリー

ンクルージョンとは家族（family）のこと。
か ぞく きょういく エジュケイション きょういく

家族とは教 育（education）のこと。教 育
とも ビ ロ ン ギ ン グ とも

とは共にいること（belonging）。そして、共
わたし ひつよう

にいることは私たちすべてにとって必要なこ
こた か ぞく し えん

と」という答えでした。家族支援、インクルー
きょういく とも たいせつ こと ば

シブ教育、共にいることが大切な言葉だと、
なん なっとく

何となく納得しました。

たいかい く ふう

◆大会におけるさまざまな工夫
こと ば ぶん か ちが こ

言葉や文化の違いを越えて、コミュニケー
く ふう

ションをとるため、いろいろな工夫があり、

さんこう かい ぎ けんしゅう

参考になりました。すべての会議に研修を
う し かい しんこうやく はい ち

受けた司会・進行役やアシスタントが配置さ
こま し えん ていきょう

れ、きめ細かな支援が提供されていました。
ぜんたいかい つうやく こく ご に ほん ご ふく

全体会の通訳は５カ国語（日本語を含む）
かい ぎ

でした。会議のわかりやすさをAAA（わか
ちゅう

りやすい）、AA（中くらいのわかりやすさ）、
せんもんよう ご おお かい ぎ さんだんかい しめ

A（専門用語が多い会議）の三段階で示し、
ぜんかい たいかい し よう まい

前回のメキシコ大会でも使用された、３枚の
ぜんいん はい ふ

アクセシブルカードが全員に配布されました。
みどり き いろ

それぞれ、「緑（わかりやすい）」「黄色（も
すこ はな あか

う少しゆっくり話して」「赤（むずかしい）」
い し ひょう じ もち かい

と意思表示するために用いられました。会
ぎ ちゅう き いろ あ

議 中に、黄色のカードがたびたび上がり、
し かい つ ど かい ぎ しんこう と

司会はその都度、会議の進行を止めて、てい
たいおう に ほん

ねいに対応されていました。これから日本の
かい ぎ ひろ さいよう おも

会議でも広く採用されたらいいと思いました。
ほか たと

この他にも、例えば、ワークショップ、アー
かい が せいさく き ぼ

トプロジェクト（絵画制作、木彫り）、ゲー

ム、メッセージボード、スピーカーズ・コー
たいかい さん か ほうほう かい ぎ

ナーなどがあり、大会に参加する方法は会議
い がい よう い

以外にもさまざまに用意されていました。

か ぞく きょういく とも

家族・教育・共にいること
おおさか て いくせいかい かん じ

大阪手をつなぐ育成会 監事
なかむら ただ お

中村 忠雄

さん か しゃ こえ

６．参加者の声
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きょういく い けんこうかん

◆インクルーシブ教育への意見交換
たいかい きょういく おお

大会では、インクルーシブ教育が大きく
と あ せ かい しょうがい じ しゃきょういく

取り上げられました。世界の障害児者教育
なが ねんだい もう ろう よう ご がっこう

の流れは、１９６０年代は盲・聾・養護学校およ
しょうがい じ がっきゅう つうじょうがっきゅう ぶん り

び障 害児学 級と、通 常 学 級の分離（セグ
きょういく ねんだい

リゲーション）による教 育。１９８０年代は，
とうごう

それらの統合（インテグレーション）、そし
ねんだい ほうよう

て２０００年代は包容（インクルージョン）へと
ちゅうしん がいねん へん か ぜんたい

中 心となる概念が変化してきました。全体
かい ぶん か かい はっぴょう き か のう

会・分科会での発表を聞くかぎり、可能な
つうじょう がっこう きょういく すす ほうこう

かぎり通常の学校での教育を進める方向だ
おも なか しょうがい じ がっこう ただ

と思いましたが、中には障害児学校を直ち
はい し ひ よう つうじょうがっこう

に廃止して、その費用を通常学校にまわせ
い けん きょういく

ばいいという意見もあり、教育をめぐって
くに きょうつう い けんこうかん おも

どの国にも共通する意見交換だったと思い

ました。
たと ほんにん つうじょう がっこう

例えば、ドイツの本人から「通 常の学校
い けん り ほんとう

へ行く権利があるというが、本当にうまくい
じ ぶん けいけん ぜんたい あし な

くのか？ 自分の経験ではクラス全体の足並
おそ ほんにん おな すす

みが遅くなり、本人も同じペースで進めない
かん い けん ほんにん せんたく

と感じてしまう」という意見や「本人の選択
たいせつ とうごうがっきゅう す こ

が大切。統合学級は好きでない。子どもの
あいだ さ べつ う おな

間に差別が生まれる。同じペースでないと
さ べつ じ ぶん えら い けん

差別される。自分で選びたい」という意見も
こくさいいくせいかいれんめい ほんにん り じ

ありました。国際育成会連盟の本人理事から
こくれん きょういく かっこく ぎょうせい

は「国連では、教育について各国の行政の
ひと こうしょう いちばんむずか ごう り てきはいりょ

人との交渉が一番難しかった。合理的配慮
た こく じょうきょう しょうかい

について、他国の状 況を紹介してほしい」
と だ はっ

という問いかけも出されました。カナダの発
ぴょうしゃ かいかく いっさい

表者は「改革あるのみ。一切のエクスキュー

い わけ なが

ズ（言い訳）はダメ」ということでした。長
れき し

い歴史をもつピープル・ファースト・カナダ
こん ご うご ちゅうもく おも

の今後の動きに注目したいと思いました。
げんざい ほうよう じ だい

現在の包容（インクルージョン）の時代に
ぶん り とうごう かんが のこ ぶん り

も、分離や統合の考えは残っています。分離
じ だい とうごう ほうよう かんが

の時代にも、統合や包容の考えはありました。
かんが なか ぜんたい

いろいろな考えがある中で、全体としてどち
ほうこう すす かんが

らの方向へ進むのかをみんなで考えているの
おも

だと思いました。
つぎ ほうこう

カナダなどでは、すでに次の方向として

「ソーシャル・ロール・バロリゼーション」
がいねん しめ

という概念が示されているそうです。これは
きゃく いっしょ

いわゆるお客さんのように、ただ一緒にいる
ほうよう ゆう い ぎ かつどう さん か

だけの包容でなく、有意義な活動に参加し、
いってい しゃかいてきやくわり か ち そんざい

一定の社会的役割をもって、価値ある存在と
しょぞく かんが

して所属することと考えられます。ミアさん
ほんにん とも

たち本人のいう、ビロンギング（共にいるこ
こ ねが おも

と）に込められた願いではないかと思いまし

た。

しょうがいしゃ まち

◆障害者の町・ベーテル
はなし か かいかいしき ぜんじつ

話は変わりますが、開会式の前日、ドイツ
ばん め おお と し し

で１２番目に大きい都市ビーレフェルト市にあ

なか ま とも つく さくひん

たくさんの仲間と共に作りあげたアートの作品

さん か しゃ こえ

６．参加者の声

―91―



しょうがいしゃ まち ほう

る「障害者の町 ベーテル（Bethel）」を訪
もん しんかんせん

問しました。ベルリンからは、ドイツ新幹線
じ かん げんざい

（ICE）で３時間ほどかかります。現在のベー
とうざいやく なんぼくやく ひろ

テルは東西約２．５㎞、南北約１．５㎞の広さです。
し ちゅうしん ぶ と ほ ぷん し ぜんゆた

市の中心部から徒歩１０分の自然豊かなこの
まち じゅうみん にんちゅう しょうがい ひとやく

町で、住民６０００人中、障害のある人約２０００
にん し みん とも く

人が市民として共に暮らしています。
ねん そうりつ しゅうねん いわ

１９６７年にベーテルは創立１００周年を祝って
とう じ とくべつしゅざいはん おう

います。その当時、NHK特別取材班が、欧
べい すす しょうがい じ きょういく じったい げん ち しゅざい

米の進んだ障害児教育の実態を現地取材し、
こ せ かい に ほん しんしんしょう

「この子らのために－世界と日本の心身障
がい じ だい しゅっぱん しょうかい

害児」と題して出版し、テレビでも紹介さ
おお はんきょう しょうがいしゃ らく

れ大きな反響をよびました。「障 害者の楽
えん しょうがいあんしん く まち

園－生涯安心して暮らせる町」といわれ、
ち いきせいかつ

すでに地域生活をめざしていました。ベーテ
とくべつ で い ぐち かべ

ルには、特別な出入り口も壁もありません。
ろ めんでんしゃ えき しんごう わた

路面電車の駅をおりて信号を渡れば、そこが
いっぱん まち おな がっ

ベーテルでした。一般の町と同じように、学
こう しょうてん ぎんこう なん

校や商店や銀行やホテルなど何でもありま

す。
しょうがいしゃ しょくぎょうしゅもく しゅ い じょう

また、障害者の職 業種目は２０００種以上
おんがく かい が しゅ

あり、セラピーやスポーツ、音楽、絵画、手

こうげい よ か かつどう じつ ゆた せいかつ たの

工芸などの余暇活動も実に豊かで、生活を楽
たいせつ

しむことを大切にしているようです。
せいしき な まえ

ベーテルの正式な名前は、「ベーテル・フ
そうごうしゃかいふく し し

ォン・ボーデルシュヴィング総合社会福祉施
せつ ねん あんらく し せいさく たたか

設」です。１９４０年ヒトラーの安楽死政策と闘
いのち か とうそう れき し も

い、命を賭けた闘争の歴史を持っています。
ひと い あたい ひと

「どんな人も生きるに値しない人はない」
ほどこ し ごと て し ごと こころ

「施しより、仕事を」「手には仕事を、心に
かみ しんじょう ゆうめい

は神を」などいくつかの信条が有名です。
こんにち い りょう ふく し まち すがた か

今日では、「医療と福祉の町」へと姿を変え
しゃかいてき よわ たち ば ひと こうれいしゃ

ています。社会的に弱い立場の人、高齢者、
なんみん ひと う い

難民、ホームレスの人も受け入れ、インクルー
ひと じっせん そうぞう

ジョンの一つの実践スタイルを創造している
し かんどう

ことを知り、感動しました。
りょこう たが たす あ

この旅行でお互いが助け合い、たくさんの
けいけん ぶ じ き こく かんしゃ

経験をして、無事帰国できたことを感謝し、
れい もう あ おも

お礼を申し上げたいと思います。

トーキング・ウォールより：
こく れん しょう がい しゃ けん り じょう やく しん

もし国連が「障害者の権利条約」を信じてい
し せつ へい さ もと

るのなら、まったくすべての施設の閉鎖を求め
せい じ てき はたら

て、政治的な働きかけをするでしょう。なぜな
し せつ しょうがい ひと びと ほん とう じ ぶん

ら施設は障害のある人々が、本当の自分たちの
じん せい い

人生を生きることをさまたげているからです。
だいひょう

オーストラリア代表より

さん か しゃ こえ

６．参加者の声
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せ かいかっこく いくせいかい

◆世界各国にあった育成会
がつ にち かいさい

６月１５～１９日にドイツのベルリンで開催さ
だい かいこくさいいくせいかいれんめい せ かいかい ぎ

れた「第１５回国際育成会連盟世界会議」に、
こんかいはじ さん か さん か

今回初めて参加しました。参加するきっかけ
ひとあしさき さん か もう こ

となったのは、一足先に参加を申し込んでい
ははおや ち てきしょうがい いもうと さそ う

た母親と知的障害のある妹から誘いを受け
とおかかん にってい さん か

たことです。１０日間という日程のために参加
なや き ちょう たいけん

するか悩みましたが、貴重な体験ができる
さん か き

こともあり参加を決めました。
たいかい さん か

この大会に参加するにことによって、これ
こくない いくせいかい そんざい し

まで国内における育成会の存在については知
せ かい き ぼ かつどう そ

っていましたが、世界規模で活動している組
しき し おどろ

織であると知り、とても驚きました。また、
くに ち てきしょうがい ほんにんみずか かつどう

どの国でも知的障害のある本人自らが活動

さん か じ ぶん お じょうきょう

に参加し、自分たちが置かれている状 況を
かいぜん やく だ ば かん

改善することに役立っている場であると感じ
ほんたいかい もくてき かい ぎ

ました。そして、本大会の目的である会議に
さん か い けん き よ たい

参加し、さまざまな意見を聞くとても良い体
けん かい ぎ い がい

験になりましたが、この会議以外においても
き ちょう たいけん

さまざまな貴重な体験をすることができま

した。

しょうがいしゃ たいおう

◆障害者への対応はいろいろ
ふく し たい くに たいおう

それは、福祉に対しての、国による対応の
ちが くうこう き ろ

違いです。まず、フランスでの空港にて帰路
とき に ほん

のチェックインする時です。日本であれば、
しょうがいしゃ ば あい ひ こう き ざ せき とく

障 害者がいる場合は飛行機の座席は、特に
ねが かいじょ かんが

お願いしなくても介助を考え、そのグループ
せき となりどう し

の席を隣同士にしてくれますが、フランス
かいじょしゃ にん

ではそうではありませんでした。介助者１人
となり せき はな せき

は隣の席でしたが、あとは離ればなれの席で
かん たん じ かん

した。フランスとドイツ間の短時間であれば
もんだい に ほん

問題ありませんが、日本とフランスのような
ちょう じ かん ひ と り かいじょ たいへん

長 時間となると１人で介助するには大変な
ば あい

場合もあります。そのため、ツアーコンダク
かた げん ち こうしょう

ターの方と現地でのガイドさんが交渉して

せ かいたいかい さん か まな

世界大会に参加して学んだこと

さ ご よしひろ

佐護 嘉裕

さ ご かあさま いもうと

佐護さんのお母様と妹さん。

さん か しゃ こえ

６．参加者の声
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にんとなりどう し せき へんこう

くださり、やっと３人隣同士の席に変更す
しゅよう くに くうこう たいおう

ることができました。主要な国の空港の対応
おな おも

はどこも同じと思っていましたが、このよう
ちが たいへんおどろ

な違いがあったことに、大変驚きました。
つぎ し ない かんこう

次に、フランス市内を観光したときのこと
び じゅつかん

です。ホテルからルーヴル美術館へタクシー
い どう の ば じゅんばん ま

で移動するため、乗り場で順番待ちをして
とき かん り にん ひと わたし

いました。その時、そこの管理人の人が私た
み れつ ばんまえ い さき の

ちを見つけ、「列の一番前に行き、先に乗り
い に ほん

なさい」と言ってくれました。しかし、日本
たいおう ほんとう

ではこのような対応がないため、本当によい
すこ と まど

のか少し戸惑いました。
び じゅつかん しょうがいしゃ

そして、ルーヴル美術館にて障害者とそ
かいじょしゃ めい にゅうじょうりょう む りょう

の介助者１名は入 場 料が無料ということ
おどろ ひと おお あつ ゆうめい てん じ

も驚きましたが、人が多く集まる有名な展示
ぶつ くるま い す せんよう けんがく よう い

物には、車椅子専用の見学スペースが用意
に ほん たいおう ちが かん

してあり、日本との対応の違いをとても感じ
に ほん くるま い す り ようしゃ き

ました。日本では、車椅子利用者が来たら
つ ど たいおう ところ おお

その都度対応する所が多いですが、ここでは
くるま い す り ようしゃ く あ まえ

車椅子利用者が来るのが当たり前であり、

かたたち り よう じょうしき

その方達が利用しやすくしておくのが常識
ふん い き

という雰囲気がしました。

いもうと せいちょう

◆ 妹の成長
しゅうかん くに ふく し とり

ほんの１週間で、国によって福祉への取
く かんが かた ちが たいけん

組み・考え方の違いをこれほど体験できる
おも こくみんせい れき し

とは思っていませんでした。国民性や歴史の
ちが おも おな せんしんこく い

違いもあると思いますが、同じ先進国と言わ
くに さ しょうじき

れる国で、ここまで差があることには正直
おどろ

驚きました。
こんかい さん か ほんとう よ

今回のツアーに参加でき、本当に良かった
しょうがい いもうと かいがいりょこう

です。そして、障害のある妹も海外旅行に
い せ かいかい ぎ さん か よ けい

行けて、世界会議に参加できたことが良い経
けん かん しょうじき かい ぎ ないよう

験になったと感じます。正直、会議の内容
り かい こと ば ちが ふく かのじょ

を理解することは、言葉の違いも含め彼女に
むずか おも

はとても難しいと思っていました。しかし、
かい ぎ さん か ご じ こ しゅちょう すこ つよ

会議に参加後、自己主張が少し強くなるこ
かい ぎ ふん い き とう なに かん

とがあり、会議の雰囲気等から何かを感じた
しょうがい じゅう ど

のかもしれません。障害が重度であるから
む り おも おも き さん か かのじょ

無理と思わずに、思い切って参加し、彼女と
よ けいけん

もども良い経験となりました。

たいかいかいじょう いもうと

大会会場で妹さんと。

とうひろ ば

パリのエッフェル塔広場で。

さん か しゃ こえ

６．参加者の声
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せ かいきょうつう

◆インクルージョンは世界共通
たいかい しゅうねん ねん いち ど かいさい き ねん むすめ

大会５０周年、４年に一度の開催記念に娘
いっしょ と こう とうじつ ひ び せい

と一緒に渡航しました。当日まで、日々の生
かつ なか たの ふ あん せ なか あ

活の中で、楽しみと不安が背中合わせでした。
ぜん に ほん て いくせいかい とど

そして、全日本手をつなぐ育成会から届く『わ
たいかい て わか

かりやすい大会プログラム』を手に、解らな
おや こ とお

いながらも親子でページをめくりました。遠
たいかい かんこう

かったベルリン大会と観光、フランス・パリ
とう め と じょう

のエッフェル塔など、目を閉じるとその情
けい うか なつ おも

景が浮び、懐かしく思えます。
たいかいかいさい き ねん

ドイツ・ベルリン大会開催記念のTシャ
か もと おや こ ちゃくよう き こく じ あと

ツを買い求め、親子で着 用し、帰国時、後
はく

泊したホテルで、そのマークとインクルージ
ひょう き み がいこく かた オーケー

ョンの表記を見た外国の方が「オーOK！」
こえ こ き こく と やま

と声をかけて来られました。帰国し、富山へ
き せい かたこと い み つう

帰省することなど片言ですが、意味が通じ、
たいかい こと ば せ

この大会やインクルージョンという言葉が世
かいきょうつう あらた おもい

界共通であることを改めて思いうれしかっ

たです。

たいかいちゅう き

◆大会中に気づいたこと
さん か かいじょう せ かい おお ひと

さて、参加会場では、世界の多くの人が

あつ き かんちゅう

集まり、サッカーのワールドカップ期間中
まち じ たい ひ じょう も

でもあって、ベルリンの街自体が非常に盛
あ

り上がっていました。
ほんにん じゅん び かい つうやく つう

本人たちのための準備会では、通訳を通
たが し けいけん

じて、互いのことを知り、経験をわかちあい、
めい し こうかん ともだち じ ぶん

名刺交換をし、友達になりたい、自分たちの
かんが う だ まな ほんにんかつどう とお

考えを打ち出し学び、本人活動を通して、
おお ほんにん で あ

多くの本人が出会い、どんなことをしていけ
かんが おのおの くに も かえ わ

ばよいのかを考え、各々の国へ持ち帰り、分
あ だい じ かん

かち合うことが大事であると感じました。
たいかい き ねん かんこう ぶん か かい ほんにん

大会記念パーティー、観光と分科会、本人
さいしゅう び

たちのアートコーナーがあり、最終日ステー
よこ ほんにん さくひん てん じ

ジ横に本人たちのすばらしい作品が展示され

ていました。
わたし のう り ぜんたい

私の脳裏には「サービス全体がインクルー

ジョン、インクルーシブしないといけない」
たいせつ

「でも、インクルージョンの大切さ、インク
きょういく ひつよう

ルーシブ教 育とはなんだろう」「必要なサ
ぎ もん あたま

ポートとは？」など、さまざまな疑問が頭を
こうえん し りょう しょうがい

よぎりました。ある講演の資料に「障害の
こ とうごうきょういく ば はい

ある子どもを、統合教育の場に入れるとい
かんが かた しょうがい こ あた

う考え方から、障害の子どもがいるのは当

けいけん に ほん も

この経験を日本に持ちかえって
と やまけん て いくせいかい

富山県手をつなぐ育成会
ひろ せ せつ こ

廣世 節子

さん か しゃ こえ

６．参加者の声
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国際育成会連盟

アメリカ アフリカ・インド洋 ヨーロッパ 中東・北アフリカ アジア・太平洋

（インクルージョン・インターナショナル）

（インクルージョ
ン・アメリカ）

（インクルージョン・
アフリカ・インド洋）

（インクルージョン・
インターナショナル－
中東・北アフリカ地区）

（インクルージョン・
インターナショナル－
アジア・太平洋地区）

（インクルージョ
ン・ヨーロッパ）

ちゅうと う

ちゅうと う

き た ち く た いへ いよ う ち く

た い へ い よ う  き たよ う

よ う

こくさいいくせいかいれんめい

まえ かんが かた き さい

り前であるという考え方である」と記載され

ていました。
けん り まも ほんにん こえ き し

権利を守るために、本人たちの声を聞く姿
せい じ ぶん くに い がい なん

勢をもつこと、また自分たちの国以外でも何
うった ひと くに

とかしてあげたいと訴える人、どこの国でも
とお はなし し き

メディアを通して話をし、知らせ、気づいて

ど りょく か だい

もらえるように努力していくなど、課題は

いっぱいでした。
こん ご げんじつ う と ち いき ね

今後、現実を受け止め、地域に根ざしてい
ほうこう ど りょく

く方向に、サポートできるように努力した

いです。

こくさいいくせいかいれんめい

国際育成会連盟って？
こくさいいくせいかいれんめい

国際育成会連盟とは
ち てきしょうがい ひと けん り よう ご かつどう

・知的障害のある人の権利擁護のために活動しています。
ち てきしょうがい ひと か ぞく ちゅうしん エヌジーオー

・知的障害のある人と、家族を中心としたNGOです。
ねんせつりつ げんざい こく い じょう だんたい か めい

・１９６０年設立です。現在１１５カ国、２００以上の団体が加盟しています。
こくれん こうにん しょうがいしゃだんたい

・国連で公認されている障害者団体のひとつです。
ダブリュエイチオー せ かい ほ けん き かん ユ ネ ス コ こくさいれんごうきょういく か がくぶん か き かん せ かいぎんこう アイエルオー こくさいろうどう

・ WHO （世界保健機関）、UNESCO（国際連合教育科学文化機関）、世界銀行、 ILO （国際労働
き かん ユ ニ セ フ こくれん じ どう き きん れんけい

機関）、UNCEF（国連児童基金）などと連携します。

こくさいいくせいかいれんめい

国際育成会連盟のビジョン
ち てきしょうがい ひと か ぞく こえ

・知的障害のある人とその家族の声をひとつにします。
そんげん た ようせい じんけん れんたい たいせつ そくしん

・尊厳、多様性、人権、インクルージョン、連帯を大切にし、促進します。
ち てきしょうがい ひと か ぞく てん ち いきせいかつ びょうどう さん か

・知的障害のある人とその家族が、あらゆる点において地域生活に平等に参加することができるように

します。
ば めん かんぜん し みんけん じ こ けってい か ぞく し えん じゅうてん

・あらゆる場面におけるインクルージョン、完全な市民権、自己決定、家族支援に重点をおきます。

こくさいいくせいかいれんめい

国際育成会連盟のURL：http : //www.inclusion-international.org/

さん か しゃ こえ

６．参加者の声
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し き しゃ ゆうめい

指揮者のカラヤンで有名な「ベルリン・フ
そば ひと き ねん ひ た

ィル」のホールの傍に、一つの記念碑が立っ
しょうがい ひと あん

ていました。それは、障害のある人に『安
らく し な しゅうだんぎゃくさつ おこな せい ふ

楽死』という名の集団虐殺を行った、政府
ほん ぶ しめ えいぶん

の本部があったことを示すものでした。英文
か せつめい よ わたし

で書かれた説明を読みながら、私はあふれ
なみだ おさ こんかい

る涙を抑えることができませんでした。今回
せ かいかい ぎ なか おお おも で

の世界会議の中での、もっとも大きい思い出

です。

こくさいいくせいかいれんめい いか のぞ れき し

◆国際育成会連盟の怒りと望みの歴史
こくさいいくせいかいれんめい そうりつ しゅうねん き ねん せ かい

国際育成会連盟の創立５０周年記念の世界
かい ぎ ひら

会議がベルリン（ドイツ）で開かれたことに
い み こくさいいくせいかい

は、いろんな意味がありました。国際育成会
れんめい せつりつ だい じ せ かいたいせん お

連盟の設立は、第２次世界大戦が終わって１５
ねん め ねん

年目の１９６０年です。それはナチス・ドイツが
おこな しゅうだんぎゃくさつ いか ち てきしょうがい

行った集団虐殺への怒り、知的障害のあ
ひと いのち まも き はんせい こん

る人の命を守り切れなかった反省、そして今
ご たたか けつ い しゅっぱつ

後の闘う決意からの出発でした。そしてベ
ぼうぎゃく おこな

ルリンは、その暴虐を行ったナチス・ドイ
しゅ と あんらく し さくせん し れいほん ぶ

ツの首都であり、『安楽死』作戦の指令本部
ち

の地だったのです。

こくさいいくせいかいれんめい ち てき

そのため国際育成会連盟はいつも、「知的
しょうがい ひと か ぞく けん り じんけん

障 害のある人とその家族の権利（人権）の
ほ しょう たか かか うんどう すす

保 障」を高く掲げて運動を進めてきました。
ねん いち ど かいさい せ かいかい ぎ

３～４年に一度開催される世界会議は、その
たたか うんどう じゅうよう ば

闘う運動のもっとも重要な場であり、そこ
せ かい む だ

から世界に向けてさまざまなアピールが出さ

れました。
だい かいたいかい ち てきしょうがい

第４回大会（エレサレム）の「知的 障 害
しゃ けん り けつ ぎ ねん こくれん

者の権利について」の決議は、１９７１年の国連
そうかい ち てきしょうがいしゃ けん り せんげん

総会での「知的障害者の権利宣言」につな
せんげん のち しょうがいしゃけん

がりました。この宣言が、後の「障害者権
り せんげん こくさいしょうがいしゃねん と く しょう

利宣言」や「国際障害者年」の取り組み、「障
がいしゃけん り じょうやく けつ ぎ

害者権利条約」の決議へとつながるのです。
しょうがいしゃけん り じょうやく

「障害者権利条約」は、インクルージョ
り ねん つらぬ めいしょう

ンの理念で貫かれていますが、その名称（イ
しめ

ンクルージョン・インターナショナル）に示
こくさいいくせいかいれんめい り

されているように、国際育成会連盟はこの理
ねん さき ど けん り じょうやく き ほん り

念を先取りしています。権利条約の基本理
ねん いくせいかいうんどう し そう

念は、まさに育成会運動の思想そのものです。
こくれん とくべつ い いんかい

国連の特別委員会では、ロバート・マーチン
ほんにん り じ

（ニュージランド）をはじめ、本人の理事を
せんとう せっきょくてき はつげん ないよう じゅうじつ せいりつ

先頭に積極的に発言し、内容の充実と成立

こくさいいくせいかいれんめい れき し

国際育成会連盟の歴史と
ぜん に ほん て いくせいかい かか

全日本手をつなぐ育成会の関わり
しゃかいふく し し じ む しょ わ せ だ しゃかいふく し し

社会福祉士事務所・早稲田すぱいく 社会福祉士
まつとも りょう

松友 了

せ かいかい ぎ れき し

７．これまでの世界会議の歴史をふりかえって

―97―



こうけん い み けん り じょうやく

へ貢献しました。その意味でも権利条約は、
いくせいかいうんどう ちゅうしん う そだ

育成会運動が中心になって産み、育てたと

もいえるでしょう。
ほんにんさん か しゅたい せっきょくてき かか

本人参加（主体）についても積極的に関
かんが

わってきました。ノーマライゼーションの考
ほくおう

えが、北欧（デンマークやスウェーデン）の
いくせいかいうんどう う はってん ほん

育成会運動から生まれて発展したように、本
にん うんどう

人による運動である「ピープル・ファースト
うんどう いくせいかいうんどう はじ

運動」も、育成会運動から始まったのです。

こくさいいくせいれんめい わたし かか

◆国際育成連盟への私たちの関わり
ねん ぜん に ほん て いくせいかい せいかい

１９７２年に、全日本手をつなぐ育成会が正会
いん に ほん ち てきしょうがいしゃふく し きょうかい じゅん

員として、日本知的障害者福祉 協 会が準
かいいん か めい に ほん すいせん

会員として加盟しました。日本からの推薦で、
り じ やまぐちかおる とうきょうがくげいだいがくきょうじゅ のち

理事も山口薫（東京学芸大学教授、後に
ふくかいちょう つと お がたなおすけ ぜん に ほん て

副会長も務める）、緒方直助（全日本手をつ
いくせいかい とうきょう と いくせいかい り じ ちょう げんざい

なぐ育成会、東 京 都育成会理事 長）、現在
なが せ おさむ とうきょうだいだくとくにんじゅんきょうじゅ かく し

は長瀬修（東京大学特任准 教授）の各氏
かつやく おお ひと しょう ち

が活躍していることは、多くの人がご承知

のとおりです。
せ かいかい ぎ だい かい はじ

世界会議は、第８回（ナイロビ）で初めて
ほんにん せいしきさん か え に ほん

の本人の正式参加を得たのですが、日本から
こうめい せんもん か しょうすう さん か

は高名な専門家の少数の参加でした。そこ
だい かい にん ほんにん ちゅうしん

で、第１０回（パリ）に５人の本人を中 心に、
はじ さん か とき

初めてグループとして参加しました。その時
しょうげき に ほん いくせいかいうんどう えいきょう あた

の衝撃が、日本の育成会運動に影響を与え

ました。
よう ご せいしんはくじゃく へんこう けん り よう ご

用語（精神薄 弱）変更、権利擁護、そし
ち いきせいかつ し えん もと うんどう たか じ こ

て地域生活支援を求める運動が高まり、自己
けってい ほんにんしゅけん そんちょう かんが ほんにん

決定（本人主権）を尊 重する考えは「本人

かつどう かく ち う だ

活動」を各地に生み出しました。この「パリ
かい ぎ さかい くに ち てきしょうがいぶん や

会議」を境に、わが国の知的障害分野は、
おお か

大きく変わっていったのです。
ご さわ さん か だんねん だい

その後、ペスト騒ぎで参加を断念した第１１
かい のぞ に ほん かいさいこく

回（ニューデリー）を除き、日本は開催国に
つ おお さん か しゃ おく つづ

次いで多い参加者を送り続けています。そし
どう じ つうやく さん か し えん

て、同時通訳をはじめ、参加のための支援サー
かくほうめん し えん

ビスを、各方面からのご支援をいただきなが
ぜん に ほん て いくせいかい にな

ら、全日本手をつなぐ育成会が担ってきまし
せ かい うご とく ほんにん さん か しゃ つう

た。世界の動きが、特に本人の参加者を通じ
くに つた

て、わが国にも伝えられてきたのです。
ち てきしょうがい ぶん や ほんにんしゅたい しゅ

知的障害の分野においても、「本人主体（主
けん ひろ ていちゃく

権）」が広まり定着したのは、ピープル・フ
うんどう かくしゅ うご なに

ァースト運動などの各種の動きとともに、何
こくさいいくせいかいれんめい れん

よりも国際育成会連盟のネットワークとの連
けい とく せ かいかい ぎ た すう ほんにんさん か せい か

携、特に世界会議への多数の本人参加の成果
だんげん

だと断言することができます。
きび なか ひ び く いとな ひとびと

厳しい中で日々の暮らしを営む人々にとっ
こくさい せ かい えん

て、「国際」とか「世界」というのは、縁の
とお はなし き

ない遠い話のような気がします。しかし、こ
こくさいいくせいかいれんめい れき し くに かか

れまでの国際育成会連盟の歴史とわが国の関
ふ かえ せ かい うご こ じん せいかつ

わりを振り返ると、世界の動きが個人の生活
つよ えいきょう り かい

に強く影響していることが理解できます。
い か くに せいさく ほうりつ

それは言い換えると、わが国の政策（法律・
せい ど しゃかい い しき こんぽん か

制度）や社会の意識を根本から変えるには、
せ かい うご れんどう ひつよう

世界の動きと連動する必要がある、というこ
ぐ たいてき せ かいかい ぎ に ほん かいさい

とです。具体的には、世界会議を日本で開催
つう わたし ほんとう もと

することを通じて、私たちが本当に求める
しゃかい つく か のう かんが

社会を作ることが可能である、と考えるので

す。

せ かいかい ぎ れき し

７．これまでの世界会議の歴史をふりかえって
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しゅうだんぎゃくさつ か こ ひ てい つつ こ

『集 団虐殺』の過去を否定し、『包み込
しゃかい みな じつげん

まれる社会』を皆で実現しましょう。

表
ひょう

　世
せか い か い ぎ

界会議の歴
れき

史
し

年
ねん

開
かいさい

催都
と し

市 テーマ

第
だい

１回
かい

（1961年
ねん

） ロンドン（イギリス） ―――

第
だい

２回
かい

（1963年
ねん

） ブリュッセル（ベルギー） ―――

第
だい

３回
かい

（1966年
ねん

） パリ（フランス） ―――

第
だい

４回
かい

（1968年
ねん

） エルサレム（イスラエル） 慈
 じ ぜん

善から権
けん

利
り

へ

第
だい

５回
かい

（1972年
ねん

） モントリオール（カナダ） 世
 せ かい

界の流
なが

れに活
かつどう

動を合
あ

わせよう

第
だい

６回
かい

（1975年
ねん

） ダブリン（アイルランド） 展
てんぼう

望と優
ゆうせんじゅんい

先順位

第
だい

７回
かい

（1978年
ねん

） ウイーン（オ－ストリア） 選
せんたく

択

第
だい

８回
かい

（1982年
ねん

） ナイロビ（ケニア） パートナーシップ

第
だい

９回
かい

（1986年
ねん

） リオデジャネイロ（ブラジル） 手
て

をつなげばできる

第
だい

10回
かい

（1990年
ねん

） パリ（フランス） 権
けんり

利を現
げんじつ

実のものに

第
だい

11回
かい

（1994年
ねん

） ニューデリー（インド） 手
て

をつなぐ家
か

族
ぞく

すべてを支
ささ

える地
 ち いき

域

第
だい

12回
かい

（1998年
ねん

） ハーグ（オランダ） 行
こうどう

動するパートナー／人
じんけん

権と社
しゃかいてき

会的
公
こうへい

平へ向
む

けての行
こうどう

動

第
だい

13回
かい

（2002年
ねん

） メルボルン（オーストラリア） 生
せいめい

命！自
 じ ゆう

由！安
あんぜん

全！

第
だい

14回
かい

（2006年
ねん

） アカプルコ（メキシコ） ともに生
い

きる未
 み らい

来を創
つく

ろう／公
こうへい

平な
世
せ

界
かい

をめざして

「手
て

をつなぐ育
いくせいかい

成会（親
おや

の会
かい

）50年
ねん

の歩
あゆ

み」を参
さんこう

考

せ かいかい ぎ かい ぎ

「世界会議」と「アジア会議」

せ かい そ しき こくさいいくせいかいれんめい し まいだんたい こくさい ち てきしょうがいけんきゅうきょうかい アイエイエスエスアイデイ

世界組織は、国際育成会連盟の姉妹団体といえる国際知的障害研究 協会（ＩＡＳＳＩＤ）がありま
けんきゅうだんたい おな ねん いち ど こくさいがっかい かいさい に ほんはったつしょうがいがっかい に ほん せいかい

す。研究団体であり、同じく４年に一度、国際学会を開催します。日本発達障害学会が、日本から正会
いん か めい ち いき ち てきしょうがいふく し れんめい エイエフエムアール ねん いち ど

員として加盟しています。アジア地域には、アジア知的障害福祉連盟（ＡＦＭＲ）があり、２年に一度、
ち てきしょうがいかい ぎ エイシーエムアール ひら くに かいかいさい に ほん かい

アジア知的障害会議（ＡＣＭＲ）が開かれます。わが国でも、これまで２回開催されました。日本の会
いん に ほんはったつしょうがいふく し れんめい ふく し れんめい ぜん に ほん て いくせい ち てきしょうがいかんけい だんたい

員は、日本発達障害福祉連盟であり、福祉連盟は全日本手をつなぐ育成をはじめ、知的障害関係４団体
こうせい アイエイエスエスアイデイ けんきゅうきょうかい そ しき せつりつ おな ねん いち ど

で構成されています。ＩＡＳＳＩＤ（研究 協会）のアジアの組織が設立され、同じように２年に一度の
かい ぎ かいさい ねん に ほん エイエフエムアール こくさいいくせいかいれんめい ばん い

会議が開催されます（２０１２年には日本にて）ので、ＡＦＭＲは国際育成会連盟のアジア版と言えます。
あいだ ほんにん さん か すす かい ぎ か ねん がつ かんこく さいしゅうとう

この間、本人の参加が進み、アジア会議も変わろうとしています。２０１１年８月には、韓国（済州島）
だい かいかい ぎ かいさい に ほん おお さん か き たい

にて第２０回会議が開催され、日本から多くの参加が期待されています。

せ かいかい ぎ れき し
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